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はじめに
 
本書をお読みいただく前に
 
本サービスマニュアルには、船外機の点検整備や修理に必要な情報が記載されています。本書に
は、取扱いに関する内容は記載してありませんので、製品に同梱されている取扱説明書をご参照
ください。船外機の性能や品質を維持し、お客様が安全快適に末永くご愛用いただくことが大切
です。そのためには、基本的な知識や技能を有するサービスマンによる適切な整備作業が重要で
す。常にお客様に満足して船外機をお使いいただけますように、本書をご活用ください。

トーハツ株式会社

サ－ビス室

安全確保に関する情報

警告 /注意の表示
本書では、人命に関わる危険や物的損傷が発生するおそれがある場合に、下記の表示を行い、注意を促して
います。

重要な情報をワンポイントアドバイス。

警 告 

ひどい怪我をしたり、或いは死に至ることもあるよう
な危険、又は不安全な行為。

危 険 

直ちにひどい怪我をしたり、死に至るような危険のあ
る行為。

注 意 

怪我をしたり、製品、又は設備に損傷を与えるような
危険、又は不安全な行為。
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本マニュアルについて
本マニュアルの構成と使い方
このサービスマニュアルは、サービスマンがその作業を間違いなく簡単に行っていただけるように作られています。
下記の内容をよく理解し効率的な作業を行ってください。

①各章のはじめには本章に使用される特殊工具が紹介され、作業に必要となる工具が事前にわかるように
なっています。
②各章での作業が行われる各部品と、詳細が部品構成図として表現されています。
③締付けトルクは、部品構成図及び、本文中に作業上のポイントとして記載されています。
④ ピクトグラムは関連する部品に対し、重要な作業指示があることを示し、潤滑剤の種類やその塗布箇所を
示しています。
⑤ 部品構成表にはその部品名と本機1台に使用される数量と、ボルト、ナット類にはサイズや特記事項が
記載されています。
⑥ 具体的な作業内容については、それぞれのイラストを使い作業上のアドバイスも交えながら詳細に作業説
明を行っています。

6

6-154st 40/50  2014

4
3. オイルシール4に摩耗・亀裂等ないか点検する。
 必要に応じて交換する。

13) プロペラシャフトハウジングAss'y の分解
1. プロペラシャフトAss'y1を引抜く。

2. マイナスドライバ3を使用しリバース（C）ギヤ2を取
外す。 1

2

3

5

4. ベアリング5を取外す。

プロペラシャフトハウジングの加熱はヒートガン
やヒートランプで行ってもできる。 5 ベアリング 再使用不可

注 意 

約60～70℃の熱湯にてプロペラシャフトハウジン
グを加熱してベアリング5を取外す。

注 意 

やけどに注意する。
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35 N·m (26 lb·ft) [3.5 kgf·m]

P/L Fig. 12ギヤケース (プロペラシャフト )
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見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

1 ベベルギヤアッシ (A) 1
2-1 シム 36-44-0.1 A t=0.1
2-2 シム 36-44-0.15 A t=0.15
2-3 シム 36-44-0.3 A t=0.3
3 テーパーローラベアリング 32007 1 再使用不可

4 ベベルギヤ C 1
5 ワッシャ 22.1-26-3 1
6 プロペラシャフト 1
7 クラッチ 1
8 ピン クラッチ 1
9 スナップ クラッチピン 1
10 スプリング クラッチ 1
11 スプリングリテーナ クラッチ 1
12 プッシュロッド クラッチ 1
13 ボール スチール 3/8 1
14 プロペラシャフトハウジングアッシ 1
15 ローラベアリング 1 再使用不可

16 ボールベアリング 6007 1 再使用不可

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

17 Oリング 1 再使用不可

18 オイルシール 22-37-8 2 再使用不可

19 ボルト 2 M8 L=30mm
20-1 プロペラアッシ (7") 1 OPT  4 x 290 x 180
20-2 プロペラアッシ (9") 1 OPT  3 x 311 x 229
20-3 プロペラアッシ (11") 1 OPT  3 x 290 x 279
20-4 プロペラアッシ (12") 1 OPT  3 x 283 x 305
20-5 プロペラアッシ (13") 1 40ps STD  3 x 277 x 330
20-6 プロペラアッシ (14") 1 50ps STD  3 x 279 x 356
20-7 プロペラアッシ (15") 1 OPT  3 x 278 x 381
20-8 プロペラ 16 1 OPT  3 x 406 x 279
20-9 プロペラ 17 1 OPT  3 x 432 x 280
21 プロペラハードウェアキット 1
22 スラストホルダ プロペラ 1
23 スプリットピン 3-25 1
24 ストッパ プロペラ 1
25 ワッシャ 17-32-3 1
26 プロペラナット 1

必要に応じて選択
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スライドハンマキット
P/N. 3AC-99080-0

フォワード（A）ギヤベアリング
アウタレースの取外し

ローラベアリングアタッチメント
P/N. 3KZ-99710-2
プロペラシャフトハウジング 

ローラベアリングの取外し、取付け

ø28.6 x ø22 x ø17 x H75.5

ピニオン（B）ギヤの 
高さ合せ

シミングゲージ
P/N. 3KY-72250-0

バックラッシュ測定時の 
ダイヤルゲージ取付用

ダイヤルゲージプレート
P/N. 3B7-72729-0

ピニオン（B）ギヤナットの 
取外し、取付け

ベベルギヤBナットレンチ
P/N. 346-72231-0

17

ピニオン (B) ギヤナットの 
取外し、取付け

べベルギヤBナットソケット
P/N. 346-72232-0

ベベルギヤベアリング 
インストールツール
P/N. 3C8-72719-0

フォワード（A）ギヤ 
ベアリングの取付け

フォワード（A）ギヤ、ピニオン（B）
ギヤバックラッシュ測定

バックラッシュメジャリング 
ツールキット

P/N. 3B7-72234-1

隙間の測定

シクネスゲージ
P/N. 353-72251-0

ドライバロッド
P/N. 3AC-99702-0

プロペラシャフトハウジング
ベアリングの取付け取外し

リバース（C）ギヤ / 
ベアリングの取外し

ユニバーサルプーラプレート
P/N. 3AC-99750-0

プロペラシャフトハウジング
の取外し

プロペラシャフトハウジング 
プーラAss'y

P/N. 3A3-72259-0

べベルギアベアリングプーラAss'y
P/N. 3B7-72755-0

フォワード（A）ギヤベアリング
アウタレースの取外し

ø100 x ø79.5 x ø51.5 x ø61.5

センタープレート
P/N. 3AC-99701-0

プロペラシャフトハウジング 
ベアリングの取付け、取外し

3B7-72731-0

3B7-72732-0

ベアリングアウタプレスキット
P/N. 3B7-72739-1

フォワード（A）ギヤベアリング
アウタレースの取付け

1. 特殊工具

バックラッシュの測定

バックラッシュメジャリング 
ツールクランプ

P/N. 3B7-72720-0
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例：〈圧力〉 

従来単位（キログラム・メートル単位） 

従来単位（米国 ポンド・インチ単位） 

SI単位（kgf/cm2 = 0.0980665 MPa） 

※SI単位を主体に表示し、従来単位として（　　）には米国表示、［　　］には日本国内表示として、併記しています。 

0.90 MPa（128 psi）[9.0 kgf/cm2]

例：〈締付トルク〉 

※ 
※力は従来単位としては、kgf（重量キログラム）を用い、SI単位でのkg（質量キログラム）と区別を図っています。 

18 N・m（13lb・ft）[1.8 kgf・m]

例：〈体積〉 
900 cm3（30.4 fl.oz） 

例：〈長さ〉 
10 mm（0.39 in） 

本サービスマニュアルで使用されている圧力・力（荷重）・トルク・応力の単位はSI 単位を使用しています。
従来のマニュアルではメートル系の単位が使用されていましたが、新たに国際単位の採用によりSI 単位（国際
単位系）主要単位として以下のように表示しています。

〈参考〉
SI 単位とは
現在、世界の計測単位はメートル法でほぼ統一されているが、メートル法の中にも種類の異なる単位系が混
在しています。
メートル法は世界中が1つの単位系でとの期待で作られましたが、その後様々な物理量の単位ができ、同
じメートル法でも系統の違う単位系に分かれてしまいました。
これらをさらに統一するために作られたので、国際単位系と呼ばれています。
メートル法がフランスでできたこともあり、また、国際度量衡局がパリにあることなどからさらに国際単位系
（Système International d'Unités）として頭文字を取りSI単位として国際度量衡総会が決議したものです。
例えば従来のメートル法は質量（kg）と力（kg・kgf）の単位を同一に使用していたが、このSI 単位系で
は質量を（kg）、力は（N）と単位を区別し、1つの量に対して1つの単位に一本化するということを目的
としたものです。
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ピクトグラムの説明

メンテナンスサービス情報 サービスデータ

規定電装値

4stエンジンオイル OBMグリスATFデキシロンⅢギヤオイル

OIL潤滑油
RPM

フュエルシステム
（燃料噴射）

特殊工具

規定測定値

ロワユニット エレクトリックパワーユニット

OKトラブルシュート

締付トルク

アクセサリ 配線図

ブラケット

以下のシンボルマークは、各章の内容を示す見出しになっている。

以下のピクトグラムは、規定値等を表す。

以下のピクトグラムは、潤滑油・シール剤・ロック剤の塗布する箇所を表す。

4st OIL

テフロングリス
TEFLON

耐寒リチウムグリス
LITHIUM

瞬間接着剤
［スリーボンド］
・1741
（7782）

オイルコンパウンド
［信越シリコン］
S.O.C

［コニシボンド］
・G17

ロック剤
［ロックタイト］
・263
（271）

規定部品

試運転調整

エンジン回転速度

使用限度

r/min
OIL

GEARGEAR ATFATF OIL

GREASE

OBMOBM

TEF

GREASE

LIT

GREASE

OIL-COMP.SOCSOCSOC G17G17

BOND

ADH
17411741 263263 LT

シール剤
［ロックタイト］
・518 518518 LT

ロック剤
［スリーボンド］
・1327 TB13271327

ロック剤
［スリーボンド］
・1342 TB13421342

ロック剤
［スリーボンド］
・1373B TB1373B1373B1373B

ロック剤
［スリーボンド］
・1401 TB14011401
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1. 識別〈エンジンシリアルNo.〉
 船外機本体のボトムカウルに製造番号が記されている。

2. 作業の安全確保
1）火災
 ガソリンは引火性の高い危険物である。取扱う場合は火花

や静電気など火気厳禁。

2）換気
 排気やガソリンから発生するガスは人体にとって有毒で

す。屋内で作業する際は十分な換気を必ず行う。

3）身体
 薬品や油脂類による人体への悪影響や研磨等の作業による

飛散物から目を守るために、ゴーグルや手袋、安全靴を着

用する。

4）純正部品
 使用する部品やケミカル用品は、純正品や推奨品を使用す

る。オイル、グリス、シール剤等の皮膚への付着に注意する。

触れた場合は素早く石鹸や温水で洗い流す。

��

�

①モデル名

②モデル形式

③製造番号
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5）工具
 部品の損傷を防ぎ安全で確実な作業を行うために、指定の

特殊工具を使う。取付け手順や締付けトルクは必ず指示に

従って行う。

6）整備上の推奨事項
 本体や各部品に付いている異物や汚れを洗浄する。回転部や

摺動部には推奨するオイルやグリスを注油する。常に円滑な

作動状況や耐水、漏れ防止等の確認を各作業の後に行う。

3R
07

28
15

0

3AC728710
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LIT

GREASE

LIT

270

220

厚さ55以上、材質：木材、単位mm
パワーユニット取付板

7）分解組立て時の注意事項
（1）  船外機を取付台にしっかり固定するように取付ける。

（2）  塗装面やシリンダ、クランクケース等の合せ面を傷つけな

い様に十分注意する。

（3） 分解時にはパッキン、ガスケット、Oリング、オイルシール、

スプリングピン、割ピン等は新品と交換する。また、スナッ

プリングに変形等が認められた時は交換する。

（4）  部品の交換を行う時は必ず純正部品を使用し、ギヤオイル

等についても純正品を使う。

（5）  特殊工具を必要とする箇所の整備には、必ず指定された特

殊工具を使用し適切な作業を行う。

（6）  分解時には関係部品の合わせ符号に注意し、符号のない場

合は簡単な表示をしておくと組立ての際に正しく組立て易

くなる。パーツリストもご参照する。

（7）  個々の部品を取外すごとに洗浄し、その部品の状態を点検

する。

（8）  組立ての際は各部のはめあい、修正限度、気密保持、給油

やグリスアップのための油穴のふさがり、パッキン、配線、

配管等の細かい点にも十分注意する。シリンダヘッドやク

ランクケース等のボルトやナットを多く使用している箇所

では片締めにならぬよう内側から外側へ時計回りに2、3

回に分けて均一に規定トルク値で締付ける。〈取外す時は

逆順〉

（9） ベアリングの向きは組付ける際の特殊工具と当る面を平ら

な（番号のある）側に合せる。

（10） オイルシールを組込む際は軸との当り面（リップ）を傷つ

けないように注意するとともにシールの方向性を間違えな

い様に注意する。またリップ部には推奨グリスを塗布する。

（11） 液体パッキンを塗布する時は厚さや量に十分注意する。量

が多過ぎると余りがはみ出たり、ケース内に入り悪影響を

与える。接着剤を使用する際は、使用方法をよく読んでか

ら行う。

（12） パワーユニットの整備の際は、右下図の木製取付板を作製

すると便利である。
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� 15 N·m (11 lb·ft) [1.5 kgf·m]
� 30 N·m (22 lb·ft) [3.0 kgf·m]

18 N·m (13 lb·ft) [1.8 kgf·m]

2 N·m (1.4 lb·ft) [0.2 kgf·m]

18 N·m (13 lb·ft) [1.8 kgf·m]� 30 N·m (22 lb·ft) [3.0 kgf·m]
� 60 N·m (44 lb·ft) [6.0 kgf·m]

18 N·m (13 lb·ft) [1.8 kgf·m]

7 N·m (5 lb·ft) [0.7 kgf·m]

9 N·m (7 lb·ft) [0.9 kgf·m]

�����
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8 N·m (6 lb·ft) [0.8 kgf·m]
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2）測定工具
下記の測定機器は一般に市販されているものを使用してください。

テスタ （抵抗1Ω・10Ω・10-k Ω、交流電圧30～300V、直流電圧30V）

ノギス （JIS B 7507;M1形ノギス300mm）

マイクロメータ （JIS B 7502;0.01目盛外側マイクロメータ、0～25mm、25～50mm、50～75mm）

シリンダゲージ （JIS B 7515;4～6mm、10～25mm、25～30mm、50～75mm）

リングゲージ （JIS B 7420; Φ 5.5、Φ17、Φ42、Φ70）

ダイヤルゲージ （JIS B 7503;0.01目盛ダイヤルゲージ）

シクネスゲージ （JIS B 7524;0.03～0.3まで測定可能なこと）

Vブロック （JIS B 7540）

定盤 （JIS B 7513;500×500）

ダイヤルゲージマグネットベース又はダイヤルゲージスタンド

3. 工具と計器
1）ムリネ（テストプロペラ）
 P/N.  3KY-64111-0 

外径　236 mm 

幅　　21 mm

モデル 全開回転速度 r/min

MFS40A 4500～ 5500

MFS50A 5000～ 6000
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3）特殊工具一覧

隙間の測定

シクネスゲージ
P/N. 353-72251-0

ピニオンナット（Bギヤナット）の取外し、取付け

ベベルギヤBナットレンチ
P/N. 346-72231-0

ベベルギヤBナットソケット
P/N. 346-72232-0

25

フォワードギヤ（Aギヤ）
ベアリングの取付け

ベベルギヤベアリングインストールツール
P/N. 3AC-72719-0

ベベルギヤベアリングプーラAss'y
P/N. 3A3-72755-0

フォワードギヤ（Aギヤ）
ベアリングアウタレースの取外し

バルブクリアランスの調整

トルクレンチ
P/N. 3AC-99070-0

ピストンスライダ
P/N. 3KY-72871-0

ピストンの取付け

バルブクリアランスの調整

バルブクリアランスドライバ
P/N. 3AC-99071-0

スライドハンマキット
P/N. 3AC-99080-0

フォワードギヤ（Aギヤ）
ベアリングアウタレースの取外し

プレッシャの点検

バキューム／プレッシャゲージ
P/N. 3AC-99020-1

オイルフィルタレンチ
P/N. 3AC-99090-0

オイルフィルタの
取外し、取付け

ピニオン (B) ギヤの
高さ合せ

シミングゲージ
P/N. 3KY-72250-0

ユニバーサルプーラプレート
P/N. 3AC-99750-0

リバースギヤ /ベアリングの
取外し

クランクシャフトホルダ
P/N. 3KY-72815-0

クランクシャフトの保持

コンプレッションゲージ
P/N. 3AC-99030-0

圧縮圧力の測定

スパークの点検

スパークテスタ
P/N. 3F3-72540-0
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バックラッシュの測定

バックラッシュメジャリングツールクランプ
P/N. 3B7-72720-0

フォワード（Aギヤ）
ベアリングアウタレースの取付け

ベアリングアウタプレスキット
P/N. 3B7-72739-1

3B7-72731-0

3B7-72732-0

燃圧の測定

プレッシャゲージAss'y
P/N. 3T5-72880-0

プロペラシャフトハウジング
の取外し

プロペラシャフトハウジング 
プーラAss'y

P/N. 3A3-72259-0

バックラッシュ測定時の 
ダイヤルゲージ取付用

ダイヤルゲージプレート
P/N. 3B7-72729-0

フォワード（A）ギヤ、ピニオン（B）
ギヤバックラッシュ測定

バックラッシュメジャリング 
ツールキット

P/N. 3B7-72234-1

ギヤケースニードルベアリングの
取付け取外し

ドライバロッド
P/N. 3AB-99702-0

ギヤケースニードルベアリングの
取付け取外し

ローラベアリングアタッチメント
P/N. 3KY-99710-0

ギヤケースニードルベアリングの
取付け取外し

ベアリングアタッチメント
P/N. 3KY-99905-0

センタープレート
P/N. 3AC-99701-0

プロペラシャフトハウジング 
ベアリングの取付け、取外し

ø100 x ø79.5 x ø51.5 x ø61.5

ø28.3 x ø22.15 x ø20 x H128

スプリングピンの取付け

スプリングピンツールB
P/N. 345-72228-0 (ø3.0)

スプリングピンの取外し

スプリングピンツールA
P/N. 345-72227-0 (ø3.0)

エンジンの故障診断に使用

ダイアグツールキット
P/N. 3KY-72920-0

ドライバロッド
P/N. 3AC-99702-0

プロペラシャフトハウジング
ベアリング取付け取外し

ローラベアリングアタッチメント
P/N. 3KZ-99710-2

プロペラシャフトハウジング 
ローラベアリングの取外し、取付け

ø28.6 x ø22 x ø17 x H75.5

クラッチピン止輪取付け

クラッチピンスナップツール
P/N. 3KY-72229-0
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フライホイールの取外し、取付け

フライホイールプーラキット
P/N. 3T1-72211-0
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å ∫

ç

R

N
F

4. 納入前点検
1）ステアリングハンドル
 åガタツキやアソビ等の取付け確認→

 ∫ステアリングフリクション調整→

 çスロットルグリップ〈全開 /全閉〉→

   スロットルフリクション調整

2）ギヤシフト
 前進（F）⇔中立（N）⇔後進（R）、各シフトが円滑に作動

するか確認する。

3）エンジンオイル
 エンジンオイルを給油する。

4ストエンジンオイル：
　2.2 L（2.3 US.qt）［オイルフィルタ交換なし］
　2.4 L（2.5 US.qt）［オイルフィルタ交換あり］

4st OI
L

N
RF

上限 

下限 

オイルレベルゲージ 

注 意 

出荷時は輸送中の安全のため、エンジンオイルを抜い

てある。

 点検用のオイルレベルゲージでオイル量を点検する。

4）ギヤオイル
 ギヤオイル量を点検する。

ギヤオイル：
　500 cm3（16.9 fl.oz）OI

L

GEARGEAR

オイルプラグを外したときに、プラグ穴から多
少のオイルがあふれる程度が規定量です。
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6）リギング
 クランプブラケットが船体にしっかり固定されているか確

認する。船底とキャビテーションプレートの位置を点検・

調整し、推進力の低下やオーバーヒートを防止する。

a

5）フュエルライン 
 フュエルタンクにガソリンが十分な量が入っているか、ま

たフュエルラインの接続や洩れの有無を確認する。

注 意 

4ストロークエンジンなので、混合燃料は絶対に使用

しない。エンジン不調の原因となる。

7）PTTユニットの点検
1. PTTスイッチを操作し、船外機がスムーズにチルトアップ

／ダウンするか点検する。

2.  PTTスイッチを操作し、船外機をチルトアップ／ダウンし

たときに、異音がしないか点検する。

3.  チルトアップした船外機をステアリング操作で左右に振っ

たときに、ケーブルやホース類が干渉しないか点検する。

4.  船外機を完全にチルトダウンしたときに、トリムメータの

針が最下位置を指しているか点検する。

8）ガスショックアブソーバの点検
1.  船外機がスムーズにチルトアップ／ダウンするか点検する。

2.  船外機を完全にチルトアップして、チルトロックレバー①

でロックし、ガスアシストの保持機構が正常に機能するか

点検する。

1

最良の取付高さは、テスト走行して取付高さを
決める。

a 10～ 30 mm（0.4 ～ 1.2 in）

キャビテーションプレート位置標準値：
　10～30 mm（0.4 ～ 1.2 in）船底より下になる
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9）スタートスイッチ、ストップスイッチの点検
1.  メインスイッチキー①をSTART位置②に回したときに、

エンジンが始動するか点検する。

2.  メインスイッチキーをOFF位置③に回したときに、エン

ジンが停止するか点検する。
OFF

ON

START
PUSH TO IDLE CHANGE

å

1

N
F

R

3

2

ON

OFF
START2

3

∫

1

 å　マルチティラーハンドルモデル

 ∫　リモコンモデル

å

4

5

3.  ストップスイッチ④を強く押したとき、またはロック⑤を

ストップスイッチ④から引抜いたときに、エンジンが停止

するか点検する。

4

5

∫

4

5

å

 å　マルチティラーハンドルモデル

 ∫　リモコンモデル
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12）プロペラセレクション
 ボートの種類や用途に合せ、最適なプロペラの選定を行う。

注 意 

選択を間違えると性能の低下だけでなくエンジンの寿

命や燃料消費等に悪影響を及ぼす。

全開使用回転域 :
   5000～ 6000 r/minRPM

11）アイドリング
 暖機運転後にタコメータでアイドル回転速度が規定値か確

認する。

アイドル回転速度：
　850± 30 r/minRPM

10）検水口
 検水口①から冷却水が吐出されていることを確認する。

1

タコメータ：
　P/N. 3GF-72647-1

呼 称 翼数 X ピッチ (mm) X 直径 (mm) 品 番 備 考

CS17 3 X 432 X 280 3KYB64536-0

CS16 3 X 406 X 279 3KYB64534-0

CS15 3 X 381 X 278 3T5B64532-0

CS14 3 X 356 X 279 3T5B64529-0 50 : STD

CS13 3 X 330 X 277 3T5B64527-0 40 : STD

CS12 3 X 305 X 283 3T5B64525-0

CS11 3 X 279 X 290 3T5B64523-0

CS  9 3 X 229 X 311 3T5B64518-0

7 4 X 180 X 290 348B64108-1 4翼

プロペラ一覧
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5. 慣らし運転
 ピストン、ピストンリング、ピストンピン、クランクシャ

フト、コンロッド、シリンダ、インレット・エキゾストバ

ルブの摺動面の当たりを出す目的で慣らし運転を行う。

ならし運転方法
トローリング又は

アイドル

スロットル開度１/２以

下、約３,０００r/min

スロットル開度３/４

以下、約４,０００r/min

▽１０分間に１分
程度は、全開可

▽
短時間の全開可

▽
最低速で走航

スロットル開度３/４約

４,０００r/min
通常運転

 時間 0 10分 2時間 3時間 10時間

慣らし運転…10時間

13）トリムタブ
 トリムタブ角度調整

 船外機をボートに取付けたあと、常用または、多用するエ

ンジンスピードや、トリム角度で左右のステアリングハン

ドルの重さが均一になるようにする。そのためにはトリム

タブのボルトをゆるめて、トリムタブ①の角度で調整し、

規定トルクで締付ける。

1

å ∫

1 1

2 2

33

①トリムタブ
②キャビテーションプレート
③ステアリングの支点（スイベルシャフト）

トリムタブの移動量は、1回に少しずつ移動し、
数回テストをくり返して最良の位置を決める。

トリムタブボルト：
　13 N・m（10 lb・ft）1.3 kg

 å  ステアリングハンドルの重さが左側へ軽い、または左側

へ曲がろうとする場合は、トリムタブを図示Aの方向

に回す。

 ∫  ステアリングハンドルの重さが右側へ軽い、または右側

へ曲がろうとする場合は、トリムタブを図示Bの方向

に回す。

具体例
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6. テスト走行
1.  エンジンを始動させて、ギヤシフトがスムーズにできるか

点検する。

2. 暖機運転終了後、アイドル回転速度を点検する。

テスト走行は慣らし運転時に行う。

7. テスト走行後の点検
1. ギヤオイル内に水が混入していないか点検する。

2. カウル内に燃料漏れがないか点検する。

3.  カウル内にオイル、水漏れがないかエンジンオイル内に水

が混入してないか点検する。

4.  テスト運転後、水洗キットを使用し、エンジンをアイドル

運転させて、清水で冷却水経路を洗浄する。

トローリング回転速度：
　850± 30 r/minRPM

4.  最初の2時間は3,000r/min またはスロットル半開で走

行、次の1時間は4,000r/min またはスロットル3/4開

度で走行する。

5.  後進（R）にシフトしたときに船外機が跳ね上がらないか船

内に浸水しないか点検する。

3.  前進（F）にシフトし、トローリングスピードで走行する。 

（10分程度）

アイドル回転速度：
　850± 30 r/minRPM

タコメータ：
　P/N. 3GF-72647-1
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1. アウトライン寸法
1）エンジン外形寸法
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2

項目 タイプ 単位
ET（リモコンタイプ） ET（マルチティラーハンドルタイプ）EG（マルチティラーハンドルタイプ）
mm in mm in mm in

A mm/in 517 20.35 517 20.35 517 20.35

B
S mm/in 740 29.13 740 29.13 740 29.13
L mm/in 873 34.37 873 34.37 873 34.37
UL mm/in 987 38.86 987 38.86 987 38.86

C
S mm/in 405 15.94 405 15.94 405 15.94
L mm/in 538 21.18 538 21.18 538 21.18
UL mm/in 652 25.67 652 25.67 652 25.67

D mm/in 701 27.60 701 27.60 701 27.60
E mm/in 775 30.51 775 30.51 775 30.51
F mm/in ̶ ̶ 755 29.72 755 29.72
G mm/in 627 24.68 627 24.68 627 24.68
H mm/in 385 15.16 385 15.16 385 15.16
I mm/in 31‒70 1.22‒2.76 31‒70 1.22‒2.76 31‒70 1.22‒2.76
J mm/in 518 20.39 518 20.39 518 20.39

K
S mm/in 811 31.93 811 31.93 811 31.93
L mm/in 930 36.61 930 36.61 930 36.61
UL mm/in 1031 40.59 1031 40.59 1031 40.59

L mm/in 404 15.91 404 15.91 404 15.91
M mm/in 369 14.53 369 14.53 369 14.53 
N mm/in 600 23.62 600 23.62 600 23.62
O mm/in 156 6.14 ̶ ̶ ̶ ̶
P deg. ̶ 80 80
Q deg. 12 12 ̶
R deg. 35 35 ̶
S deg. 62 62 56
T mm/in 168 6.61 168 6.61 168 6.61
Trim Angle

deg. *1
-4 ～ +16 -4 ～ +16 -4 ～ +16

(Position) (4) (4) (4)

※1： トランサム12°の時に水平に対する角度。
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2）トランサムボルト
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エレクトロニック
コントロール
ユニット
（ECU）

燃料制御

アイドル
エア制御

点火時期
制御

表示制御

燃料 空気（エア）

フュエルフィルタ③フュエルコネクタ②

ベーパセパレータ⑤

フュエルインジェクタ⑧

インテークマニホールド

フュエルクーラ

ボトムカウル⑨ 大気解放

フュエルレール⑦

フュエルタンク① フュエルポンプ④

オルタネータ
(チャージコイル)

クランクポジションセンサ
(CPS)

MAP（マニホールド圧力）
センサ

エンジンテンプセンサ

スロットルポジション
センサ（TPS）

ストップスイッチ

オイルプレッシャスイッチ

フュエルフィードポンプ
（FFP）⑥

フュエルインジェクタ
⑧

ISC（アイドルスピード
コントロール ）バルブ

イグニッションコイル

ワーニングブザー・
ランプ（LED）

タコメータ

1
2

6
9

5

4

3
7

8

MAT（マニホールド温度）
センサ

フュエルレギュレータ

フュエルフィードポンプ（FFP）⑥

2. 燃料噴射システム
1）ECU燃料供給システム
 各センサ類により、ECUが燃料噴射量（時間）と点火時期を、高い精度で制御する。
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3. エンジン潤滑系統図
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シリンダヘッド

サーモスタット

シリンダ

フュエルクーラ

検水口

アイドルポート

ドライブシャフトハウジング

排気ガス＆排水

冷却水ポンプ

冷却水管

サーモスタット

シリンダ

シリンダ下部
（エンジンベース内給水通路）

冷却水ポンプ

冷却水管

冷却水取入口

排水

ドライブシャフト
ハウジング内部

シリンダ下部
（ドライブシャフト
ハウジング内排水通路）

シリンダ
ヘッド

フュエル
クーラ

検水口

エンジンベース

冷却水取入口

アイドル
ポート

4. 冷却水系統図

MFS4050J_CH02_140711.indd   7 14.7.11   5:01:12 PM



2-8

サービスデータ

4st  40/50  2014

5. 仕様諸元

項目 単位

モデル
MFS40A MFS50A

ET 
( リモートコントロールタイプ )

ET 
( マルチティラーハンドルタイプ )

EG
(マルチティラーハンドルタイプ )

全長 mm (in) リモートコントロールタイプ：783 (30.8)  マルチティラーハンドルタイプ :1,382 (54.4)
全幅 mm (in) 404 (15.9)

全高
S mm (in) 1,257 (49.5)
L mm (in) 1,390 (57.4)
UL mm (in) 1,504 (59.2)

トランサム高さ
S mm (in) 405 (15.9)
L mm (in) 538 (21.2)
UL mm (in) 652 (25.7)

S kg (lb) 95 (209) 100 (220) 97.5 (215)
L kg (lb) 97 (214) 102 (225) 99.5 (219)
UL kg (lb) 100 (221) 105 (231) 102.5 (226)

最大出力 kW (ps) 40A : 29.4 (40) 50A : 36.8 (50)
全開使用回転域 r/min 5,000～ 6,000
最大燃料消費量 L (gal.)/hr 40A : 13.7 (3.62) 50A : 15.7 (4.15)
アイドリング (中立 [N]) r/min 650/750/850/950
トローリング (前進 [F]) r/min 650/750/850/950

エンジンタイプ 4ストローク
シリンダ数 3
総排気量 cm³ (cui) 866 (52.8)
バルブ方式 SOHC
ボア×ストローク mm (in) 70 x 75 (2.76 x 2.95)
圧縮比 9.51

シフト操作方式 リモート
コントロール方式 マニュアル式

始動方式 電動スタート
潤滑方式 ウエットサンプ
冷却方式 水冷 (インぺラ式 )
排気方式 スルーハブエキゾースト
点火方式 バッテリイグニッション
点火時期 BTDC2°～ BTDC27° (ECU電子進角 )
スパークプラグ DCPR6E [NGK]
オルタネータ出力 12V－ 252W
燃料供給方式 エレクトロニックフュエルインジェクション

寸法 (約 )

重量 (約 )

性能

パワーユニット
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燃料種類 無鉛レギュラーガソリン (リサーチ法 91オクタン以上 )
フュエルタンク容量 L 25
フュエルプライマ方式 ECU ( エレクトロニックコントロールユニット )
フュエルポンプ方式 メカニカル (プランジャ )式 +電動式
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

種類 4ストロークエンジン (モータ ) オイル
等級 API SH, SJ, SL

SAE 10W-30, 10W-40
オイル量 L 2.4 ( オイルフィルタ交換時 )

ギ
ヤ
オ
イ
ル

種類 ハイポイドギヤオイル
等級 ※1 API GL-5

※ 1 SAE #80-90
オイル量 cm³ (US qt) 500 (0.53)

燃料&オイル

ギヤシフト F ‒ N ‒ R
減速比 ( ギヤ比 ) 2.08 (13 : 27)
ギヤ形式 スパイラルベベルギヤ
クラッチ形式 ドッグクラッチ
プロペラシャフト駆動形式 スプライン
プロペラ回転 (方向 ) 前進 (F) 時、船尾から見て時計回り (右 )
プロペラ (標準 ) マーク 13P 14P

ロワユニット

トリム段数 段数 4
トリム角度 (トランサム12° ) ※ 2 度 ° － 4°～ +16°
浅瀬走行角 (トランサム12° ) ※ 2 度 ° 任意
最大チルト角 ※3 度 ° 62 56
ステアリング角 ※4 度 ° 35+35
許容トランサムボード厚さ mm (in) 31～ 70 (1.22～ 2.76)

ブラケット

※1 API と SAEの両方の条件を満たすこと。
※2 トランサム12°の時に水平に対する角度。
※3 チルト作動範囲。
※4 ステアリング左右作動範囲。

項目 単位

モデル
MFS40A MFS50A

ET 
( リモートコントロールタイプ )

ET 
( マルチティラーハンドルタイプ )

EG
(マルチティラーハンドルタイプ )
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エンジン過回転防止 約6,200 r/min 以下に制御 (高速 ESG) ワーニングブザー連続音
エンジン油圧低下 ※1 約2,800 r/min 以下に制御 (低速 ESG) ワーニングブザー連続音、Aランプ点灯
エンジン冷却水高温 約2,800 r/min 以下に制御 (低速 ESG) ワーニングブザー連続音、Bランプ点滅
エンジン冷却水異常高温 約850 r/min に制御 ( 強制アイドル )ワーニングブザー連続音、全ランプ点滅
エンジンの
各センサの故障 ※1 約2,800 r/min 以上に制御 (低速 ESG)、全ランプ点滅

警報システムの作動確認 ワーニングブザー、ランプ作動 (約 1秒間 )

警報装置

※1 この警報システムを解除するには、一度エンジンを停止させる。

項目 単位

モデル
MFS40A MFS50A

ET 
( リモートコントロールタイプ )

ET 
( マルチティラーハンドルタイプ )

EG
(マルチティラーハンドルタイプ )
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6. メンテナンス諸元
 

部　品　名 項　　　目 標　準　値

エ

ン

ジ

ン

関

係

シリンダヘッド 燃焼室のカーボン付着

カムジャーナル部の測定 42.000～ 42.025 mm (1.65354～ 1.65453 in)

合せ面の歪及び損傷 歪量 : 0.05 (0.0020 in) 以下

合せ面の腐蝕

冷却水通路のつまり

シリンダ ウォータジャケット内の堆積物

内径の摩耗： シリンダゲージ等を使用し、 70.00 mm（2.7559 in）  

内径を測定。

焼付き、シリンダライナの損傷、摩耗、 

テーパー度 

真円度 

シリンダヘッド合せ面の歪及び損傷 歪量 : 0.05 mm (0.0020 in) 以下

エンジンアノード

ピストン 外径 69.97 mm（2.7547 in）
 測定箇所はピストンスカート下端より

12 mm（0.47 in）上方の外径

（ピストンピンに対して直角方向）

ピストンクリアランス 0.020～ 0.055 mm（0.00079～ 0.00217 in）

 ピストンクラウン及びリング溝のカーボン

付着

摺動面のキズ

ピストンリングとリング溝との トップ 0.04～ 0.08 mm（0.0016～ 0.0031 in）

サイドクリアランス測定 セカンド 0.04～ 0.08 mm（0.0016～ 0.0031 in）

オイル 0.03～ 0.13 mm（0.0012～ 0.0051 in）

ピストンピン穴径の測定 17.005 mm (0.66949 in)

ピンとのクリアランス 0.002～ 0.012 mm（0.00008～ 0.00047 in）

ピストンピン 外径 17.000 mm（0.66929 in）

ピストンリング リングエンド（注） リングエンドギャップの リングゲージ70.000 mm（2.75591 in）
ギャップ 測定：リングゲージが無

トップ い場合は、摩耗の少ない トップ 0.20～ 0.35 mm（0.0079～ 0.0138 in）

セカンド シリンダボアの最上部ま セカンド 0.35～ 0.50 mm（0.0138～ 0.0197 in）

オイル たは最下部にて測定する。 オイル 0.20～ 0.70 mm（0.0079～ 0.0276 in）

コンロッド 小端部内径 17.012 mm (0.66976 in)

大端部オイルクリアランス 0.020～ 0.045 mm (0.00079～ 0.00177 in)

大端部サイドクリアランス 0.10～ 0.20 mm (0.0039～ 0.0079 in)

クランクシャフト クランクシャフトの振れ幅：Vブロックでクランク 両端・中央部共0.05 mm（0.0020 in）未満 
シャフト両端のジャーナル部を支持する

クランクピン外径 37.99 mm（1.4957 in）

メインジャーナル外径 39.99 mm（1.5744 in）

メタルベアリングオイルクリアランス 0.020～ 0.041 mm（0.0008～ 0.0016 in）

クランクシャフトサイドクリアランス 0.05～ 0.15 mm（0.0020～ 0.0059 in）

MFS4050J_CH02_140711.indd   12 14.7.11   5:01:13 PM



2-13

2

4st  40/50  2014

 

使　用　限　度 処　置

清掃除去のこと

42.050 mm (1.65551 in) 規定値以上は交換

0.1 mm（0.004 in） 修正（定盤上に#240～ 400の耐水ペーパーを敷いて面出しをする。最後の仕上げは#600）

程度により修正または交換

清掃除去のこと

清掃除去のこと

70.06 mm（2.7583 in） 限度値以上は交換

ピストンとの摺動面に深い傷等があり400～ 600番

0.08 mm（0.0031 in） ペーパーで修正不可の時または、限度値以上は交換

0.06 mm（0.0024 in）

0.1 mm（0.004 in） 修正（定盤上に#240～ 400の耐水ペーパーを敷いて、面出

しをする。最後の仕上げは#600）

消耗の激しい時は交換

69.90 mm（2.7520 in） 限度値以下は交換

0.150 mm（0.00591 in） 限度値以上は交換

清掃除去のこと

程度により修正（耐水ペーパー#400～ 600）又は交換

トップ　　0.10 mm（0.0039 in） 限度値以上は交換

セカンド　0.10 mm（0.0039 in） オイルリングはトップもしくはセカンドリング交換時に

オイル　　0.15 mm（0.0059 in） 同時交換

17.012 mm (0.66976 in)

0.040 mm（0.00157 in） 限度値以上は交換

16.970 mm（0.66811 in） 限度値以下は交換

トップ　　0.55 mm（0.0217 in） 限度値以上は交換、但しシリンダライナの摩耗が限度値

セカンド　0.70 mm（0.0276 in） 内の場合。オイルリングはトップまたはセカンドリング

オイル　　1.00 mm（0.0394 in） 交換時に同時交換

17.040 mm (0.6709 in) 限度値以上は交換

0.060 mm (0.00236 in) 限度値以上は交換

0.30 mm (0.0118 in) 限度値以上は交換

0.05 mm（0.0020 in） 限度値以上は交換

37.97 mm（1.4949 in） 限度値以下は交換

39.97 mm（1.5736 in） 限度値以下は交換

0.060 mm（0.00236 in） 限度値以上は交換

0.50 mm（0.0197 in） 限度値以上は交換
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部　品　名 項　　　目 標　準　値

エ

ン

ジ

ン

関

係

インテークバルブ バルブクリアランス IN 吸気 0.15 ‒ 0.25 mm (0.006 ‒ 0.010 in)
エキゾストバルブ EX 排気 0.25 ‒ 0.35 mm (0.010 ‒ 0.014 in)

バルブステム外径 IN 吸気 5.48 mm (0.2157 in)

EX 排気 5.46 mm (0.2150 in)

バルブガイド内径 IN 吸気 5.51 mm (0.2169 in)

EX 排気 5.51 mm (0.2169 in)

バルブガイドとステムの IN 吸気 0.008～ 0.040 mm (0.00031～ 0.00157 in)

クリアランス EX 排気 0.025～ 0.057 mm (0.00098～ 0.00224 in)

バルブシートとの当り幅 IN 吸気 1.4 mm (0.06 in)
EX 排気 1.4 mm (0.06 in)

バルブスプリング 自由長 38.7 mm (1.52 in)

カムシャフト カム高さ（IN 吸気、EX 排気） IN : 35.78 mm (1.4087 in)
EX : 35.81 mm (1.4098 in)

ジャーナル部外径 プーリ側 41.92 mm (1.6504 in)

オイルポンプ側及び中間 41.95 mm (1.6516 in)

ホルダ（ジャーナル部）とのクリアランス ＃1: 0.075～ 0.110 mm (0.00295～ 0.00433 in)
＃ 2/3/4: 0.045～ 0.080 mm (0.00177～ 0.00315 in)

ロッカアーム ロッカアーム内径 16.01 mm (0.6303 in)

及びシャフト シャフト外径 15.99 mm (0.6295 in)

シャフトクリアランス 0.006～ 0.035 mm (0.00024～ 0.00138 in)

タイミングベルト 外観

エンジンブロック 圧縮圧力（参考値）/600～ 700 r/min 時 1.4 MPa (203 PSI)［14.3 kgf/cm2］± 10％

燃

料

・

潤

滑

関

係

フュエルレギュレタ 燃料圧力 大気圧＋0.29 MPa（43 psi)［3.0 kg/cm2］±10 ％

ベーパセパレータ シールリング摩耗及び損傷

フロート高さ フロート高さ　44～50 mm (1.732～ 1.969 in)

フロートバルブ フロートドロップ（参考値）　30.0 mm (1.181 in)

オイルポンプ ポンプボディ内径 －

アウタロータとボディ間のクリアランス －

アウタロータの高さ －

ロータとボディのサイドクリアランス －

アウタとインナのロータクリアランス －
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項　　　目 標　準　値

規定内に調整

5.46 mm (0.2150 in) 限度値以下は交換

5.44 mm (0.2142 in)

5.55 mm (0.2185 in) 限度値以上は交換

5.57 mm (0.2193 in)

0.070 mm (0.00276 in) 限度値以上は交換

0.100 mm (0.00394 in)

2.0 mm (0.08 in) 限度値以上は交換
2.0 mm (0.08 in)

37.1 mm (1.46 in) 限度値以下は交換

IN：35.40 mm (1.3937 in) 限度値以下は交換
EX：35.45 mm (1.3957 in)

プーリ側：41.89 mm (1.6492 in) 限度値以下は交換

オイルポンプ側：41.92 mm (1.6504 in)

#1: 0.0150 mm (0.0059 in) 限度値以上は交換
＃2/3/4: 0.120 mm (0.0047 in)

16.05 mm (0.6319 in) 限度値以上は交換

15.94 mm (0.6276 in) 限度値以下は交換

0.090 mm (0.00354 in) 限度値以上は交換

摩耗、損傷、伸びがある場合 程度により交換

回転・摺動部品及びシーリング部品の圧縮漏れに留意

規定外は交換

摩耗、破損した場合、ガソリンにより劣化した場合 程度により交換

規定外は交換

摩耗、劣化、破損した場合 程度により交換

40.8 mm（1.606 in） 限度値以上は交換

0.25 mm（0.0098 in） 限度値以上は交換

14.96 mm（0.5890 in） 限度値以下は交換

0.11 mm（0.0043 in）（オイルポンプカバーの摩耗も含む） 限度値以上は交換

0.16 mm（0.0063 in） 限度値以上は交換
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部　品　名 項　　　目 標　準　値

エ

ン

ジ

ン

関

係

マグネト 点火時期 （850 r/min 時） BTDC 2°±5°

火花性能 (500 r/min 時 ) 10 mm (0.4 in) 以上

（純正スパークテスタで測定）

オルタネータ出力 （4,000 r/min 時） 12 V 252 W

オルタネータ抵抗値 各黄－黄間（20℃時） 0.28～ 0.42Ω

クランクポジションセンサ
（CPS）

端子間抵抗値 赤／白－黒間 （20℃時） 148～ 222Ω

エンコーダリング ( フライホイル )との隙間 0.7 ～ 0.9 mm (0.028～ 0.035 in)

イグニッションコイル 1次コイル抵抗値 黒／白ー黒間 （20℃時） 3.82～ 5.18Ω

2次コイル抵抗値 （高圧コード～黒間） （20℃時） 15.6 ～ 23.4 k Ω
［KΩレンジ］ プラグキャップ～黒間 19.4 ～ 29.6 k Ω

プラグキャップ 端子間抵抗値［kΩレンジ］ 3.0 ～ 7.0 k Ω

スパークプラグ プラグタイプ DCPR6E［NGK］
スパークギャプ 0.8 ～ 0.9 mm (0.032～ 0.035 in)

フュエルインジェクタ 端子間抵抗値 11.40～ 12.66Ω

スロットルポジションセンサ 端子間抵抗値［kΩレンジ］ 青－黒間 5 k Ω以下

ISCバルブ 端子間抵抗値 27 ‒ 33Ω 8-24 参照

MAT（マニホールド温度） 端子間抵抗値［kΩレンジ］ （25℃時） 1.8 ～ 2.2 k Ω
センサ

エンジンテンプセンサ 端子間抵抗値［kΩレンジ］ （5℃時） 4.24～ 4.86 K Ω
（25℃時） 1.90～ 2.10 k Ω
（100℃時） 0.166～ 0.204 k Ω

レクチファイヤ 端子間抵抗値 8-34章参照

スタータモータ バッテリ 12 V-100 AH～ 12 V-120 AH

出力 12 V　1.4 kW

クラッチ オーバーランニングクラッチ

ブラシ長さ 16.0 mm（0.63 in）

コンミュテータアンダカット 0.5 ～ 0.8 mm（0.020～ 0.032 in）

コンミュテータ外径 29.0 mm（1.142 in）

ヒューズ 容量 20 A　2個、30 A　1個
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使　用　限　度 処　置

10 mm（0.4 in） 規定値以下は交換

規定外は交換

規定外は交換

規定内に調整

規定外は交換

規定外は交換

カーボン付着、汚損は清掃、除去、側方電極にて調整
1.2 mm（0.047 in） 但し、電極摩擦の著しいものは交換

規定外は交換

規定外はスロットルボディAss'y を交換

規定外は交換

規定外は交換

規定外は交換

規定外は交換

12.0 mm（0.472 in） 限度値以下は交換

0.2 mm（0.008 in） 限度値以下は交換

28.0 mm（1.102 in） 限度値以下は交換

断線（ヒューズ切れ）
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部　品　名 項　　　目 標　準　値

冷

却

関

係

サーモスタット バルブ作動開始温度（水中） 60℃±1.5℃（140± 3°F）

バルブ全開温度（水中） 75℃（167°F）

バルブ全開リフト量（水中） 3.0 mm（0.12 in）以上

ポンプインペラ 摩耗、亀裂 

ポンプケース（ライナ） 摩耗

ガイドプレート 摩耗

ロ
ワ
ユ
ニ
ッ
ト

アノード ギヤケースアノード、摩耗

クラッチスプリング 自由長 66～70 mm mm（2.60～ 2.76 in）

プロペラシャフト ベアリングの摩耗、損傷

オイルシール部摩耗

プロペラシャフトの振れ幅

ベベルギヤ ピニオンギヤ（Bギヤ）の高さ 0.60～ 0.64 mm（0.0236～ 0.0252 in）

フォワード・ピニオン（A・Bギヤ）間のバックラッシュ 0.31～ 0.62 mm（0.0122～ 0.0244 in）

「6章参照」

リバースギヤ（Cギヤ）ワッシャ厚さ 3.0 mm（0.118 in）

プロペラ 摩耗、曲がり、亀裂、欠け

ドライブシャフト スプライン（アッパ）マタギ歯厚3枚 7.9 mm（0.311 in）

ベアリングの損傷

オイルシール部の摩耗、損傷

ドライブシャフト振れ幅

パ
ワ
ー
チ
ル
ト

オイルポンプ ポンプ仕様 ギヤポンプ

オイル容量 325 cm3（11.0 fl.oz. ）

推薦オイル ATF（デキシロンⅢ）

PTTモータ 電圧 DC 12V

定格時間 60秒以下

出力 250 W

回転方向 正転、逆転

サーキットブレーカ
タイプ バイメタル式

ON/リセット時間 40秒以上 (36 A)/30秒以内｛25℃（77°F）｝

ブラシの長さ 9.75 mm（0.384 in）

コンミュテータ
外径 22.0 mm（0.866 in）

アンダーカット深さ 1.8 mm（0.071 in）

チルトシリンダ ピストン径 32.0 mm（1.260 in）

チルトロッド径 16.0 mm（0.630 in）

ストローク 101.0 mm（3.976 in）

PTTスイッチ パドルロッカ式スイッチ（3A）
トグル式スイッチ（20A）

そ
の
他

オイルシール各種 摩耗、損傷
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使　用　限　度 処　置

常温で少しでも開弁しているとき 規定外は交換

サーモスタットは時間的な遅れがあるので75℃（167°F）

前後に約5分間保って開弁リフト量を測定

3.0 mm（0.12 in） 限度値以下は交換

外径先端、上下面のリップ部が摩耗、亀裂及び損傷のとき ポンプケースライナ及びガイドプレートとセットで交換 

摩耗の激しい時は交換

摩耗の激しい時は交換

摩耗の激しい時は交換

程度により交換

0.4 mm（0.015 in） 限度値以上は交換

0.05 mm（0.0020 in） 限度値以上は交換

0.60～ 0.64 mm（0.0236～ 0.0252 in） 調整又は交換

調整又は交換

2.85 mm (0.112 in) 限度値以下は交換

損傷による 規定外は交換

7.5 mm（0.295 in） 限度値以下は交換

程度により交換

0.4 mm（0.015 in） 程度により交換

0.5 mm（0.020 in） 限度値以上は交換

5.0 mm（0.236 in） 限度値以下は交換

20.4 mm（0.803 in） 限度値以下は交換

1.0 mm（0.039 in） 限度値以下はを交換

リップ部が劣化、変質、損傷している場合及び締代が 規定外は交換 
0.5 mm（0.020 in）以下に摩耗した場合
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7. 締付トルク諸元

締 付 箇 所 レンチA ネジB×ピッチ ネジ種類
締付トルク N-m

N・m lb・ft kg・m
エンジン

シリンダヘッド取付
(シリンダブロック～シリンダヘッド )

14 M10× 1.25 ボルト

1回目
30 22 3

2回目
60 44 6

12 M8× 1.25 ボルト

1回目
15 11 1.5

2回目
30 22 3

スパ－クプラグ 16 M12× 1.25 特殊 18 13 1.8

タペットアジャストナット 10 M6×0.75 ナット 7 5 0.7

ロッカシャフト 12 M8×1.25 ボルト 18 13 1.8

スラストボルト 10 M6×1.0 ボルト 9 7 0.9

アノードプラグ 10 M16× 1.5 特殊 18 13 1.8

アノード取付 ̶ M5×0.8 スクリュ 2 1.4 0.2

オイルフィルタボルト ̶ M20× 1.5 特殊 30 22 3

オイルポンプ取付 10 M6×1.0 ボルト 8 6 0.8

オイルフィルタ ̶ M20× 1.5 特殊 止まりから3/4回転 (270° )
18 13 1.8

クランクケース取付
(シリンダブロック～クランクケ－ス )

12 M8× 1.25 ボルト

1回目
12 9 1.2

2回目
24 18 2.4

10 M6× 1.0 ボルト

1回目
6 4.5 0.6

2回目
11.5 8.5 1.15

コンロッド 10 M8×0.75 ボルト

1回目
15 11 1.5

2回目
30 22 3

フライホイール 30 M20× 1.25 ナット 150 110 15

タイミングプーリ 50 M39× 1.5 ナット 120 88 12

カムシャフトプーリ 17 M10× 1.25 ボルト 27 20 2.7

オイルプレッシャスイッチ ̶ PT1/8 特殊 8 6 0.8

パワーユニット取付 13 M8×1.25 ボルト

1回目
15 11 1.5

2回目
30 22 3

クランプブラケット 24 7/8-14UNF-2A ナイロン
ナット 24 18 2.4

PTT マニュアルバルブ ̶ M12 特殊 1.8 1.4 0.18
ドライブシャフト 
ハウジング エンジンベース

ラバー マウントアッパ取付
(真中のみ )

13 M8× 1.25 ボルト

1回目
15 11 1.5

2回目
30 22 3

エンジンベース
主胴取付 (排気通路横 ) 13 M8× 1.25 ボルト

1回目
15 11 1.5

2回目
30 22 3

エンジンベース
主胴取付 (後方2箇所 ) 13 M8× 1.25 ボルト

1回目
15 11 1.5

2回目
30 22 3

オイルパンドレンボルト 16 M14× 1.5 ボルト 24 18 2.4

ラバーマウント取付（アッパ） 14 M10× 1.25 ボルト、ナット 27 20 2.7

ラバーマウント取付（ロワ） 17 M12× 1.25 ボルト、
ナイロンナット 40 29 4
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AB

締 付 箇 所 レンチA ネジB×ピッチ ネジ種類
締付トルク N-m

N・m lb・ft kg・m
標準トルク M4 ̶ M4×0.7 ボルト，ナット 1.5 1.1 0.15

M5 ̶ M5×0.8 ボルト，ナット 3 2.2 0.3

M6 ̶ M6×1.0 ボルト，ナット 6 5 0.6

M8 ̶ M8×1.25 ボルト，ナット 13 10 1.3

M10 ̶ M10× 1.25 ボルト，ナット 27 20 2.7

M4 ̶ M4× 0.7 スクリュ 1.5 1.1 0.15

M5 ̶ M5×0.8 スクリュ 2.5 1.8 0.25

M6 ̶ M6×1.0 スクリュ 3.5 2.5 0.35

M8 ̶ M8×1.25 スクリュ 4.5 3.3 0.5

締 付 箇 所 レンチA ネジB×ピッチ ネジ種類
締付トルク N-m

N・m lb・ft kg・m
ギヤケース ベベルギヤB 17 M12× 1.0 ナット 50 37 5

プロペラ 21 M16× 1.5 ナット 35 26 3.5
トップカウル チルトハンドル取付 10 M6×1.0 ナイロンナット 2 1.4 0.2
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8. シール剤等適用箇所

使用個所

高
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

低
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

中
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

高
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

も
れ
・
さ
び
防
止
用
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

シ
ー
ル
剤

瞬
間
接
着
剤

接
着
剤

耐
寒
リ
チ
ウ
ム
グ
リ
ス
L
I
T

耐
水
グ
リ
ス
O
B
M

テ
フ
ロ
ン
グ
リ
ス
T
E
F

シ
リ
コ
ン
グ
リ
ス
S
O
C

モ
リ
ブ
デ
ン
グ
リ
ス

4
ス
ト
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

ト
ー
ハ
ツ
純
正
ギ
ヤ
オ
イ
ル

P
T
T
フ
ル
ー
ド

備  考

ロック
タイト スリーボンド ロック

タイト
スリー
ボンド

スリー
ボンド コニシ 中央油化 信越

シリコン 住鉱

263
（271） 1342 1327 1373

B 1401 518 1207
B

1741
（7782） G17

セン
タックス
L2

FM-
531

LM-
902

KS-
64

モリ
ペースト
500

ATF

エ
ン
ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク

カムシャフト
● カム部

● 軸受部

オイルシ－ル（カムシャフト）
● リップ部

● 外周、圧入時

スラストボルト ● ネジ下円筒部

カムシャフトプ－リボルト ● ネジ部

ロッカア－ム ● 軸受部、スリッパ部

ロッカア－ムシャフト ●  外周

ロッカアームスプリング ● 全体

ワッシャ（ロッカア－ム） ● 全体

バルブ（INT,EX） ● 軸部、軸端部

バルブスプリング ● 全体

バルブスプリングシ－ト ● 全体

リテ－ナ・コッタ ● 全体

バルブステムシ－ル（INT,EX） ● リップ部＆内側

タペットアジャスティングスクリュ ● 全体

オイルポンプ ● 吸入口より約2cc

フュエルポンプ ● プランジャ先端

Oリング（フュエルポンプ） ● 外周

Oリング（アノ－ドプラグ） ● Ｏリング部

ヘッドボルト ● ネジ部、座面

Oリング（フィラキャップ） ● 外周

ブリ－ザ－チャンバ室 ● リブ上部

スクリュ（ブリ－ザチャンバカバー ) ● ネジ部

シリンダライナ ● 内壁

ピストン ● リング溝，外周

ピストンリング ● 全体

ピストンピン ● 外周

コンロッド ● 小端内径

コンロッドメタル ● 軸受面のみ、外面は脱脂

クランクシャフト ● 摺動面、スラスト受け面

クランクメタル ● 軸受面のみ、外面は脱脂

オイルシ－ル（クランクシャフト上下 ) ● リップ部

シリンダブロック・クランクケース合わせ面 ●

ボルト（オイルフィルタ） ● ネジ部

オイルフィルタ ● シ－ル面

プラグキャップ
● スパ－クプラグ挿入部

● ハイテンションコ－ド部
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使用個所

高
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

低
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

中
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

高
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

も
れ
・
さ
び
防
止
用
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

シ
ー
ル
剤

瞬
間
接
着
剤

接
着
剤

耐
寒
リ
チ
ウ
ム
グ
リ
ス
L
I
T

耐
水
グ
リ
ス
O
B
M

テ
フ
ロ
ン
グ
リ
ス
T
E
F

シ
リ
コ
ン
グ
リ
ス
S
O
C

モ
リ
ブ
デ
ン
グ
リ
ス

4
ス
ト
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

ト
ー
ハ
ツ
純
正
ギ
ヤ
オ
イ
ル

P
T
T
フ
ル
ー
ド

備  考

ロック
タイト スリーボンド ロック

タイト
スリー
ボンド

スリー
ボンド コニシ 中央油化 信越

シリコン 住鉱

263
（271） 1342 1327 1373

B 1401 518 1207
B

1741
（7782） G17

セン
タックス
L2

FM-
531

LM-
902

KS-
64

モリ
ペースト
500

ATF

エ
ン
ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク

オイルプレッシャスイッチ
● ネジ部

● 端子部

スタ－タモ－タ
● 端子部

● ピニオン部に薄く塗布

スタ－タソレノイド ● 端子部

ド
ラ
イ
ブ
シ
ャ
フ
ト
ハ
ウ
ジ
ン
グ

オイルシ－ル（エンジンベ－ス）
● リップ部&ドライブシャフト組付け後 オイルシール上に3g

● 外周，圧入時

シ－ルラバー（エンジンベ－ス） ●

ボルト（ドレンカバー） ● ネジ部

ボルト（アイドルエキゾ－ストカバー） ● ネジ部

スクリュ（オイルパン内ガイドプレート） ● ネジ部

ウォ－タパイプシ－ル（アッパ） ● 外周

ウォータパイプオグジリアリ（補助）マウント ● 内周

ボルト（エンジン） ● ネジ部

スタッド（ＵＬ用） ● 植込み側ネジ部

ロ
ワ
ユ
ニ
ッ
ト

ドライブシャフト (クランク側スプライン部 ) ● クランクシャフト側スプライン部

ナット（ベベルギヤB） ● ネジ部

ボルト（ギヤケース） ● ネジ部

ボルト（ポンプケース） ● ネジ部

ポンプケ－スアッパ（ライナ－） ● インペラ摺動面

Oリング（ボンプケ－スロワ） ●

オイルシ－ル（ポンプケ－スロワ）
● リップ部

● 外周，圧入時

ウォ－タパイプシ－ル（ロワ） ● 内面

Oリング（カムロッドブッシング） ●

ボルト（カムロッドブッシング） ● ネジ部

テ－パ－ロ－ラベアリング（アウタ） ● 外周，圧入時

ニ－ドルベアリング ● 外周，圧入時

ニ－ドルベアリング ● 外周，圧入時

プロペラシャフト（プロペラ側スプライン部） ● スプライン部

クラッチ ● スプライン部

プッシュロッド ● 全体

ボ－ル ● 全体

リテ－ナ ● 全体

スプリング ● 全体

Oリング ●

オイルシ－ル
● リップ部

● 外周，圧入時
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使用個所

高
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

低
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

中
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

高
強
度
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

も
れ
・
さ
び
防
止
用
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
剤

シ
ー
ル
剤

瞬
間
接
着
剤

接
着
剤

耐
寒
リ
チ
ウ
ム
グ
リ
ス
L
I
T

耐
水
グ
リ
ス
O
B
M

テ
フ
ロ
ン
グ
リ
ス
T
E
F

シ
リ
コ
ン
グ
リ
ス
S
O
C

モ
リ
ブ
デ
ン
グ
リ
ス

4
ス
ト
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

ト
ー
ハ
ツ
純
正
ギ
ヤ
オ
イ
ル

P
T
T
フ
ル
ー
ド

備  考

ロック
タイト スリーボンド ロック

タイト
スリー
ボンド

スリー
ボンド コニシ 中央油化 信越

シリコン 住鉱

263
（271） 1342 1327 1373

B 1401 518 1207
B

1741
（7782） G17

セン
タックス
L2

FM-
531

LM-
902

KS-
64

モリ
ペースト
500

ATF

ロ
ワ
ユ
ニ
ッ
ト

ボ－ルベアリング ● 外周，圧入時

ニ－ドルベアリング ● 外周，圧入時

ボルト（プロペラシャフトハウジング） ● ネジ部

ス
イ
ベ
ル
＆
ス
タ
ー
ン
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

スイベルブラケット（ステアリングシャフト部） ● 内部グリス充填

スイベルブラケット（ブラケットボルト部） ● グリス充填

チルトストッパブッシュ ● 摺動部

チルトストッパグリップ ●

チルトストッパ（シャフト部） ● 摺動部

マウントブラケット ● スプライン部

Oリング（ステアリングシャフト） ● 組付時

コパイロットボルト ● 植込み側ネジ部

ナット 7/8（ブラケットボルト） ● 固定側のナット

アッパマウントボルト、ナット ● ネジ部、脱脂後
P
T
T
ユ
ニ
ッ
ト

シリンダピンブッシュ（アッパ、ロワ） ● 摺動部

PTT作動油 （●）

Oリング （●）

ボ
ト
ム
カ
ウ
ル

ブッシュ（フックレバー） ● 内外面

シールリング（フックレバー） ● リップ部

ボルト (フックレバー ) ● ネジ部

スロットルア－ム ● 摺動部

スロットルカム ● 摺動部

リンクロッドアッシ ● ジョイント部

シフトア－ム ● 摺動部

リンクロッドアッシ ● 摺動部

シフトレバ－シャフト ● 摺動部，シフトロッド挿入部
エ
プ
ロ
ン
シ－ルラバー（エプロン）

● エプロンとシ－ルラバーの接着部

● ボトムカウル溝挿入部（シールラバー外側）に薄く塗布

各種ニップル・シ－リングプラグ ● 圧入部

各種プレコ－トボルトの再使用時 ● ネジ部
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1.特殊工具

圧縮圧力の測定

コンプレッションゲージ
P/N. 3AC-99030-0

バルブクリアランスの調整

バルブクリアランスドライバ
P/N. 3AC-99071-0

トルクレンチ
P/N. 3AC-99070-0

バルブクリアランスの調整

フライホイールの取外し、取付け

フライホイールプーラキット
P/N. 3T1-72211-0

940191-0800�
3B7-72785-0

3B7-72784-03B7-72783-0� 3C7-72783-0�

オイルフィルタの
取外し、取付け

オイルフィルタレンチ
P/N. 3AC-99090-0
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2. 点検スケジュール

点　検　部　品

点　検　期　間

点　検　事　項 備　　　考初回２０
時間又は
1ヵ月

５０時間
又は 
３ヵ月毎

１００時間
又は 
６ヵ月毎

200時間
又は
1年間毎

燃
料
系
統

フュエルフィルタ ○ ○ 汚れ、浸水の点検・清掃

パイピング ○ ○ 損傷、漏れの点検

フュエルタンク ○ ○ 汚れ、浸水の点検・清掃

系
統

点
火 スパークプラグ ○ ○

ギャップの点検・調整、
汚損の点検・清掃

0.8 ～ 0.9 mm
（0.032～ 0.035 in）

始
動
系
統

スタータモータ ○ 端子部塩付点検・清掃

バッテリ ○ ○
取付状態、液位、比重の
点検・液補充・交換

エ
ン
ジ
ン

エンジンオイル 交換 交換 交換
オイルフィルタ
交換時 :2.4L (2.5 US qt.)
交換なし :2.2L (2.3 US qt.)

オイルフィルタ 交換 交換
200時間又は2年毎に
交換

カートリッジ交換

圧縮圧力 ○
点検，200時間又は
1年毎に実施

燃焼室 ○
清掃、200時間又は
2年毎に実施

バルブすり合わせ含

バルブクリアランス ○ ○ クリアランスの点検・調整

IN:0.15～ 0.25 mm
(0.0059～ 0.0098 in)
OUT:0.25～ 0.35 mm
(0.0098～ 0.0138 in)

タイミングベルト ○ 伸び・摩耗の点検

サーモスタット ○
異物噛み込み、作動不良の
点検・清掃

ロ
ワ
系
統

プロペラ ○ ○
翼の曲がり・損傷・摩耗の
点検

ギヤオイル 交換 ○ 交換
油量、浸水の点検・補充・
交換

ハイポイドギヤオイル
（GL5, SAE#80-90） 500 ml

ウォータポンプ ○ 交換
摩耗・亀裂の点検
1年毎に交換

PTTユニット ○ ○ 作動油量の点検・補充

ワーニングシステム ○ 機能確認

ボルト、ナット ○ ○ 緩みの点検

摺動部、回転部
グリスニップル

○ ○
グリス塗布
注入

アノード ○ 腐食 程度により交換

系
統

操
作

シフトケーブル /
スロットルケーブル

○ 作動、外被の損傷の点検
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2）フュエルシステム
  パイピングの点検
 各部の燃料漏れや汚れ、劣化、破損の有無を確認し、状態

に応じて洗浄や部品交換を行う。

3. 点検項目

1）トップカウルの点検
  トップカウルを両手で押して、ガタツキや締まり具合を点

検する。
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3）フュエルタンクの点検
 フュエルタンク1のフュエルピックアップエルボ2を左

に廻して取外し、フィルタ3を清掃する。フュエルタン
ク①内にゴミや水などが溜っていた場合は取除く。

1

2

3

2

4

3

1

4）フュエルフィルタの点検

4 Oリング　 再使用不可

2 フュエルピックアップエルボ
3 フィルタ

注 意 

・ フィルタ内の赤いフロート1が浮いている場合は
水が入っているのでカップを外し排水する。
・ フュエルフィルタカップを取外すときに燃料をこ
ぼさない。

 フュエルフィルタ2の汚れ、燃料かす堆積、およびフュ
エルフィルタカップ3への異物混入、亀裂の有無を点検
する。フュエルフィルタカップをガソリンで洗浄し、必要
に応じてフュエルフィルタ2を交換する。
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5）エンジンオイルの交換
1. オイルレベル

オイルレベルゲージ 

2. オイルスペック

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル 

-20 -10 0 10 20 

外気温（℃） 

30 40 

10W － 40

10W － 30

3. エンジンオイルの交換手順

 エンジンオイルの汚れや水の混入は、エンジンの回転・摺
動部品の寿命をいちじるしく縮めます。

 エンジンオイルの交換：
 1.  エンジンを停止し、船外機をチルトアップし、チル

トストッパ1をかけ、ロックする。
 2.  ドレンボルト2側が下側になるように傾斜状態にす

る。
 3.   トップカウルを取外し、オイルフィラーキャップ3

を取外す。
 4.  排油受皿をドレンボルト2の下におく。
 5.  ドレンボルト2を外し、オイルを抜く。
 6.  ドレンボルト2を締付ける。
   注）ドレンボルト2のシール部にオイルを塗布する。
 7.  チルトロックを解除し、船外機を直立状態にする。
 8.   注入口4より新しいエンジンオイルをオイルレベル

ゲージ5の上限まで注入する。
 9.   オイルフィラーキャップ3とオイルレベルゲージ5

を組付け、5分間暖機運転する。
 10.   エンジンを停止し、5分後にオイル量とオイル漏れを

確認する。

1

2

4

3

5

推奨エンジンオイル：
　４ストロークエンジンオイル
　API: SH、SJ、SL
　SAE: 10W-30、10W-40
エンジンオイル量：
　（オイルフィルタ含む）　　：2.4L (2.5 US qt.)
　（オイルフィルタ含まない）：2.2L (2.3 US qt.)

4st OIL

使用地域の外気温に適した粘度のオイルを使用す
る。

オイル全量交換時容量

オイルフィルタ
交換時

オイルフィルタ
非交換時

上限 2.4L (2.5 US qt.) 2.2L (2.3 US qt.)
下限 1.9L (2.0 US qt.) 1.7L (1.8 US qt.)
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6）オイル交換時期お知らせ機能リセット方法
 オイル交換時期お知らせ機能は、運転時間が100時間を

超えた場合に、オイルランプの点滅によって交換時期を知
らせる機能です。

ONOFF

ピィー！！ 

1秒 

秒 

秒 秒 

5~10秒 

0.5秒 0.5秒 

5秒 

ピ！！ 
ピ！！ 
ピ！！ 

ONOFF

注 意 

初回は使用後20時間、その後は100時間、また
は6か月毎にオイル交換を行ってください。
必ずオイル交換を行ってからリセットして下さい。

1.  キースイッチを「オン」にして１秒以内にスイッチロック
を引き抜く。

2.  スイッチロックを引き抜いた時点から５～１０秒後にス
トップスイッチの赤いノブを約０．５秒引いてすぐ戻す。

3.  戻した時点から５～１０秒後に再びストップスイッチの赤
いノブを約０．５秒引いてすぐ戻す。

4.  戻した時点から５秒後にブザー短音が３回なればリセット
完了。

5.  キーをOFFにする。

リセット完了後運転時間が100時間経過すると、
オイル交換お知らせ機能が再度作動します。
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7）オイルフィルタの交換
1. エンジンオイルを抜く。

2.  オイルフィルタの下にウエスを敷き、オイルフィルタレン
チ1を使用してオイルフィルタを取外す。

3.  取付ける前に、フィルタのOリングにエンジンオイルを薄
く塗布する。

4.  オイルフィルタを組付け、オイルフィルタレンチ1を使
用して規定トルクで締付ける。

5. エンジンオイルを給油口②から給油する。

オイルフィルタ：
　18Ｎ・ｍ（13 lb-ft）[1.8kgf・m]

オイルフィルタレンチ①：
　P/N. 3AC-99090-0

6.  オイルフィラーキャップ3とオイルレベルゲージ4を組
付け、5分間暖機運転する。

11

1

4st OIL
4st OIL

・ オイルフィルタの交換は、エンジンを停止して
5分以上経過してから行う。
・こぼれたオイルは、きれいに拭取る。

2

3

4

7. エンジンを停止し、5分後にオイル量とオイル漏れを確認す
る。

5

6

7

5オイルレベルゲージ　6上限（MAX）　7下限（MIN）

推奨エンジンオイル：
　４ストロークエンジンオイル
　API: SH、SJ、SL
　SAE: 10W-30、10W-40
エンジンオイル量：
　（オイルフィルタ含む）　　：2.4L (2.5 US qt.)
　（オイルフィルタ含まない）：2.2L (2.3 US qt.)

4st OIL
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 9） ウォータポンプの点検

3.  不足している場合は、推奨ギヤオイルを規定量まで補充す
る。

4. 上側のオイルプラグ1を組付ける。

8）ギヤオイル量の点検
1. 船外機をチルトダウンし、船外機を垂直にする。

2.  上側のオイルプラグ1を外し、ギヤケース内のギヤオイ
ル量を点検する。

推奨ギヤオイル：
　ハイポイドギヤオイル
　API：GL-5　SAE：＃80～ 90

OIL

オイルプラグを外したときに、プラグ穴から多少
のオイルがあふれる程度が規定量です。 1

2

不足量が多い場合は、下側のオイルプラグ穴から
補充する。

2ワッシャ 再使用不可

1.  シフトを前進 (F) に入れてシフトロッドを上げておく。

2.  ナット③を緩めてシフトロッドジョイント②を矢印の方向
に回して、シフトロッド①とカムロッド④の接続を外す。

ウォータポンプの点検はパワーユニットを本機か
ら取外す必要はない。

1
2
3

4
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3.  ロワユニット取付ボルトを外し、ロワユニットAss'y を下
方に引抜き、取外す。

a

1

3

2

a空起部

4

b

4. ポンプケース（アッパ）1を取外す。

5. インペラ2を取外し、点検する。

6.  ポンプケース（アッパ）の変形の有無を点検する。必要に
応じて交換する。

7.  インペラ2とポンプケースライナ3の亀裂または摩耗の
有無を点検する。必要に応じて交換する。

8.  キー4とドライブシャフトの溝bの摩耗の有無を点検す
る。必要に応じて交換する。

9. 元通りに組付ける。詳しくは「6章」を参照する。

トリムタブの裏側に1本ボルトがある。
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4.  チルトダウンして船外機を垂直にし、ギヤオイル（チュー
ブまたはポンプ）を下側のプラグ穴1から給油し、上側
のプラグ穴aからあふれて気泡がなくなるまで給油する。

10）ギヤオイルの交換
1. 船外機を適度にチルトアップする。

2.  廃油受皿を下側のオイルプラグ1の下に置き、下側のオ
イルプラグ1を外してから上側のオイルプラグ2を外し、
オイルを排出する。

5.  新品のガスケットと上側のオイルプラグ2を組付け、次に新
品のガスケットと下側のオイルプラグ1を素早く組付ける。

推奨ギヤオイル：
　ハイポイドギヤオイル
　API：GL-5　SAE：＃80～ 90
ギヤオイル量：
　500 cm3 (16.9 fl.oz.)

OIL

2

1

2
a

1

2
a

1

3.  ギヤオイル中の金属粉、変色（白濁）の有無および粘度を点検
する。必要に応じてロワユニットの内部部品を点検する。

排出時は下側のオイルプラグを先に外す。

給油完了時は、上側のオイルプラグを先に組付け
る。

・ ギヤオイル交換時の給油は、下側のプラグ穴か
ら行う。上側からではエアが抜けず、給油でき
ない。
・ 船外機が垂直な状態で給油しないと規定容量入
らない。
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4.  規定圧力を保持できない場合は、ドライブシャフトとプロ
ペラシャフトのオイルシールやシフトシャフトのOリング
の損傷の有無を点検する。

3.  ギヤケースに規定圧力をかけ、10秒間保持できるか点検する。

注 意 

ギヤケースに規定以上の圧力をかけない。
オイルシールが損傷する恐れがある。

ギヤケース規定保持圧力：
　0.05 MPa（7 PSi）［0.5 kgf/cm2］

11）ギヤケースの点検（エア漏れ）
1. ギヤオイルを抜取る。

2.  上側のオイルプラグ1を外し、市販のリーケージテスタを
接続する。

・ 圧力保持中に、シャフトを回転させたり、ギヤ
オイルを抜いた状態でテストを行うと、オイル
シールのリップの摩耗によるエア漏れが発見し
やすくなる。
・ ギヤケースからリーケージテスタを取外す場合
は、先に内圧を抜き、オイルプラグ部にウエス
を被せて取外す。

1

MFS4050J_CH03_140715.indd   12 7/15/14   1:20:48 PM



3-13

3

4st  40/50  2014

メンテナンス

1

2

2

12）タイミングベルトの点検
1.  フライホイールカバーを取外しフライホイールを時計方向

に回しながら、タイミングベルトの内側および外側の亀裂、
損傷、摩耗の有無を点検する。必要に応じて交換する。

a

延び限度a：
　ベルト中央部を指で押し、10mm以上
　たわんだ場合交換する。

13）タイミングベルトの交換
1.  フライホイールカバーを取外す。

フライホイールプーラキット：
　P/N. 3T1-72210-0

3. フライホイールと、キーを取外す。

フライホイールがクランクシャフトのテーパ部
から抜けるまで、クランクシャフトの端部にプー
ラをねじ込む。

フライホイールプーラキット：
　P/N. 3T1-72210-0

2.  フライホイールナットをゆるめる。

1 ボルト　2 ラバーグロメット
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注 意 
エンジンおよび特殊工具が破損しないように、フライ
ホイルプーラのセットボルトは均等に締込み、フライ
ホイルプーラプレートとフライホイルとが平行になる
ように注意して作業する。

4. オルタネータ1とパルサコイル2のカプラ (計 2ヶ所 )
の接続を外し、オルタネータとコイルブラケットAss'y を
取外す。 1

2

5.  タイミングプーリ3を時計方向に回し、タイミングプーリ
の“▲”マークaをシリンダブロックの“▲”マークb
に合せ、カムシャフトプーリ4の“●1”マークcとシ
リンダヘッドの“▲”マークdが合っていることを確認する。

1

2

4

3

c

d

b

a

＃1シリンダを圧縮上死点にする。
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注 意 
タイミングベルトを取外した状態でタイミングプーリ
（クランク）またはカムシャフトプーリを回さない。ピス
トンとバルブがお互いに干渉して破損する恐れがある。

4
5

6.  タイミングベルト5をカムシャフトプーリ4側から取外
し、タイミングプーリ側を取外す。

7.  カムシャフトプーリ4の“●1”マークcとシリンダヘッ
ドの“▲”マークdが合っていることを確認する。 4

c
d

8.  タイミングプーリ3の“▲”マークaとシリンダブロッ
クの“▲”マークbが合っていることを確認する。 b

3

a＃1シリンダを圧縮上死点にする。

注 意 

・組付け時にタイミングベルトを損傷させないこと。
・ タイミングベルトが損傷するので、ねじったり、内
側を外にして曲げたり、急に折り曲げたりしない。
・ タイミングベルトには、オイルやグリスを付着させ
ない。

9.  新品のタイミングベルト5の部品番号を上向きにし、タ
イミングプーリへ組付けた後、カムシャフトプーリに組付
ける。 5
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10.  タイミングプーリ3を時計方向に2回転させてベルトを
なじませ、クランクシャフトがスムーズに回転すること、
各プーリ3、4の合せマークabとcdが合っているこ
とを確認する。

1

2

4

3

c

d

b

a

11.  フライホイールをクランクシャフトのキー溝に確実に合わ
せ、フライホイールを取付ける。

12.  規定のトルクでフライホイールナットを締付ける。

フライホイールナット：
150 N ･ m（108 lb ･ ft）［15 kgf ･ m］

フライホイールプ－ラキット：
　P/N. 3T1-72211-0
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4.  スパークプラグのギャップaを点検する。限度値以上の
場合は交換する。規定外の場合は調整する。

5.  スパークプラグを組付けた後、手で一杯まで締付け、さら
にプラグレンチを使用し、規定トルクで締付ける。

14）スパークプラグの点検
1.  プラグキャップを外し、スパークプラグを取外す。

スパークプラグ：
　18 N・m（13 lb・ft）［1.8 kgf・m］

2

a

1

2

2.  スパークプラグクリーナまたはワイヤブラシを使用して、
スパークプラグの電極①を清掃する。必要に応じて交換す
る。

3.  電極①の腐食や過度のカーボン堆積物の有無及び、ワッ
シャ②の損傷の有無を点検する。必要に応じて交換する。

指定スパークプラグ：
DCPR6E［NGK］

スパークプラグギャップa：標準値
0.8 ～ 0.9mm（0.032～ 0.035in）

使用限度：
1.2mm（0.047in）
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15）圧縮圧力の点検
1. 5分間暖機運転し、エンジンを停止する。

2. ギヤシフトを中立（N）にする。

3. ストップスイッチからロックプレートを取外す。

11

6.  スロットルを全開にして、コンプレッションゲージの値が
安定するまでエンジンをクランキングし、圧縮圧力を測定
する。

7.  圧縮圧力が規定値以下、または各シリンダ間のばらつきが
大きい場合は、少量のエンジンオイルをシリンダ内に注入
して再度点検を行う。

注 意 
シリンダ内にゴミが入らないように、スパークプラグ
を取外す前に、スパークプラグ周辺のゴミを取る。

コンプレッションゲージ：
　P/N. 3AC-99030-0

圧縮圧力（参考値）：
1.4 MPa（203 PSI）［14.27 kgf/cm2］± 10％

・ 圧縮圧力が上昇した場合は、ピストンとピスト
ンリングの摩耗を点検する。必要に応じて交換
する。
・ 圧縮圧力が上昇しなかった場合は、バルブクリ
アランス、バルブ、バルブシート、シリンダス
リーブ、シリンダヘッドガスケット、シリンダ
ヘッドを点検する。必要に応じて調整または交
換する。

å

注 意 

圧縮圧力測定時は、ストップスイッチからロックプ
レートを引抜く。これでエンジンの誤始動を防ぐ。

4.  プラグキャップを外し、全てのスパークプラグを取外す。

5. コンプレッションゲージをプラグ穴に接続する。

・ 圧縮圧力はクランキングスピードによる変化が
大きく、通常10％～20％程度は変動する。
・ リモコンモデルの場合、ケーブルジョイントを
外しスロットルカムを全開側に手で動かした状
態で測定する。

∫

A マルチティラーハンドルタイプ
B リモートコントロールタイプ

①コンプレッションゲージ
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1

a
▲Mark

ed

3
4

3

2 2

6

5

 16） バルブクリアランス点検調整

ロックナット：
　7 N・m（5 lb・ft）［0.7 kgf・m］

バルブクリアランス：
吸気：0.15～ 0.25 mm (0.006～ 0.010 in) d
排気：0.25～ 0.35 mm (0.010～ 0.014 in) e

・ ロックナットを緩める時と締付ける時は、アジャ
ストスクリュをバルブクリアランスドライバで
固定する。
・必ずトルクレンチを使用する。

メンテナンス

・ バルブクリアランスの点検、調整は冷機時に行
う。
・＃1シリンダーを圧縮上死点にする。

1.  フライホイールカバー、スパークプラグ、ヘットカバー、
イグニションコイルコネクタ、ハーネスを取外す。

2.  フライホイルを時計方向に回し、カムシャフトプーリ①の、
“●Ⅰ”マークをシリンダヘッドの“▲”aマークに合せる。

3.  ＃ 1シリンダの吸気および排気のバルブクリアランスを点
検、調整する。

 ・ シクネスゲージをバルブエンド②とアジャストスクリュ
③の間に挿入する。

 ・ロックナット④を緩める。
 ・ アジャストスクリュ③によりバルブクリアランスを調整

する。
 ・ロックナット④を固定する。
 ・バルブクリアランスを確認する。

①カムシャフトプーリ

⑤バルブクリアランスドライバ（先端部凹状四角形2面幅3mm）
⑥トルクレンチ（先端部10mmレンチ）

バルブクリアランスドライバ⑤：
　P/N. 3AC-99071-0
トルクレンチ⑥：
　P/N. 3AC-99070-0

4.  フライホイルを時計方向に回し、カムシャフトプーリ①の
“Ⅲ”マークをシリンダヘッドの“▲”aマークに合せる。

5.  #3シリンダの吸気及び排気のバルブクリアランスを＃1
シリンダと同様に点検、調整する。

6.  ＃2シリンダのバルブクリアランスも同様に点検、調整する。
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警 告 

17) シフト・スロットルケーブルの調整
1. シフトレバー①を中立にする。

2. シフトアーム②を前進 (F) －中立 (N) －後進 (R) に操作し
て位置を確認後、中立 (N) にする。

注 意 

スロットルを全閉にしないとシフト操作ができない。
無理に操作すると破損する恐れがある。

3. スロットルカム③を全閉にする。

4.  ケーブルジョイント④の穴がスロットルアームおよびシフ
トアームのピン⑤と一致する様に、ケーブルジョイントの
ネジ込量を調整する。

ケーブルジョイントは最低12mm以上ⓑねじ込む。

・ ケーブルジョイントは船外機の梱包箱に同梱さ
れている。
・ ケーブルジョイントを調整するときは、ケーブ
ルの遊びを押し込んだ状態で固定する。

1
R

N

F1 R
N

F

2

4

5

b

3
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7. コントロールレバー8を、前進（F）側に一度止まるまで（約
32˚）倒した時に船外機がシフトインし、更に倒した時に、
スロットルが作動して全開になる事を確認する。(ティラー
ハンドルモデルの場合、スロットルグリップを操作し、ス
ロットルが全開になる事を確認する。)

 次にコントロールレバーを中立（N）位置に戻した時に、船
外機側のスロットルボディが全閉になっている事を確認す
る。もし全閉になっていない時は、船外機側ケーブルジョ
イントの位置を調節し、再度取付ける。

8.  スロットルがスムーズに作動するか点検し、必要に応じて
1～7の手順を繰返す。

N
RF

8

5.  ナット⑥を締付けてから、ピンにセットしてワッシャとR
ピン⑦で固定する。

6.  シフトレバーを操作し前進 (F) －中立 (N) －後進 (R) にな
るか確認する。

R

N

F F
N

R

6

7
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9. コネクタ（3組）9を接続し、カバー0を閉める。

9

0注 意 

エンジン運転中は、コードアッシの接続を絶対に外さ
ない。

18）ギヤシフトの作動点検
 ギヤシフトを中立（N）から前進（F）または後進（R）に

シフトしたときに、ギヤシフトがスムーズに作動するか点
検する。必要に応じて、シフトケーブル①の位置と、シフ
トロッドとカムロッドのジョイント位置を調整する。

1. シフトを前進 (F) に入れてシフトロッドを上げておく。

N
FRR N
F

1

2.  ナット④を緩めてシフトロッドジョイント③を矢印の方向
に回して、シフトロッド②とカムロッド⑤の接続を外す。

3.  接続が外れている状態で、再度シフトを完全にフォワード
側に倒し、カムロッドを完全に上側に引っ張り上げる。

4.  カムロッドとシフトロッドを再度接続し、ギヤシフトがス
ムーズに作動するか確認する。

2
3
4

5
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2.  船外機を完全にチルトアップして、チルトストッパ①で支
え、ストッパ①のロック機構が正常に機能するか点検する。

19）PTTユニットの作動点検
1.  船外機を数回、完全にチルトアップ／ダウンさせて、全域

でスムーズに作動するか点検する。必要に応じてPTTフ
ルード量を点検する。次ページの「PTTフルード量の点検」
を参照する。

1

PTTモータのスムーズな回転音を確認する。

メンテナンス

6.  リモコンケーブルジョイント⑦を接続し、スナップピン⑨
を組付け、ロックナット⑧を締付ける。（リモコンモデル）

7.  ギヤシフトがスムーズに作動するか点検し、必要に応じて
再度調整する。

警 告 

リモコンケーブルジョイントは最低12mm以上b
ねじ込む。

b

7 8

5.  リモコンケーブルジョイント⑦の穴位置が、セットピンに
合うように長さを調整する。（リモコンモデル）

リモコンケーブルジョイントを調整するときは、
リモコンケーブルの遊びを押込んだ状態で調整す
る。

8

9
7
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3

2

1

20）ガスショックアブソーバの作動点検
1.  船外機を数回、完全にチルトアップ／ダウンさせて、全域

でスムーズに作動するか点検する。

2.  船外機を完全にチルトアップして、チルトストッパ②で支
え、ストッパ②のロック機構が正常に機能するか点検する。

3.  船外機を適度にチルトアップして、ロックレバー③をロッ
ク位置にして、ガスショックアブソーバ①の保持機構が正
常に機能するか点検する。

点検の結果、不具合が発見された場合は、ガス
ショックアブソーバを交換する。ガスショックア
ブソーバは非分解式である。

21）PTTフルード量の点検
1.  船外機を完全にチルトアップしてチルトストッパ1で支える。

2.  リザーブタンクのキャップ2を外し、リザーブタンク内
のPTTフルード量を点検する。

警 告 

船外機を完全にチルトアップしたら、必ずチルトス
トッパで支える。PTTの油圧が低下し、急に船外機
が降下することがあり危険です。

警 告 

船外機を完全にチルトアップした状態でPTTフルー
ド量を確認する。途中位置でリザーブタンクのキャッ
プを取外すと、規定量が確認できないと共に、PTT
フルードが吹き出してくることがあり危険です。

1

2

キャップを取外した時に、キャップ穴から多少の
PTTフルードが溢れる程度が規定量。
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23）点火時期の点検
 調整方法：自動制御。調整不要。
 エンジンを運転しタイミングライトにて点火時期を点検する。
 フライホイル側面に刻線が9本（TDC0 ﾟ、ATDC5 ﾟ、

10 ﾟおよびBTDC5 ﾟ、10 ﾟ、15 ﾟ、20 ﾟ、25 ﾟ、30 ﾟ）
あり、スタータケース窓中心の刻線により読みとる。

22）アイドル回転速度の点検
1. 5分間暖機運転する。

2.  タコメータ又はダイアグで、アイドル回転速度を点検する。

アイドル回転速度：
　850± 30r/minRPM

タコメータ：
　P/N. 3GF-72647-1

3. 不足している場合は推奨PTTフルードを規定量まで補充する。

4.  リザーブタンクのキャップ②を組付け、規定トルクで締付
ける。

リザーブタンクキャップ：
　1.5 N・m（1.1 lb・ft）［0.15 kgf・m］

推奨PTTフルード：
　ATFデキシロンⅢ

OIL

モデル 進角範囲 エンジン始動時 アイドリング時 加速時
40/50 BTDC 2 ﾟ～　BTDC 27 ﾟ TDC 0 ﾟ BTDC 2°±5 ﾟ BTDC 27 ﾟ
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24）アノードの点検
1.  アノードへのスケールの堆積、グリスやオイル付着

の有無を点検する。必要に応じて清掃、交換する。

2.  アノードに過度の電触が見られる場合は交換する。

注 意 

電触防止機能が正常に作動しなくなるので、アノード
やトリムタブにオイルやグリス、塗料等を塗らない。

アノードの点検に船外機の分解を必要とする場合
は、本文中に記載されている分解手順を参考にす
る。

*1　反対側にも付いています。
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27）サーモスタットの点検
1. カバーとサーモスタット①を取外す。

2. 水を入れた容器にサーモスタット①を吊るす。

3. 水を入れた容器に温度計を入れ、ゆっくりと水を加熱し開弁
温度を測定する。

1

糸をバルブにはさんで吊るす。温度が上昇し、サー
モスタットが開き、落下した温度が開弁温度であ
る。

26）プロペラの点検
1.  プロペラブレードとスプラインの亀裂、損傷、摩耗、腐食

の有無を点検する。必要に応じて交換する。

 開弁温度：
　60±1.5℃(140±3ﾟF)（バルブ開き始め）

25）アノードの交換
 アノードは、船外機を電蝕作用（微弱電気による金属腐食）

から防止する。
 アノードはギヤケース、クランプブラケットとパワーユ

ニットのシリンダ部分に使用している。
 アノードが新品時の寸法に対して、2/3以下に消耗したら

交換する。

・ アノードには油や、塗料を塗らない。
・ アノードの組付けボルトの周囲は、電蝕作用が強
く、点検の都度、必ずボルトを増締めする。

1
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 28）冷却水経路の点検
1.  ウォータストレーナ①のつまりを点検する。必要に応じて

清掃する。

2. 船外機を水中に入れて、エンジンを始動する。

3.  検水口②から冷却水が出ているか点検する。出ていない場
合は、ウォータポンプとエンジン内部の冷却水経路を点検
する。

1

 29）冷却水圧力の点検
1.  フュエルクーラ検水口間で測定する。

2.  エンジンを始動し、各回転数の水圧を測定する。

3.  水圧が著しく低い場合は、ウォータポンプとエンジン内部
の冷却水経路を点検する。

水圧値はあくまで参考値である。

5. サーモスタット、新品のガスケットとカバーを組付ける。

4. 所定の水温になったときの、サーモスタットのバルブリフ
ト量を測定する。規定値以下の場合は交換する。

 水温 バルブリフト量a
 75℃ (167° F) 3.0mm (0.118in) 以上

サーモスタットカバーボルト：
　6 N・m（4 lb・ft）［0.6 kgf・m］

a

2

2
1

①フュエルクーラ
②検水口

 エンジン回転数 水圧
 850 r/min 3.0 kPa
 1500 r/min 13.6 kPa
 3000 r/min 27.3 kPa
 5000 r/min 41.3 kPa
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30） 水洗い

ドライブクリーナ②での水洗い
1. プロペラ及びスラストホルダを取外す。

2.  ドライブクリーナ②をウォータストレーナ①部分に取付け
る。

3.  水道ホースをドライブクリーナ②に差込み、水を流す。

4. ギヤシフトを中立（N）にしてエンジンを始動する。

5.  検水口から冷却水が出ていることを確認し、低速にて3～
5分間運転する。

6.  エンジン停止、給水停止後、ドライブクリーナ②を取外し、
プロペラを組付ける。

1.  船外機を直立の状態にする。

2.  フラッシングコネクタキャップ①を取出しフラッシングア
タッチメント②を取付ける。

3.  水道ホースをフラッシングアタッチメントに差込み、水道
水を3～5分流す。

2

1

2

1

注 意 

回転しているプロペラに触れると、ケガの危険がある。
陸上試運転する場合は、プロペラを必ず取外す。

警 告 
排気ガスは一酸化炭素を含み、中毒を引きおこす危険
がある。ボートハウス等、閉めきった所では、エンジ
ンを始動しない。

フラッシングデバイスによる水洗い

注 意 

エンジンを始動させる必要はない。
水道圧は0.12～0.2MPa (17.4～ 29.0 psi)
[1.2 ～ 2.0 kgf/cm²]

4.  フラッシングアタッチメントを取外す。

5.  シールゴム③、Oリング④に破損、クラック等に異状がな
いか確認し、フラッシングコネクタキャップを取付ける。

注 意 

冷却水漏れはオーバーヒート等の原因になる。
フラッシングコネクタキャップは確実に締込む。

3

4
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31）バッテリの点検
1.  バッテリ液の量を点検する。ロワレベルa以下の場合は、

アッパレベルとロワレベルの間まで蒸留水を補充する。

2.  バッテリ液の比重を測定する。規定値以下の場合は、バッ
テリを完全に充電する。

UP

LOW

a

警 告 

バッテリは爆発のおそれがある水素ガスを発生させる。
・ 通気の良い場所で充電する。
・ バッテリを取扱うとき、および充電中は喫煙しない。
火花や火気から遠ざける。
・ 電解液が規定量以下の状態で充電しない。劣化が早
まったり、事故や故障の原因となるおそれがある。
・ 衝撃を与えないよう取扱う。

バッテリの電解液は硫酸を含んでおり、皮膚や目に付
着すると火傷を引き起こし、大変危険。また、衣服な
どの繊維を変質させる。バッテリを取扱うときには、
以下の点に注意する。
・ バッテリの取扱説明書や本体の注意事項を良く読む。
・バッテリと電解液は子供から遠ざける。
・ 電解液が身体に付着しないよう、十分注意して作業
する。
電解液が皮膚や目に付着した場合は
・急いで多量の水で洗い流し、医師の治療を受ける。
誤って電解液を飲み込んだ場合は
・多量の水か牛乳を飲み、至急、医師の治療を受ける。

バッテリ液の比重：
　1.280（20℃時）

UPPER

LOWER a

・ バッテリは種類が多く、製造メーカによって違
いがある。不明な点がある場合は、そのバッテ
リ附属マニュアルにも目を通す。
・ マイナスバッテリコードの接続を外してから、
プラスバッテリコードを取外す。

推奨バッテリ：
12V 100AH/5HR 850CCA
（寒冷地 12V 120AH/5HR） 1000CCA
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32）耐水グリス給油箇所
下図の部分に耐水グリスを塗布又はグリスニップルより注入する。
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1.特殊工具

燃圧の測定

プレッシャゲ－ジAss'y
P/N. 3T5-72880-0

プレッシャの点検

バキューム／プレッシャゲージ
P/N. 3AC-99020-1
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5

4

1

2

2

3 6

7

2. 配管配置図 
フュエルホース、ベントホース、ブリーザホース、冷却ホース

後部 右舷側

見出
番号 部　品　名

① フュエルホース（フュエルコネクタ→フュエルフィルタ）
② フュエルホース（フュエルフィルタ→フュエルポンプ）
③ フュエルホース（フュエルポンプ→ベーパセパレータ）
④ ブリーザホース（シリンダヘッド→スロットルボディ）
⑤ 冷却ホース（エンジンベース→フュエルクーラ）
⑥ 冷却ホース（フュエルクーラ→検水口）
⑦ 高圧フュエルホース（ベーパセパレータ→フュエルレール）
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フュエルシステム（燃料噴射）
3. パーツレイアウト P/L Fig. 5
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 インテークマニホールド 1

2 ISCバルブ 1 Idle Speed Control Valve

3 ボルト 2 M6 L=20mm

4 マップセンサ 1 Manifold Air Temperature & Pressure

5 ボルト 1 M6 L=20mm

6 フュエルレールアッシ 1

7 フュエルインジェクタアッシ 3

8 ボルト 2 M6 L=20mm

9 スロットルボディアッシ 1 φ 45

10 ガスケット スロットルボディ 1

11 ボルト 3 M6 L=20mm

12 インテークサイレンサアッシ 1

13 ガスケット 1

14 リストレクタ 1 40ps

15 ボルト 2 M6 L=25mm

16 ベーパセパレータアッシ 1

17 フロート 1

18 フロートアームピン 1

19 フロートバルブアッシ (W/ バルブピン ) 1

20 フュエルフィードポンプ 1 Upper

21 グロメット 1 Upper

22 ジョイント 1 Upper

23 グロメット 1 Upper

24 フィルタ（アウトレット） 1 Lower

25 グロメット FFP ロワ 1 Lower

26 フィルタ（インレット） 1

27 フュエルレギュレータ 1

28 ホルダ 1

29 Oリング 1

30 Oリング 1

31 ドレンスクリュ 1

32 カバー 1

33 シール 1

再使用不可

再使用不可

再使用不可

再使用不可

再使用不可
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Fig. 6  FUELE SYSTEM
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 ラバーマウント 3

2 ワッシャ 3 M8

3 ピン 3

4 フュエルホース W/ プロテクタ 1 V/Separator-Fuel Rail EPA-KRI-15G

5 クランプ φ 16.8 2

6 フュエルホース 1 V/Separator-Exposure

7-1 フュエルホース W/ プロテクタ 1 Fuel Pump-V/Separator USA EPA-KRI-15G

7-2 フュエルホース W/ プロテクタ 1 Fuel Pump-V/Separator STD

8 クリップ φ 11.3 2

9 インシュレータ 1

10 Oリング 6

11 ボルト 6 M6 L=35mm

12 ボルト 2 M6 L=25mm

13 ダウェルピン 6-16 2 Intake Manifold-Vapor Separator Assy

14 ブッシング 3

15 フュエルポンプアッシ 1

16 Oリング 3.5-25.7 1

17 ボルト 1 M6 L=25mm

18 ボルト 1 M6 L=45mm

19 スペーサ 1

20-1 ローパーミェーションホース 1 Fuel Filter-Fuel Pump USA EPA-KRI-15G L=445mm

20-2 フュエルホース 1 Fuel Filter-Fuel Pump STD L=445mm

21 クリップ φ 11.3 1

22 クリップ φ 9.4 1

23 フュエルフィルタアッシ 1

24 カップ 1

25 Oリング A 1

26 フィルタ 1

27 フロート フュエルフィルタ 1

28 Oリング B 1

29 ナット 1 M8

30 ワッシャ 2 M8

31 プレート 1

32 ボルト 1 M6 L=12mm

再使用不可

再使用不可

再使用不可

再使用不可
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Fig. 9A  ELECTRIC PARTS
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 オイルプレッシャスイッチ 1

2 エンジンテンプセンサ 1

3 ブラケット 1 Electric Braket

4 レクチファイヤコンプリート 1

5 ボルト 2 M6 L=25mm

6 ヒューズホルダブラケット 1

7 スクリュ 2 M5 L=12mm

8 スタータソレノイド 1

9 ボルト 2 M6 L=8mm

10 PTT ソレノイドスイッチ (A) 1 Up Side (Sb) for PTT Model

11 ナット 3 M6

12 スプリングワッシャ 3 M6

13 ターミナルキャップ 2 Red for Gas Assist Model

14 PTT ソレノイドスイッチ (B) 1 Down Side (P) for PTT Model

15-1 ECUアッシ 1 50ps EU

15-2 ECUアッシ 1 40ps EU

15-3 ECUアッシ 1 50ps STD

15-4 ECUアッシ 1 40ps STD

16 ソレノイドスイッチコード (A) 1 Red for PTT Model

17 ボルト 2 M6 L=20mm

18 ワッシャ 6-16-1.5 2 M6

19 ソレノイドスイッチコード (B) L=150 1 Black for PTT Model

20 ターミナルキャップ 6 Red for PTT Model

21 コードアッシ 1

22 グロメット オイルプレッシャスイッチ 1

23 リレー 1

24-1 ヒューズ 30A 1

24-2 ヒューズ 20A 2

25 ケーブルターミナル プラグ 1

26 ボルト 4 M6 L=12mm

27 スクリュ 1 M5 L=12mm

28 バンド リードワイヤ 104 1

29 バンド リードワイヤ 203 1

30 ターミナルキャップ スタータ 2 Black for PTT Model

31 ボルト 4 M6 L=30mm

32 ワッシャ 6-16-1.5 4 In Side M6

33 ワッシャ 6.5-21-1 4 Out Side M6

34 マウント 8.5-14-2.5 4 In Side

35 ラバーマウント 8.5-14-2.5 4 Out Side

36 スペーサ 6.2-9-15.7 4

37 カバー 1

38 ワイヤリングダイヤグラムデカル 1

再使用不可

再使用不可
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フュエルシステム（燃料噴射）
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フュエルタンク P/L Fig. 19

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1-1 プライマバルブアッシ 1 Low Permeation Parts for USA Model
1-2 プライマバルブアッシ 1 STD
2 ジョイントアッシ ( インレット ) 1
3 ジョイントアッシ ( アウトレット ) 1
4-1 プライマバルブ 1 Low Permeation Parts for USA Model
4-2 プライマバルブ 1 STD
5 クランプ 2
6-1 ローパーミェーションホース L=700 1 Low Permeation Parts for USA Model
6-2 ホース 1 STD
7-1 ローパーミェーションホース L=1600 1 Low Permeation Parts for USA Model
7-2 ホース 1 STD
8-1 フュエルコネクタ ( タンクフィメール ) 1 Tank Side for USA Model
8-2 フュエルコネクタ ( タンクフィメール ) 1 Tank Side STD
9-1 フュエルコネクタ (エンジンフィメール) 1 Engine Side for USA Model
9-2 フュエルコネクタ (エンジンフィメール) 1 Engine Side STD
10 クランプ 4
11 フュエルコネクタマーク 1 Low Permeation Parts for USA Model
12 フュエルタンクアッシ 25L ( トーハツ ) 1

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

13 クイックコネクタ ( タンクメール ) 1
14 O リング 1
15 フィルタ 1
16 フェエルゲージベントキャップアッシ (25L) 1
17 ピックアップエルボアッシ (25L) 1

再使用不可
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4.ECUシステム
（1）ECUシステムの構成
各センサ類により、ECUが燃料噴射量と点火時期を、高い精度で制御する。

入力
（センサ/スイッチ）

制御
（ECU）

出力
（アクチュエータ）

バッテリ

パルサコイル
(クランクポジション

センサ)

T-MAP
センサ

エンジンテンプ
センサ

TPS

オイルプレッシャ
スイッチ

エンジン
回転数

クランク
ポジション

吸気圧力

油圧

スロットル
開度

電源 ECU
（エンジンコントロールユニット）

点火時期調整
燃料噴射量制御、
ISCバルブの制御

点火時期と
噴射量の補正

ランプ、
ブザー制御、
ESG作動

吸気温度

大気圧
（始動前）

エンジン温度

電源

フュエル
インジェクタ

イグニッション
コイル

アイドル
スピード
コントロール
バルブ

ブザー

ランプ

フュエル
フィードポンプ
（FFP）

1

2

3
4

5

67

8

9

0

q

w

e r

t

y

① フュエルタンク
② フュエルレギュレータ
③ ベーパセパレータ
④ フュエルフィードポンプ
  （FFP）
⑤ ECU
⑥ IG コイル
⑦ フュエルインジェクタ
⑧ ISC バルブ
⑨ MAP/MAT センサ
⑩ TPS
⑪ エンジンテンプセンサ
⑫ オイルプレッシャスイッチ
⑬ パルサコイル
⑭ レクチファイア
⑮ オルタネータ
⑯ バッテリ
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1. パルサコイル［クランクポジションセンサ］
 パルサコイルはクランクポジションセンサの役目をする。

フライホイルが回転すると、パルサコイルはECUにクラ
ンク位置の信号を送る。

 ECUは、この情報を燃料噴射タイミング、及び点火時期
を確定するために使用している。

1）センサ類
各センサは、エンジン運転状況に関する入力信号をECUに送る。

3. エンジンテンプセンサ
 エンジンテンプセンサはエンジンのシリンダの上部に位置

し、サーモスタットによって制御されたエンジンを通る冷
却水通路の壁温を測定し、ECUに信号を送る。

 ECUは、この情報を燃料噴射補正に使用している。

2. T-MAP( マニホールド圧力・温度 )センサ
 T-MAPセンサはインテークマニホールドの上部に取付け

らており、インテークマニホールド内の圧力（吸入負圧）
及び吸気温度を測定し、ECUに信号を送る。

 ECUは、この情報を燃料噴射量と点火時期を確定するた
めに使用している。

4. スロットルポジションセンサ（TPS）
 スロットルポジションセンサはスロットルボディの上部に

位置し、スロットルシャフトに接続されている。スロット
ルポジションセンサは、スロットルの開度情報をECUに
送る。

 ECUは、この情報を燃料噴射補正・点火時期補正・アイ
ドリング制御・ISC制御に使用している。

MFS4050J_CH04_140822.indd   12 14.8.22   4:09:11 PM



4

4-134st  40/50  2014

5. オイルプレッシャスイッチ
 オイルプレッシャスイッチはエンジンの左舷側に位置し、

オイル通路に突き出ている。オイルプレッシャスイッチは、
油圧低下信号をECUに送る。

 ECUはこの情報を元に、低速ESGやワーニングブザー、
ランプを作動させる。
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2）アクチュエータ類
 アクチュエータ部は、ECUから信号を受取り、エアと燃料

の比率、点火進角、及びアイドル回転速度を制御している。

1. ISC（アイドルスピードコントロール）バルブ
 ISCは、IAC（アイドルエアコントロール）とも呼ばれる。

ISCバルブは電気的に作動するステッパモータで駆動する
ニードルバルブで、閉じたスロットルバルブをバイパスし
ている吸入空気の量を制御する。ECUからの信号により
ISCバルブの開度は、0%から100%まで変化し、3つ
の機能を制御している。

 1.  エンジンの始動時に吸入空気を増量（バイパス）し、エ
ンジン暖機時のアイドル回転数を上げる。

 2.  変動するエンジン負荷，及び運転状態による、アイドル
回転数を制御する。

 3.  急速な減速中などにスロットルが素早く閉じる時、吸入
空気の増量（バイパス）提供によってダッシュポットと
して機能し、エンジンストールを防止する。

 ※  この ISCは、キーオフ時にバルブ位置の初期化を自動
で行うため、キーオフ直後に再始動を試みると、通常よ
りも始動に時間がかかる事がある。

2. フュエルインジェクタ
 フュエルインジェクタは電気的に作動するスプリング組込

型のソレノイドで、インテークマニホールド通路に、燃
料を供給する。ECUからインジェクタに電気が供給され、
ECUがアース回路を閉じ ソレノイドを引上げることに
よって、高圧燃料を噴射する。ECUがアース回路を開くと、
インジェクタが閉じ、燃料の噴射は止まる。

3. フュエルフィードポンプ（FFP）
 4章のベーパセパレータを参照する。

4. イグニッションコイル
 8章を参照する。

5. ワーニングブザー・ランプ（LED）
 4章を参照する。

6. タコメータ
 10章を参照する。
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3）制御システム（ECU）
 ECUが万が一故障した場合、エンジンは停止する。

 ECUには次のような機能がある。
 1.  エンジン回転速度、スロットル位置、吸入負圧、吸気温度およびエンジン温度に基づいた最適な燃料噴射量と点火

時期の計算
 2. フュエルインジェクタ、イグニッションコイルと ISC（アイドル・スピード・コントロールバルブ）の制御
 3. ワーニングブザー・ランプ（LED）の制御
 4. エンジン低速ESG機能の制御
 5. エンジン高速ESG機能の制御
 6. エンジン運転情報の記憶

 TOHATSUダイアグノシス（ソフトウエア）がインストールされているコンピュータとダイアグノシス・ハーネスに
よりモニタや故障診断が可能である。

（2）制御システム
  ECU（エンジンコントロールユニット）は、エレクトリックブラケットに取付けられている。パルサコイル、

T-MAP( マニホールド圧力・温度 )センサ、エンジンテンプセンサ等の各センサから入力されたデータをコンピュー
タで処理し、その時の運転状態に応じたアクチュエータ（フュエルインジェクタ、ISCバルブ等）を駆動し、燃料噴
射量と点火時期の制御を行う。

 主な制御項目は次の通り。

制御項目 制御内容
点火時期 運転状態に応じた最適な点火時期に制御する
燃料噴射量 運転状態に応じた最適な燃料噴射量に制御する
ISC
（アイドル・スピード・コントロール）

ISCバルブを駆動し、バイパス通路のエア流量を制御することに
よって、アイドリング時、トローリング時の回転を安定させる

フュエルフィードポンプ フュエルフィードポンプ（FFP）の駆動を制御する
タコメータ タコメータの駆動パルスを出力する

クランクシャフト1回転当り（4パルス）（18極）
ワーニングブザー 異常を感知した場合に警告音を発する

・キーON時1秒間のみ：当システムの作動確認であり、問題なし
・連続音：エンジン高速ESG“ON”時
　　　　　エンジン温高温 (100℃以上 )時
　　　　　エンジン温異常高温（140℃以上）時
　　　　　エンジン油圧低下時
・短　音： バリアブルアイドル最低回転時(一回)、最高回転時(二回)

ワーニングランプ（LED） 異常を感知した場合に点灯又は点滅する
（タコメータのワーニングランプは同期し、
点灯、点滅する）

・ キーON時のみ点灯：当システムの作動確認であり、問題なし
・点　滅：  エンジン温高温 (100℃以上 )時
　　　　　 エンジン温異常高温（140℃以上）時
　　　　　 電装部品または回路断線
・点　灯： エンジン油圧低下時

履歴データの記憶 エンジン運転情報の管理をする
・エンジン運転時間
・最高水温履歴（最高水温とその発生時期）
・エンジン高速ESG作動履歴
・エンジン低速ESG作動履歴
・故障履歴
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（3）燃料噴射制御
  エンジン回転速度とインテークマニホールドの圧力（吸入負圧）の情報を元に、ECUが吸入空気量を算出し基本燃料

噴射量を決定する。
 この基本制御の他に始動時、冷機時、加減速時、アイドリング時には各センサからの情報に基づいて補正制御を行う。

噴射量

補正

基本
噴射量

エンジン回転速度、クランク角度

マニホルド圧力（吸入負圧）

始動時の大気圧

マニホルド吸気温度

加・減速時のスロットル開度の変化量

シリンダ冷却水通路壁温 ECU

パルサーコイル

Ｔ-ＭＡＰ（マニホールド圧力・温度）センサ

TPS(スロットルポジション）センサ

エンジンテンプセンサ

1）燃料噴射開始時期
 始動時及び定常運転時の噴射開始時期は下表の通り。

シリンダ#
1
2
3

基準信号
#1　クランク角信号
#2　クランク角信号
#3　クランク角信号

噴射開始時期（自気筒基準）
BTDC 420 ﾟ、BTDC 60 ﾟ
BTDC 420 ﾟ、BTDC 60 ﾟ
BTDC 420 ﾟ、BTDC 60 ﾟ

備考　1）噴射回数：各気筒、1回転当り1回噴射（圧縮行程と排気行程の終わり頃）
　　　2）噴射順序：＃1→＃2→＃3→＃1→＃2→＃3→＃1（クランク角120 ﾟ毎）
　　　3）爆発順序：＃1　 → 　＃ 3　 →　　＃2　 → 　＃ 1（クランク角240 ﾟ毎）
　　　4）噴射時期図を次に表示。

120° 120° 120°

クランク角信号#1

クランク角信号#2

クランク角信号#3

#1インジェクタ

#2インジェクタ

#3インジェクタ

#1行程
#2行程
#3行程

BTDC 420° BTDC 60°（＃1気筒圧縮上死点基準）

排気

噴射時期

爆発圧縮吸気排気
排気爆発圧縮 吸気 圧縮

排気爆発 吸気 圧縮 爆発

図　噴射開始時期図
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 2）始動時増量補正
 エンジンが始動（クランキング）されると、各シリンダの燃料噴射量を通常時より多くし、始動性を向上させる。
 この基本補正の他に、エンジン温度、大気圧、マニホールド内吸気温度情報を各センサより得て最適な状態に補正する。

 3）加速時増量補正
 スロットル開度 (TPS出力 )の変化量がある設定値を上回ると加速と判断し、燃料噴射の増量を行う。

 4）減速時減量補正
 スロットル開度 (TPS出力 )の変化量がある設定値を超えると減速と判断し、燃料噴射の減量を行う。

 5）吸気温度補正
 船外機使用場所及び冷機・暖機により大きく異なるマニホールド吸気温度に対し、燃料噴射量を増減し、補正する。

 6）エンジン温度補正
 シリンダ温度に対し、燃料噴射量を増減し、補正する。
 冷機時は増量し、暖機が進むにつれて、標準の基本噴射量に戻る。

（4）フュエルフィードポンプ (FFP) 制御
 通常運転時： フュエルフィードポンプ（FFP）のON/OFF制御は、ECUのポンプ制御回路からの出力信号により行

われる。
 始動時　　： ポンプ制御回路から信号が出力され、ポンプ（FFP）の駆動用直流（DC）モータに電源が供給され、ポ

ンプ（FFP）は作動する。
 停止時　　：電源が遮断されポンプ（FFP）は停止する。

（5）タコメータ制御
 タコメータのON/OFF制御は、パルス信号（ON-OFF波形）の入力信号により行われる。
 パルス出力はクランク1回転当り4パルス（18極数）である。
 アクセサリのタコメータを設定する際は、セレクトスイッチを4P（極）に設定する。

（6）ワーニングブザー・ランプ (LED) エンジン回転数制御
 警報システム
 エンジンに異常が発生した場合は、ワーニングランプ (LED) が点滅する。
 この場合、エンジン回転数は制御されるが停止はしない。

1）ワーニングブザー・ランプ (LED) の取付位置
 ・ ワーニングブザー：リモコンモデルはリモコンボックス内、ティラーハンドルモデルはティラーハンドル内にある。
 ・ワーニングランプ (LED)：タコメータまたはティラーハンドルにある。
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2）警報表示と異常現象および対処

　注）エンジン低速ESGがONになると、2,800 r/min 以下に制御される。
　　　従って、この状態での連続運転は避ける。
　　　エンジン高速ESGがONになると、6,200 r/min に制御される。
　　　燃料をカットさせ、6,200 r/min に制御する。
　　　この状態での連続運転は避ける。

 対処）（1） ： 速やかに安全な場所に移動し、スロットルを中速以下に戻し、エンジンを停止する。
   プロペラのブレード曲がりや損傷がないか点検する。
   適正な新品プロペラに交換しても不良の場合は、各部を点検する。

 （2） ： 速やかに安全な場所に移動し、エンジンを停止する。
   エンジンオイル量を点検し規定レベル以下なら、オイルを補充する。
   規定レベル範囲内なら、各部を点検する。

 （3） ：  速やかに安全な場所に移動し、スロットルを低速に戻し、シフトを中立 (N) にし、検
水口より冷却水が排出されているか確認のうえ、エンジンを停止する。

   ロワユニット周りににゴミ、ビニールシート等が付いていたら取除く。
   検水口より冷却水が排出されていない場合は、各部を点検する。

 （4） ： バッテリを充電または交換する

 （5） ： 速やかに近くの港に入港し、エンジンを停止し、各部を点検する。

 （6） ： オイル交換をし、インジケータをリセットする。

ワーニング表示

ESG 
制御 内容 参考 対処

ブザー

Aランプ Bランプ Cランプ

連続音 × × × 高速ＥＳＧ エンジン過回転 約6,200 r/min (1)

連続音 点灯 × × 低速ＥＳＧ 油圧低下 (2)

連続音 × 点滅① × 低速ＥＳＧ エンジン高温 100℃ (3)

連続音 点滅① 点滅① 点滅① 強制アイドル エンジン異常高温 140℃ (3)

- × × 点滅① - バッテリ電圧低下 約9Ｖ以下、アイドルアップ (4)

- 点滅① 点滅① 点滅① 低速ＥＳＧ センサ電源故障 (5)

- 点滅① 点滅① 点滅① - フュエルインジェクタ故障 (5)

- 点滅① 点滅① 点滅① - イグニッションコイル故障 (5)

- 点滅① 点滅① 点滅① - ＦＦＰ故障 (5)

- 点滅① 点滅① 点滅① - ＣＰＳ故障（※1） （※1）断線は検出出来ない。 (5)

- 点滅① 点滅① 点滅① - ＴＰＳ故障 (5)

- 点滅① 点滅① 点滅① 低速ＥＳＧ エンジンテンプセンサ故障 (5)

- 点滅① 点滅① 点滅① 低速ＥＳＧ MAPセンサ故障 (5)

- 点滅① 点滅① 点滅① - MATセンサ故障 (5)

連続音 
( ※ 2)

点灯 
( ※ 2)

点灯 
( ※ 2)

点灯 
( ※ 2) - キーＯＮ時 （※2）１秒間作動する。 始動時における警報システム

の作動確認であり正常

- 点滅② × × - オイル交換時期お知らせ
（１００時間毎）

ストップスイッチ操作で 
リセット (6)

短音 
1回 × × × - バリアブルアイドル 最低回転セット時 システムの作動確認 

であり正常

短音 
2回 × × × - バリアブルアイドル 最大回転セット時 システムの作動確認 

であり正常

短音1回：0.3秒鳴動 点滅①パターン：1秒オン、1秒オフ 低速ＥＳＧ：２８００ r/min

短音2回：0.3秒鳴動 -0.3秒OFF-0.3秒鳴動 点滅②パターン：1秒オン、9秒オフ 高速ＥＳＧ：６２００ r/min
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5. 点火システム
 点火システムはバッテリ点火方式を採用しており、ECUの電子進角装置により運転状態に応じた最適な点火時期に制

御している。
 エンジンが始動するとオルタネータが発電し、バッテリを充電する。ECU、イグニッションコイル、フュエルインジェ

クタ及びフュエルフィードポンプ（FFP）の作動に必要な電力がバッテリから供給される。

（1）点火システムの構成
 点火システムの構成は、以下の3つに大別できる。
 　（1）エンジンの運転状態をECUに伝えるセンサ、スイッチ類
 　（2）電子的な管理を制御するECU
 　（3）ECUでの決定内容により作動するイグニションコイルとスパークプラグ等

 　（1）のセンサ、スイッチ類は6つある。
 　　・パルサコイル  クランク位置［クランクポジションセンサ］
 　　・スロットルポジションセンサ（TPS） スロットル開度
 　　・エンジンテンプセンサ エンジン温度
 　　・MAP（マニホールド圧力）センサ 吸入負圧（圧力）
 　　・MAT（マニホールド温度）センサ 吸気温度
 　　・オイルプレッシャスイッチ 油圧低下
 　　　*MAPセンサとMATセンサは一体型

1

2

3
4

5

67

8

9

0

q

w

e r

t

y

① フュエルタンク
② フュエルレギュレータ
③ ベーパセパレータ
④ フュエルフィードポンプ
⑤ ECU
⑥ IG コイル
⑦ フュエルインジェクタ
⑧ ISC バルブ
⑨ MAP/MAT センサ
⑩ TPS
⑪ エンジンテンプセンサ
⑫ オイルプレッシャスイッチ
⑬ パルサコイル
⑭ レクチファイア
⑮ オルタネータ
⑯ バッテリ
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（2）点火制御
 ECUのマイクロコンピュータは、予めエンジンの状態に応じた最適な点火時期を記憶している。前述した各センサか

らの信号により、エンジン回転速度、スロットル開度、マニホルド圧力（吸入負圧）、冷却水温度等のエンジン運転状
態を感知し、最適な点火時期にて点火する。

1）点火時期制御
 この点火時期制御は通常状態での補正と点火進角固定（始動時または異常発生時）の二つの制御に分類される。いず

れにせよ基本点火時期を補正、又はベース固定する。

 ・基本点火時期はエンジン回転速度とマニホールド圧力（吸入負圧）により決まる。
 ・点火時期補正される信号は、エンジン温度、マニホールド吸気温度、大気圧・加減速時の回転変化量および回転速度である。
 ・ 点火時期がベース固定されるのは、加速時、減速時、高速ESG ON時、低速ESG ON時、油圧低下時である。

2）点火・爆発順序
 点火回数：各気筒1回転当り1回点火（圧縮行程と排気行程の終わり頃）
 点火順序：#1→#2→#3→#1→#2→#3→#1（クランク角120 ﾟ毎）
 爆発順序：#1　 → 　#3　 → 　#2　 →　 #1（クランク角240 ﾟ毎）

3）点火時期
 点火時期の設定は以下の通り。

 機種 進角範囲 エンジン始動時 アイドリング時 加速時
 MFS 40/50A BTDC 2°～　BTDC 27 ﾟ TDC 0 ﾟ BTDC 2°±5 ﾟ BTDC 27 ﾟ

4）作動
 ・エンジン始動／暖機時
  エンジン始動時は、点火時期はTDCに固定される。
   始動後は冷却水温度、マニホールド吸気温度、大気圧及びエンジン回転速度を入力信号とし、ECUに記憶している

プログラムに基づいて、マイクロコンピュータが点火時期を決める。

 ・アイドリング、トローリング時
   ECUはマニホールド圧力（吸入負圧）とパルサコイルからの入力信号（エンジン回転信号）を得ると、アイドル、

トローリング回転が安定するように点火時期を制御する。

 ・通常運転時
   冷却水温度、マニホールド吸気温度、大気圧及びエンジン回転速度を入力信号とし、ECUに記憶しているプログラ

ムに基づいて、マイクロコンピュータが点火時期を決める。通常運転時の最大進角はBTDC 25 ﾟである。

 ・加・減速時
   エンジン回転速度の変化が大きく、ある設定値を下回る（超える）と、ECUは加速（減速）と判断し、ECUに記憶

しているプログラムに基づいて、マイクロコンピュータが点火の進角（遅角）を決める。

 ・エンジン過回転時
   エンジン回転速度が許容最高回転速度（6,200r/min）を超えると、パルサーコイル信号により、ECUは回転を制御

するために燃料をカットする。…これをエンジン高速ESG“ON”と呼ぶ。

 ・エンジン低速ESG“ON”
   以下のいずれかを検出した場合は、エンジンのダメージを無くす、又は軽減するために、エンジン回転速度を

2,800r/min に制御する。…これをエンジン低速ESG“ON”と呼ぶ。
  ・エンジン冷却水オーバーヒート：エンジンテンプセンサが100℃以上を検出。
  ・ エンジン油圧低下：オイルプレッシャスイッチON（0.0245MPa（3.6PSi）［0.25kg/cm2］以下 )を確認検出。
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（3）燃料供給システム
 フュエルポンプ③［低圧メカニカル］は、フュエルタンクから燃料を吸上げ、フュエルコネクタ①、及びフュエルフィ

ルタ②を通して、ベーパセパレータ④内のフュエルフィードポンプ⑤（FFP）［高圧電動］に燃料を供給する。
 高圧にされた燃料はフュエルレール⑦、及びフュエルインジェクタに供給され、インテークマニホールド内に噴射さ

れる。
 フュエルインジェクタで使用されない余分な燃料は、ベーパーセパレータに内蔵されているフュエルレギュレータ⑥を

通り、ベーパセパレータ④内で循環され、エンジンに必要な燃料圧力を一定に保っている。
 燃料圧力の安定は、ベーパセパレータに内蔵されているフュエルレギュレータが行っている。

3

4

5

6

7
21 2

3

4

5

6

7

8

燃料 空気（エア）

フュエルフィルタ②フュエルコネクタ①

ベーパセパレータ④

フュエルインジェクタ

インテークマニホールド

フュエルクーラ

ボトムカウル⑧ 大気解放

フュエルレール⑦

フュエルタンク フュエルポンプ③

フュエルフィードポンプ（FFP）⑤

フュエルレギュレータ⑥
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a

b

OUT

IN

6. 燃料供給システムの構成部品
1）フュエルポンプ［低圧メカニカル］
 フュエルポンプは、カムシャフトによって機械的に作動するダイヤフラムポンプである。

a IN：フィルタ／タンクからの燃料
b OUT：フュエルアウトレット→ベーパセパレータ

IN

OUT

 :
 :
超過燃料

1

2

3

4

5

6

通常燃料

2）ベーパセパレータ
 ベーパセパレータは、内部にあるフュエルフィードポンプ（FFP）①のために、液体のみの燃料を供給している。フュ

エルポンプ［低圧メカニカル］から供給された燃料は、ベーパセパレータの上部に送られ、ニードルバルブ②／フロー
トAss'y ③によって制御される。FFPを通る際にフュエルフィルタ (吸入側 )④及びフュエルフィルタ (吐出側 )⑤
によりゴミを取り除かれる。フュエルフィードポンプ（FFP）からの高圧燃料は、フュエルレール、およびフュエル
インジェクタに供給される。超過燃料は、ベーパセパレータに内蔵されているフュエルレギュレータ⑥によってチャ
ンバーに再び戻される。また、ベーパセパレータにフュエルクーラが搭載されており、燃料温度の上昇を抑えている。

 ① フュエルフィードポンプ
 ② ニードルバルブ
 ③ フロート
 ④ フュエルフィルタ (吸入側 )
 ⑤ フュエルフィルタ (吐出側 )
 ⑥ フュエルレギュレータ

MFS4050J_CH04_140822.indd   22 14.8.22   4:09:24 PM



4

4-234st  40/50  2014

3）フュエルレギュレータ
 ベーパーセパレータタンクの内部に内蔵されているフュエルレギュレータは、燃料圧力を一定にする役目を果たして

いる。
 フュエルレギュレータは、バルブ／シートを作動させるスプリング組込型のダイヤフラムで構成され、超過燃料 b （圧

力）は、一定圧力を越えるとベーパセパレータに戻されるc。
 超過燃料は、泡立ちを防ぐために、内部パイプを通してベーパセパレータのフュエルレベル（液面）より下に戻され

ている。
 ダイヤフラムのスプリング側 a は、気圧の条件変化がダイヤフラムに加わるよう、通気されている。

 a ボトムカウルへ（大気解放）
 b フュエルクーラからの高圧燃料
 c 超過燃料はベーパセパレータ内に戻る

4）フュエルクーラ
 フュエルクーラ（熱交換器）はベーパセパレータに内蔵されており、ベーパセパレータ内の燃料を冷やすために、エ

ンジンの冷却水を使用している。燃料から熱を取除くことで、燃料のベーパーロックやフュエルフィードポンプ（FFP）
を摩耗から守る役目を果たしている。ウォータポンプから送られてきた冷却水はエンジンベースにて二手に分かれ、
エンジン内部とフュエルクーラに向かう。エンジンベースからの冷却水がフュエルクーラの冷却水入口aから入り、
冷却水出口bから出て、検水口へ向かい、排出される。

a
b

c

�

�

�

a
b

 a 冷却水入口
 b 冷却水出口
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7. 燃料噴射システムの概要
1）エア吸入システム
 エア吸入システムは、インテークマニホールド①（共通エアチャンバと連結されたシリンダへの吸気通路）、スロット

ルポジションセンサ②、スロットルボディ／シャッタ③、ISC（アイドルスピードコントロール）バルブ④、MAP（マ
ニホールド圧力）センサ⑤、及びMAT（マニホールド温度）センサ⑥で構成されている。

 インテークマニホールド①には更に、フュエルレールとフュエルインジェクタを取付けてある。

�

�

�

�

�

�

�

 ①インテークマニホールド
 ②スロットルポジションセンサ
 ③スロットルボディ／シャッタ
 ④ ISC（アイドルスピードコントロール）バルブ
 ⑤MAP（マニホールド圧力）センサ
 ⑥MAT（マニホールド温度）センサ
 ⑦インシュレータ（しゃ熱板）
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8. 点検項目
1）燃料供給システム配管の点検
 各部の燃料漏れや汚れ、劣化、破損の有無を確認し、

状態に応じて洗浄や部品交換を行う。

2）フィルタの点検
1.  フィルタ①の汚れ、燃料かす堆積、およびフュエルフィル

タカップ②への異物、水の混入、亀裂の有無を点検する。
フュエルフィルタカップ②をガソリンで洗浄し、必要に応
じてフィルタ①を交換する。

�

�

�
フュエルフィルタカップを取外すときは、ウエス
で受ける等して、燃料をこぼさない。

③Oリング

2.  フュエルタンク用フィルタの清掃 
 フュエルタンク④のフュエルピックアップエルボ⑤を左に
回して取外し、フィルタ⑥を清掃する。

3.  フュエルタンク④の清掃 
フュエルタンク④内にゴミや水などが溜っていた場合は清
掃する。

4

5

6

④フュエルタンク　⑤フュエルピックアップエルボ
⑥フィルタ

再使用不可
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4.  フュエルフィードポンプ（FFP）フィルタの清掃 
ベーパセパレータ内のフュエルフィードポンプ（FFP）か
らフュエルフィルタ (吸入側 )⑦、フュエルフィルタ (吐
出側 )⑧を取外し、清掃する。

�

�
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3）フュエルポンプの点検
1. フュエルポンプからフュエルホース（2本）を取外す。

2.  フュエルポンプの入口に、バキューム／プレッシャゲージ
を接続する。

3.  指でフュエルポンプ出口を塞ぎ、規定圧力をかける。エア
漏れがないことを確認する。

4.  出口を塞いだまま、規定負圧をかけて、エア漏れがないこ
とを確認する。

5.  フュエルポンプ出口に、バキューム／プレッシャゲージを
接続する。

6.  規定圧力をかけて、エア漏れがないことを確認する。必要
に応じて交換する。

規定圧力：
　0.05 MPa（7 psi）［0.5 kgf/cm2］

規定負圧：
　－0.03MPa（－4 psi）［－0.3 kgf/cm2］

規定圧力：
　0.05 MPa（7 psi）［0.5 kgf/cm2］

バキューム／プレッシャゲージ：
　P/N. 3AC-99020-1

フュエルポンプ内をガソリンで少し濡らしてお
くと気密性が高まる。

4）フュエルコネクタの点検
1. フュエルコネクタの亀裂、損傷の有無を点検する。

2.  フュエルコネクタ出口に、バキューム／プレッシャゲージ
を接続する。

3.  規定圧力をかけ、10秒間保持できるか点検する。必要に
応じて交換する。

バキューム／プレッシャゲージ：
　P/N. 3AC-99020-1

規定圧力：
　0.029 MPa（4 psi）［0.3 kgf/cm2］
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5）燃圧の測定
1. キャップ①を取外す。

2. 図のようにプレッシャゲージ②を接続する。

警 告 

測定前に、圧抜きバルブが完全に閉じていることを確
認する。

警 告 

・ プレッシャゲ－ジを接続するときは、先にプレッシャ
ゲージとバルブの接続部をきれいな乾いたウエスで
覆い、燃料が漏れないように注意する。
・プレッシャゲージは確実に締込む。

プレッシャゲージAss'y：
　P/N. 3T5-72880-0

3.  エンジンを始動して5分間暖機運転を行い、燃圧を測定す
る。規定値以下の場合は、高圧燃料経路とベーパセパレー
タを点検する。

燃圧（参考値）：
　0.29 MPa（43 psi）［3.0 kgf/cm2］±10%

エンジンを運転せずに燃圧を測定するには、キー
スイッチをONにします (8秒間作動 )。

警 告 

・ 測定前には、圧抜きバルブが完全に閉じていること
を必ず確認する。
・ 測定中には、圧抜きバルブを絶対に開かない。開く
と燃料が吹出し、火災の原因となる。
・ 測定後は、ホース先端をウエスで受け、圧抜きバル
ブを開いて、排出ホースおよび本体内の残り燃料を
排出する。
・ 収納・保管時には、圧抜きバルブを完全に閉じる。

1

2
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7）ベーパセパレータの分解

警 告 
必ず高圧燃料経路の燃圧を減圧してから、燃料経路や
ベーパセパレータの整備を行う。減圧されていないと、
加圧された燃料が噴出する恐れがあり危険。

1. ベーパセパレータのフロートチャンバを取外す。

6）燃料の排出
1. キャップ1を取外す。

2.  図のようにプレッシャゲージAss'y2を接続し、圧抜きホー
スの下に容器を置き、圧抜きバルブ3を開いて燃料圧力を
抜く。

4

3.  容器をベーパセパレータドレンホースの下に用意し、ドレ
ンスクリュ4をゆるめ、ベーパセパレータドレンホース
から燃料を排出する。

警 告 
必ず高圧燃料経路の燃圧を減圧してから、燃料経路や
ベーパセパレータの整備を行う。減圧されていないと、
加圧された燃料が噴出する恐れがあり危険。

1

2

3

MFS4050J_CH04_140822.indd   29 14.8.22   4:09:36 PM



フュエルシステム（燃料噴射）

4-30 4st  40/50  2014

2. ニードルバルブとフロートピン及びフロートを取外す。

aa

bb

8）ベーパセパレータの点検
1.  ニードルバルブの曲りまたは摩耗の有無を点検する。必要

に応じて交換する。

2.  フロートの変形の有無を点検する。必要に応じて交換する。

3.  フィルタの汚れまたは詰りの有無を点検する。必要に応じ
て清掃する。

5.  図のようにフロートドロップaを点検する。

6.  図のようにフロート高さbを点検する。規定外の場合は、
フロート又は、ニードルバルブを交換する。

フロート高さb：
　44.0～50.0 mm（1.732～1.969 in）

フロートドロップ（参考値）a：
　59.0 mm（2.323 in）

フロートでニードルバルブを押さえない。

4.  ニードルバルブ、フロートおよびフロートピンを組付け、
スムーズに動くことを点検する。
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10）ISC（アイドルスピードコントロール）の点検
1.  ダイアグノシスシステムを使用して、ISC（アイドルスピー

ドコントロール）バルブの作動を点検する。

2.  ISCバルブのインテーク穴を手でふさぎ、エンジンの回転
が低下するか確認する。低下しなければ、ISCバルブを交
換する。

9）ベーパセパレータの組付
1. ベーパセパレータへフロートチャンバを組付ける。

2. 取外した部品を全て再組付けする。

ホースが正しく接続されていることを確認する。

11）アイドル回転速度の点検
1. 5分間暖機運転する。

2.  アイドル回転速度を点検する。

アイドル回転速度：
　850± 30r/minRPM

タコメータ：
　P/N. 3GF-72647-1
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1. 特殊工具

圧縮圧力の測定

コンプレッションゲージ
P/N. 3AC-99030-0

バルブクリアランスの調整

バルブクリアランスドライバ
P/N. 3AC-99071-0

バルブクリアランスの調整

トルクレンチ
P/N. 3AC-99070-0

フライホイールの取外し、取付け

フライホイールプーラキット
P/N. 3T1-72211-0

オイルフィルタの
取外し、取付け

オイルフィルタレンチ
P/N. 3AC-99090-0

クランクシャフトホルダ
P/N. 3KY-72815-0

クランクシャフトの保持

ピストンスライダ
P/N. 3KY-72871-0

ピストンの取付け
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5

1

7

5

3

2

3
2

5
4

6

1 15 N·m (11 lb·ft) [1.5 kgf·m]
2 30 N·m (22 lb·ft) [3.0 kgf·m]

GREASE

OBMOBM

OBM

2. パーツレイアウト
エンジン

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 パワーユニット 1
2 エンジンベースガスケット 1 再使用不可

3 ダウエルピン 2
4 ボルト 8 M8 L=115mm
5 タッピングスクリュ 4
6 ボルト 1 M6 L=16mm
7 エプロン 1

GREASE

OBMOBM

OBM
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13

18

19
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150 N·m (110 lb·ft) [15.0 kgf·m]

���

���������������

������

����

���

マグネト P/L Fig. 7

G17G17

BOND

G17

G17

OIL-COMP.GMSOCSOC

SOC

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 フライホイール W/ ギヤ 1
2 オルタネータアッシ 1
3 キー 1
4 ナット 20-P1.25 1 M20
5 ワッシャ 20.5-37-5 1 M20
6 ボルト 3 M6 L=25mm
7 リングギヤカバー 1
8 グロメット 16-2.5 3
9 フック カバー 2
10 ボルト 1 M6 L=20mm
11 ワッシャ 6-16-1.5 1 M6
12 カラー 6.2-9-7.4 1
13 グロメット 13-2 2
14 コイルブラケット 1

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

15 ボルト 6 M6 L=25mm
16 ダウェルピン 6-12 2 Cylinder Blok-CoilBraket
17 パルサーコイル 1
18 パルサーコイルガ - ド 1
19 スクリュ 2
20 イグニッションコイル W/R- キャップ 3
21 プラグキャップ W/ レジスタンス 1
22 ボルト 6 M6 L=20mm
23 ステー 3
24-1 コーションデカール (B) 1
24-2 コーションデカール (B) 1
25 ヒューズデカール 1
26 ボルト 2 M8 L=30mm
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5

Fig. 9A  ELECTRIC PARTS
  エレクトリックパーツ
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8 N·m (6 lb·ft) [0.8 kgf·m]

���

���������������
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����

エレクトリックパーツ P/L Fig. 9

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 オイルプレッシャスイッチ 1
2 エンジンテンプセンサ 1
3 ブラケット 1 Electric Braket
4 レクチファイヤコンプリート 1
5 ボルト 2 M6 L=25mm
6 ヒューズホルダブラケット 1
7 スクリュ 2 M5 L=12mm
8 スタータソレノイド 1
9 ボルト 2 M6 L=8mm
10 PTT ソレノイドスイッチ (A) 1 Up 4 Side (Sb) for PTT Model
11 ナット 3 M6

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

12 スプリングワッシャ 3 M6
13 ターミナルキャップ 2 Red for Gas Assist Model
14 PTT ソレノイドスイッチ (B) 1 Down Side (P) for PTT Model
15-1 ECUアッシ 1 50ps EU
15-2 ECUアッシ 1 40ps EU
15-3 ECUアッシ 1 50ps STD
15-4 ECUアッシ 1 40ps STD
16 ソレノイドスイッチコード (A) 1 Red for PTT Model
17 ボルト 2 M6 L=20mm
18 ワッシャ 6-16-1.5 2 M6
19 ソレノイドスイッチコード (B) L=150 1 Black for PTT Model

OIL-COMP.GMSOCSOC

SOC

TB13271327

1327
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

20 ターミナルキャップ 6 Red for PTT Model
21 コードアッシ 1
22 グロメット オイルプレッシャスイッチ 1
23 リレー 1
24-1 ヒューズ 30A 1
24-2 ヒューズ 20A 2
25 ケーブルターミナル プラグ 1
26 ボルト 4 M6 L=12mm
27 スクリュ 1 M5 L=12mm
28 バンド リードワイヤ 104 1 再使用不可

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

29 バンド リードワイヤ 203 1 再使用不可

30 ターミナルキャップ スタータ 2 Black for PTT Model
31 ボルト 4 M6 L=30mm
32 ワッシャ 6-16-1.5 4 In Side M6
33 ワッシャ 6.5-21-1 4 Out Side M6
34 マウント 8.5-14-2.5 4 In Side
35 ラバーマウント 8.5-14-2.5 4 Out Side
36 スペーサ 6.2-9-15.7 4
37 カバー 1
38 ワイヤリングダイヤグラムデカル 1

Fig. 9A  ELECTRIC PARTS
  エレクトリックパーツ

2

1
22

3132
34

37

313234

30

3020

13
9

19

87
6

14

5

10

16
1718

17
18

15

435
33

36
3

35
36

33

35
33

36

38

�

�

25

21

23

27

24

26

�

36

12
11

�

�

31
32

34
31

�

12
11

28
29

8 N·m (6 lb·ft) [0.8 kgf·m]

���

���������������

���

���������������

����������

����

P/L Fig. 9
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5

Fig. 6  FUELE SYSTEM
  フュエルシステム

2
3

1
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Fig.5-1
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EXPOSURE

Fig.1
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12

Fig.1
CYLINDER

�������
��� ��

�

23

28

26

25
27
24

フュエルシステム P/L Fig. 6

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 ラバーマウント 3
2 ワッシャ 3 M8
3 ピン 3
4 フュエルホース W/ プロテクタ 1 V/Separator-Fuel Rail EPA-KRI-15G
5 クランプ φ 16.8 2
6 フュエルホース 1 V/Separator-Exposure

7-1 フュエルホース W/ プロテクタ 1 Fuel Pump-V/Separator
USA EPA-KRI-15G

7-2 フュエルホース W/ プロテクタ 1 Fuel Pump-V/Separator STD
8 クリップ φ 11.3 2
9 インシュレータ 1
10 Oリング 6 再使用不可

11 ボルト 6 M6 L=35mm

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

12 ボルト 2 M6 L=25mm

13 ダウェルピン 6-16 2 Intake Manifold
Vapor Separator Assy

14 ブッシング 3
15 フュエルポンプアッシ 1
16 Oリング 3.5-25.7 1 再使用不可

17 ボルト 1 M6 L=25mm
18 ボルト 1 M6 L=45mm
19 スペーサ 1

20-1 ローパーミェーションホース 1 Fuel Filter-Fuel Pump 
USA EPA-KRI-15G L=445mm

20-2 フュエルホース 1 Fuel Filter-Fuel Pump STD L=445mm
21 クリップ φ 11.3 1

4st OIL

4st OIL
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

22 クリップ φ 9.4 1
23 フュエルフィルタアッシ 1
24 カップ 1
25 Oリング A 1 再使用不可

26 フィルタ 1
27 フロート フュエルフィルタ 1
28 Oリング B 1 再使用不可

29 ナット 1 M8
30 ワッシャ 2 M8
31 プレート 1
32 ボルト 1 M6 L=12mm

Fig. 6  FUELE SYSTEM
  フュエルシステム
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ベーパセパレータ

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

16 ベーパセパレータアッシ 1
17 フロート 1
18 フロートアームピン 1
19 フロートバルブアッシ (W/ バルブピン ) 1
20 フュエルフィードポンプ 1 Upper
21 グロメット 1 Upper
22 ジョイント 1 Upper
23 グロメット 1 Upper
24 フィルタ（アウトレット） 1 Lower

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

25 グロメット FFP ロワ 1 Lower
26 フィルタ（インレット） 1
27 フュエルレギュレータ 1
28 ホルダ 1
29 Oリング 1 再使用不可

30 Oリング 1 再使用不可

31 ドレンスクリュ 1
32 カバー 1
33 シール 1 再使用不可
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P/L Fig. 5
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  インテークマニホールド
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インテークマニホールド P/L Fig. 5
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5

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 インテークマニホールド 1

2 ISCバルブ 1 Idle Speed Control Valve

3 ボルト 2 M6 L=20mm

4 マップセンサ 1 Manifold Air Temperature & Pressure

5 ボルト 1 M6 L=20mm

6 フュエルレールアッシ 1

7 フュエルインジェクタアッシ 3

8 ボルト 2 M6 L=20mm

9 スロットルボディアッシ 1 φ 45

10 ガスケット スロットルボディ 1

11 ボルト 3 M6 L=20mm

12 インテークサイレンサアッシ 1

13 ガスケット 1

14 リストレクタ 1 40ps

15 ボルト 2 M6 L=25mm

16 ベーパセパレータアッシ 1

17 フロート 1

18 フロートアームピン 1

19 フロートバルブアッシ (W/ バルブピン ) 1

20 フュエルフィードポンプ 1 Upper

21 グロメット 1 Upper

22 ジョイント 1 Upper

23 グロメット 1 Upper

24 フィルタ（アウトレット） 1 Lower

25 グロメット FFP ロワ 1 Lower

26 フィルタ（インレット） 1

27 フュエルレギュレータ 1

28 ホルダ 1

29 Oリング 1

30 Oリング 1

31 ドレンスクリュ 1

32 カバー 1

33 シール 1

再使用不可

再使用不可

再使用不可

再使用不可

再使用不可
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150 N·m (110 lb·ft) [15.0 kgf·m]
27 N·m (20 lb·ft) [2.7 kgf·m]

プーリ・タイミングベルト

TB13421342

1342

P/L Fig. 4

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 ドライブプーリ 1 Timing Pulley
2 キー t=4 1 Crankshaft
3 ベルトガイド 1
4 ナット 39-P1.5 1 M39
5 ドリブンプーリ 1 Camshaft Pulley
6 ワッシャ 10.5-20-3.2 1 M10
7 ボルト 10-P1.25 1 M10 L=30mm
8 タイミングベルト 1
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� 15 N·m (11 lb·ft) [1.5 kgf·m]
� 30 N·m (22 lb·ft) [3.0 kgf·m]

18 N·m (13 lb·ft) [1.8 kgf·m]

2 N·m (1.4 lb·ft) [0.2 kgf·m]

18 N·m (13 lb·ft) [1.8 kgf·m]� 30 N·m (22 lb·ft) [3.0 kgf·m]
� 60 N·m (44 lb·ft) [6.0 kgf·m]

18 N·m (13 lb·ft) [1.8 kgf·m]

7 N·m (5 lb·ft) [0.7 kgf·m]

9 N·m (7 lb·ft) [0.9 kgf·m]

�����

���
�����

8 N·m (6 lb·ft) [0.8 kgf·m]

シリンダヘッド・オイルポンプ P/L Fig. 3

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 シリンダヘッドコンプリート 1
2 シリンダヘッドアッシ 1 Valve Guide Valve Seat
3 カムシャフトアッシ 1
4 リフタ 1
5 リフタボルト 1
6 スラストボルト 1 Camshaft 
7 オイルシール 30-45-8 1 Camshaft Upper 再使用不可

8 ロッカアーム 6
9 アジャストスクリュ 6
10 アジャストナット 6
11 ロッカアームシャフト 1
12 ロッカシャフトボルト 4
13 ロッカシャフトスプリング 3
14 ワッシャ 16-23-0.5 12
15 カラ - 16-21.7-14.25 2
16 カラ - 16-21.7-4.25 4

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

17 バルブスプリング 6
18 バルブスプリングシ - ト 6
19 インテークバルブステムシール 3 Black
20 エキゾーストバルブステムシール 3 Green
21 オイルポンプアッシ 1
22 ボルト 4 M6 L=50mm
23 オイルポンプガスケット 1 再使用不可

24 インテークバルブキット 1
25 インテークバルブ 3
26 リテーナ 3
27 コッタ 6
28 エキゾーストバルブキット 1
29 エキゾーストバルブ 3
30 リテーナ 3
31 コッタ 6
32 アノードプラグ 3

LIT

GREASE
LIT

OIL-COMP.GMSOCSOC

SOC
4st OIL

4st OIL

518263 LT

263
(271)
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

33 Oリング 1.9-13 3 再使用不可

34 アノード 3
35 スクリュ 3 M5 L=30mm
36 シリンダヘッドガスケット 1 再使用不可

37 シリンダヘッドボルト M10-90 8
38 ワッシャ 8 M10
39 ボルト 8-P1.25 4
40 ダウェルピン 6-12 2 Cylinder Block-Cylinder Head
41 シリンダヘッドカバーアッシ 1
42 シリンダヘッドカバーガスケット 1 再使用不可

43 ボルト 6 M6 L=25mm
44 ボルト 2 M6 L=45mm
45 ブリーザチャンバカバー 1
46 スクリュ 10 M4 L=6mm
47 オイルフィラキャップ 1
48 Oリング 3.1-24.4 1 再使用不可

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

49 スパークプラグ (DCPR6E) 3 NGK
50 ブリーザホース 1 Cylinder Head Cover-Intake Silencer
51 クリップ φ 15.5 1
52 バンド リードワイヤ 3

47
48 52

52

43

43

41
42

50

38
37

39

49

5 39

35
34

33 32 46

40

36

40

2

3
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23

21

2222
14

14

16
8

13

8

15
16

8

14

14 13

8

15
16

8 9

10
13

14
29 20

18
17

30 31
14

25

19 18
17 26

27

14 16

4

11

7

8
10

9

12

12

12

44

45

Fig.5-12
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� 15 N·m (11 lb·ft) [1.5 kgf·m]
� 30 N·m (22 lb·ft) [3.0 kgf·m]

18 N·m (13 lb·ft) [1.8 kgf·m]

2 N·m (1.4 lb·ft) [0.2 kgf·m]

18 N·m (13 lb·ft) [1.8 kgf·m]� 30 N·m (22 lb·ft) [3.0 kgf·m]
� 60 N·m (44 lb·ft) [6.0 kgf·m]

18 N·m (13 lb·ft) [1.8 kgf·m]

7 N·m (5 lb·ft) [0.7 kgf·m]

9 N·m (7 lb·ft) [0.9 kgf·m]

�����

���
�����

8 N·m (6 lb·ft) [0.8 kgf·m]

P/L Fig. 3

LIT

GREASE
LIT

OIL-COMP.GMSOCSOC

SOC
4st OIL

4st OIL

518263 LT

263
(271)
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��������������������

シリンダ・クランクケース P/L Fig. 1

518518 LT

518

TB13421342

1342
4st OIL

4st OIL

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 シリンダブロック&クランクケースアッシ 1
2 オイルフィルタボルト 1
3 ダウェルピン 6-12 4 Crankcase-Cylinder Block
4 ボルト 8-90 8
5 ワッシャ 8 M8
6 ボルト 10 M6 L=35mm
7 ウォータジャケットインサート (R) 1 Long
8 ウォータジャケットインサート (L) 2 Shot
9 アノード 1
10 ボルト 1 M6 L=35mm
11 エキゾーストカバーアッシ 1

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

12 エキゾーストカバーガスケット 1 再使用不可

13 ボルト 8 M6 L=25mm
14 オイルフィルタアッシ 1
15 サ - モスタット 1 Mark 60
16 サーモスタットキャップ 1
17 サーモスタットキャップガスケット 1 再使用不可

18 ボルト 4 M6 L=35mm
19 エンジンベースガスケット 1 再使用不可

20 ハンガ 1
21 ボルト 1 M8 L=35mm
22 ワッシャ 1 M8
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mark

mark

2
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� 15 N·m (11 lb·ft) [1.5 kgf·m]
� 30 N·m (22 lb·ft) [3.0 kgf·m]

ピストン・クランクシャフト

LIT

GREASE
LIT

4st OIL

4st OIL

P/L Fig. 2

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 クランクシャフトアッシ 1
2-1 プレーンシャフトベアリング ( ブラウン ) A Brown see Service Manual
2-2 プレーンシャフトベアリング ( ブラック ) A Black see Service Manual
2-3 プレーンシャフトベアリング ( ブルー ) A Blue see Service Manual
3 オイルシール 50-68-9 1 Upper 再使用不可

4 オイルシール 38-50-8 1 Lower 再使用不可

5 コンロッドアッシ 3
6 コンロッドボルト 2
7-1 ビックエンドベアリンク ( ブラウン ) A Brown see Service Manual
7-2 ビックエンドベアリング ( ブラック ) A Black see Service Manual
7-3 ビックエンドベアリング ( ブルー ) A Blue see Service Manual
8-1 ピストンリペアキット 3 STD
8-2 ピストンリペアキット (0.5 O/S) 3 OPT

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

9-1 ピストン 1 STD
9-2 ピストン (0.5 O/S) 1 OPT
10 ピストンピン 1
11 ピストンピンクリップ 2 再使用不可

12-1 ピストンリングセット 3 STD
12-2 ピストンリングセット (0.5 O/S) 3 1st OPT
13-1 ピストンリング 1 1st STD
13-2 ピストンリング (0.5 O/S) 1 OPT
14-1 ピストンリング 2nd 1 2nd STD
14-2 ピストンリング (0.5 O/S) 2nd 1 2nd OPT
15-1 ピストンリング オイル 1 Oil STD
15-2 ピストンリング オイル (0.5 O/S) 1 Oil OPT
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トップカウル P/L Fig. 18

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 コーションデカール (A) 1
2 オイルコーションデカール 1 for EU
3 トップカウルアッシ 1
4 トップカウルサブアッシ 1
5 トップカウルシール 1
6 チルトハンドル 1
7 ナイロンナット 6-P1.0 5
8 ワッシャ 6-16-1.5 5
9-1 デカールセット (MFS40A) 1
9-2 デカールセット (MFS50A) 1
10 フロントデカール 1
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2）油圧の点検
1. オイルプレッシャスイッチの下にウエスを敷く。

2.   スイッチを取外し、市販のオイルプレッシャゲージ①をス
イッチ穴に接続する。

3. アイドル回転速度で5分間暖機運転する。

4.  油圧を測定する。規定値以下の場合は、オイルポンプ、オ
イル漏れ、オイルストレーナ、プランジャを点検する。

油圧（参考値）：
アイドル時油温 60℃(140゚ F)/全開時100℃(212゚ F)
　  850 r/min 時：0.14 MPa（21 PSI）［1.5 kgf/cm2］以上
　5750 r/min 時：0.29 MPa（43 PSI）［3.0 kgf/cm2］以上

1

3. 点検項目
1）圧縮圧力の点検
1. 3章の“圧縮圧力の点検”を参照。

圧縮圧力（参考値）：
1.4 MPa（203 PSI）［14.3 kgf/cm2］± 10 %

オイルプレッシャゲージは市販品を使用する。
1 Mpa（142 PSI）［10 kgf/cm2］が測定可能
なもの

1.  3章の“バルブクリアランスの点検調整”を参照。

3）バルブクリアランスの点検

バルブクリアランス（冷機時）：
　（IN）吸気側d：0.15～0.25 mm (0.0006～0.0010 in)
　（EX）排気側e：0.25～0.35 mm (0.0010～0.0014 in)

4）パワーユニットの取外
1.  フライホイールカバーを取外す。

2.  フライホイールナットをゆるめる。

作業性を良くするためにパワーユニットを取外す
前に、フライホイールナットをゆるめる。

å

∫

A  フライホイールホルダ：
　市販品
B  フライホイールプーラキット：
　3T1-72211-0

注 意 
図のように矢印の方向に力を加え、フライホイールホ
ルダが外れないように注意して作業する。

MFS4050J_CH05_140729.indd   18 14.8.30   9:22:21 AM



5

5-194st 40/50  2014

5

4.  ケーブルターミナルホルダ②のカバーを開け、コネクタ (3
組 )③を外す。

11

3

2

44

55

3.  バッテリコード①（2本）の接続を外す。

5.  電装 BOXのカバーを取外し、PTTモーターリード線④、
PTTスイッチカプラ⑤の接続を外す。

��

6.  ニュートラルスイッチの接続（緑色）⑥を外す。

7.  ピン⑦を取外しケーブルジョイントを取外す。
7
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11. タッピングスクリュ (L・UL=4本、S=2本 )及びボルト (1
本 )を外しエプロンを取外す。

12. ボルト⑫（8本）を外し、パワーユニットを吊上げて、取外す。

ww

q0 q0

8.  フュエルホース⑧及びフラッシングホース⑨の接続を外
す。

9. オイルレベルゲージ⑩を取外す。

8
9

8
9

10.  冷却水（フュエルクーラ）ホース⑪の接続を外す。

・ 吊り上げる際は、配線、配管の挟み込みがない
か確認の上、慎重に作業を行う。
・ 締付順序の逆でゆるめる。

MFS4050J_CH05_140729.indd   20 14.8.30   9:22:30 AM



5

5-214st 40/50  2014

5

13. フライホイールと、キーを取外す。

14. オルタネータ⑬とパルサーコイル⑭の接続を外す。

15. オルタネータ⑬と、コイルブラケット⑮のボルトを外しオ
ルタネータとコイルブラケットを取外す。

注 意 
エンジンおよび特殊工具が破損しないように、フライ
ホイールプーラのセットボルトは均等に締込み、フラ
イホイールプーラプレートとフライホイールとが平行
になるように注意して作業する。

注 意 
図のように矢印の方向に力を加え、フライホイールホ
ルダが外れないように注意して作業する。

e

t

r

フライホイールがクランクシャフトのテーパ部か
ら抜けるまで、クランクシャフトの端部にプーラ
をねじ込む。

A  フライホイールホルダ：
　市販品
A  フライホイールプーラ：
　P/N. 下記プーラキットのプーラ使用
B  フライホイールプーラキット：
　3T1-72211-0

∫

å
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5）タイミングベルト、プーリの取外

注 意 
タイミングベルトを取外した状態でタイミングプーリ
（クランク）またはカムシャフトプーリを回さない。ピス
トンとバルブがお互いに干渉して破損する恐れがある。

1.  タイミングプーリ①を時計方向に回し、タイミングプーリ
の“▲”マークaをシリンダブロックの“▲”マークb
に合せ、カムシャフトプーリ②の“●1”マークcとシリ
ンダヘッドの“▲”マークdが合っていることを確認する。

1

2

2

1

c

d

b

a

＃1シリンダを圧縮上死点にする。

2.  タイミングベルト③をカムシャフトプーリ②側から取外
し、タイミングプーリ側を取外す。 2

3

6）タイミングベルトの点検
1.  タイミングベルト両面の亀裂、損傷、摩耗の有無を点検す

る。必要に応じて交換する。

2.  タイミングプーリ、カムシャフトプーリの亀裂、損傷、摩
耗の有無を点検する。必要に応じて交換する。

3.  カムシャフトプーリ②のボルト④を外し、カムシャフト
プーリ②を取外す。

2

4
カムシャフトプーリのボルトをゆるめる際に、カ
ムシャフトプーリが回らないように注意する。
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5注 意 

タイミングベルトを取外した状態でタイミングプーリ
またはカムシャフトプーリを回さない。ピストンとバ
ルブがお互いに干渉して損傷する恐れがある。

カムシャフトプーリボルト③：
27 N ･ m（20 lb ･ ft）［2.7 kgf ･ m］

7）プーリ、タイミングベルトの組付

2.  カムシャフトプーリを組付け、カムシャフトプーリ②の“●
Ⅰ”マークaとシリンダヘッドの“▲”マークbを合せ、
ボルト③を規定トルクで締付ける。

2

a
b

＃1シリンダを圧縮上死点にする。

3

4
TB13421342

1342

1.  タイミングプーリ1の“▲”マークaとシリンダブロッ
クの“▲”マークbが合っていることを確認する。 b

1

a＃1シリンダを圧縮上死点にする。

注 意 

・組付け時にタイミングベルトを損傷させないこと。
・ タイミングベルトが損傷するので、ねじったり、内
側を外にして曲げたり、急に折り曲げたりしない。
・ タイミングベルトには、オイルやグリースを付着さ
せない。

3.  タイミングベルト5の部品番号を上向きにし、タイミン
グプーリへ組付けた後、カムシャフトプーリに組付ける。 5

TB13421342

1342

MFS4050J_CH05_140729.indd   23 14.8.30   9:22:38 AM



5-24

パワーユニット

4st 40/50  2014

4.  タイミングプーリ⑥を時計方向に2回転させて、各プーリ
⑥⑦の合せマークabとcdが合っていることを確認す
る。

1

2

7

6

c

d

b

a

1.  パワーユニットを取外す。（パワーユニットの取外の項を参照）

・＃1シリンダーを圧縮上死点にする。
  （タイミングベルトの交換の項を参照）
・ 各部品を脱着する際は、ある程度まとまった部
品が接続された状態で脱着すると、作業性が向
上する。

8）シリンダヘッドの取外 1
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5

2. 燃料系統の各部品およびインテークマニホールドAss'y を
取外す。

�

�

�

�

�

�

2

3
3. 電装系統の各部品を取外す。
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8.  ロッカアームシャフトアッセンブリ④を取外す。

・ カムシャフトの向きをバルブスプリングの張力
が少ない位置にすると楽に行える。
・ タイラップで各ロッカアームをまとめておくと
取外しやすい。

2

2

4

5

6

6. ロッカアームのロックナット②をゆるめ、アジャストスク
リュを最大限ゆるめる。

3

a

b

1

4

8

11

910

5 6

2

3

7

12

13

14

1

5.  シリンダヘッドボルトを図の順序の逆順で外し、シリンダ
ヘッドを取外す。

注 意 

シリンダヘッドとシリンダブロックの合せ面を、傷つ
けたり損傷させない。

4.  カムシャフトプーリ、シリンダヘッドカバーを取外す。ホー
スを取外す。

取外手順は、5章「タイミングベルトプーリの取外
し」を参照する。

「7番」のボルトはフュエルポンプリフトボルト
①をゆるめ、リフトを取外さないとゆるめること
ができない。

7. オイルポンプアセンブリ③を取外す。

9. カムシャフト固定ボルト⑤を取外し、カムシャフト⑥を取外
す。
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9） バルブスプリングの点検
1.  バルブスプリングの自由長aを測定する。規定値以下の

場合は交換する。

a

バルブスプリング自由長a：標準値
38.7 mm（1.52 in）

使用限度：
37.1 mm（1.46 in）

X
8

9

7

0

10.  バルブスプリング⑦をコンプレッサ⑧で圧縮し、コッター
⑨を外し、スプリングとバルブ⑩を取外す。

バルブスプリングコンプレッサ⑧：
　市販品

バルブ、スプリング等の関連部品は、取外した順
序で整理して並べておく。
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11）バルブガイドの点検

1. バルブガイド内径aを測定する。限度値以上の場合はシ
リンダヘッドを交換する。

a

2.  バルブガイドとバルブステムのクリアランスは、以下のよ
うに計算する。限度値以上の場合はシリンダヘッドまたは
バルブまたはその両方を交換する。

X

b

バルブガイドの点検を行う前に、バルブステム外
径が規定内にあることを確認する。

バルブガイドとバルブステムのクリアランス=
バルブガイド内径a－バルブステム外径b：
　吸気側：0.008～0.040 mm （0.00031～0.00157 in）
　 排気側：0.025～ 0.057 mm（0.00098～ 0.00224 in）

使用限度：
　吸気側：5.55 mm（0.02185 in）
　排気側：5.57 mm（0.02193 in）

3.  バルブステムの振れを測定する。限度値以上の場合は交換
する。

バルブステム振れ限度：
吸気側：0.07 mm（0.0028 in）
排気側：0.05 mm（0.0020 in）

X

10） バルブの点検
1.  バルブフェイスの凹み、または摩耗の有無を確認する。必

要に応じて交換する。

2.  バルブステム外径bを測定する。限度値以下の場合は交
換する。

X

b
バルブステム外径b：標準値
　吸気側：5.48 mm（0.2157 in）
　排気側：5.46 mm（0.2150 in）

使用限度：
吸気側：5.46 mm（0.2150 in）
排気側：5.44 mm（0.2142 in）

バルブガイド内径a：標準値
　吸気・排気側：5.51 mm（0.2169 in）

使用限度
　吸気側：0.070 mm（0.00276 in）
　排気側：0.100 mm（0.00394 in）
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a

12） バルブシートの点検
1. バルブに付着したカ－ボン堆積物を取除く。

2. バブルシートに光明丹を薄く均一に塗布する。

3.  図のようなバルブラッパ（市販品）を使用して、バルブを
バルブシートに軽く押当てる。

4.  光明丹が付着したバルブフェイスのバルブシート当り幅a
を測定する。当り面が上や下に偏っている場合、またはバ
ルブシート当り幅が限度値以上の場合は、バルブシートの
修正を行う。

バルシート当たり幅a：標準値
　吸気・排気側：1.4  mm（0.06 in）

使用限度：
　吸気・排気側：2.0 mm（0.08 in）
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13）バルブシートの修正
1. バルブシートカッタ（市販品）でバルブシートの修正を行う。

2.  45 ﾟのシートカッタを使用し、時計方向に回しながら、バ
ルブシート表面が滑らかになるまで削る。

a

30˚

b

aカーボンまたは凸凹面

3.  30 ﾟのシートカッタを使用し、バルブシート上端の当り位
置を調整する。

b修正前の幅

バルブシートを削りすぎないように注意する。バ
ルブシートカッタは下向きに均等に押しながら回
す。

4.  60 ﾟのシートカッタを使用し、バルブシート下端の当り位
置を調整する。

60˚

b

b修正前の幅
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8.  バルブシートの当り幅が極端に狭い場合、バルブフェイス
下端寄りにある場合は、60 ﾟのシートカッタを使用し、下
端を削る。必要に応じて45 ﾟのシートカッタを使用し、
バルブシートの当り幅を規定値に調整する。

60˚

b

b修正前の幅

5.  45 ﾟのシートカッタを使用し、バルブシートの当り幅c
を規定値に調整する。

45˚

b
c

30˚

60˚

b

b30˚

b修正前の幅
c規定の幅

6.  バルブシートの当り面は中央にあるが幅が広い場合は30
ﾟと 60 ﾟのシートカッタで上端と下端を削り、当り幅を規
定値に調整する。

7.  バルブシートの当り幅が極端に狭い場合、バルブフェイス
上端寄りにある場合は、30 ﾟのシートカッタを使用し、上
端を削る。必要に応じて45 ﾟのシートカッタを使用し、
バルブシートの当り幅を規定値に調整する。

b修正前の幅

b修正前の幅
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9.  バルブシート当り面全周にコンパウンドを薄く塗布し、バ
ルブラッパ（市販品）でバルブを叩きながら回し、摺合せ、
研磨する。

10.  作業終了後、シリンダヘッドとバルブに残ったコンパウン
ドをきれいに洗浄する。

11. バルブシートの当り幅cを点検する。

注 意 

コンパウンドをバルブステムとバルブガイドには付着
させないように注意して作業する。

バルブシート当り幅c：標準値
　1.4 mm（0.06 in）

・コンパウンドは細めで仕上げる。
・ コンパウンドの段階を変える場合は、付着して
いる前段階のコンパウンドを完全に拭取る。
・ すり合せ終了後はコンパウンドを拭取った後に、
洗浄する。

45˚

b
c

14）ロッカアームおよびロッカアームシャフトの点検
1.  ロッカアーム、ロッカアームシャフト、ロッカアームの当

り面aの摩耗の有無を点検する。必要に応じて交換する。

2.  ロッカアーム内径bとロッカアームシャフト外径cを測
定する。オイルクリアランスdを計算する（d＝b－c）。
規定外の場合は交換する。

a

b

c

ロッカアーム内径b：標準値
　16.01 mm（0.6303 in）
ロッカアームシャフト外径c：標準値
　15.99 mm（0.6295 in）
ロッカアーム穴とシャフトのオイルクリアランスd：b - c
　0.006～0.035 mm（0.00024～0.00138 in）

d＝b－c

使用限度：
 　b16.05 mm（0.6319 in）以上は交換
　c15.94 mm（0.6276 in）以下は交換
　d0.090 mm（0.00354 in）以上は交換
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4. シリンダヘッドジャーナル内径eとオイルポンプジャー
ナル内径gを測定する。オイルクリアランスを計算する。
e－c、g－fである。限度値以上の場合は、カムシャ
フト、シリンダヘッドまたはオイルポンプを交換する。

e

a

15）カムシャフトの点検
1. カム高さを測定する。限度値以下の場合は交換する。

2.  カムシャフトの振れ幅を測定する。限度値以上の場合は交
換する。

カムシャフト振れ幅限度：
　0.05mm（0.0020 in）

3.  カムシャフトジャーナル外径c、dを測定する。限度値
以下の場合はカムシャフトを交換する。

e

d

c

d
d

カム高さa：標準値
　吸気側 : 35.78 mm（1.4087 in）
　排気側 : 35.81 mm（1.4098 in）

オイルクリアランスが使用限度を超える時は、シ
リンダヘッド、カムシャフト、オイルポンプのい
ずれか、またはセットで交換し、規定のクリアラ
ンスであることを確認する。

使用限度：カム高さa
　吸気側 : 35.40 mm（1.3937 in）
　排気側 : 35.45 mm（1.3957 in）

カムシャフト (プーリ側軸受部 )外径c：標準値
　41.92 mm（1.6504 in）
カムシャフト（オイルポンプ側及び中間軸受部）外径d：標準値
　41.95 mm（1.6516 in）

使用限度
c41.89 mm (1.6492 in)
d41.92 mm (1.6504 in)

オイルクリアランスe - c：標準値
　0.02～ 0.05 mm（0.0008～ 0.0020 in）

使用限度：
　0.09 mm（0.0035 in）

シリンダヘッドジャーナル内径e（アッパ）：標準値
　42.000～ 42.025 mm
  （1.65354～ 1.65453 in）

使用限度
　42.050 mm (1.65551 in)
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216）シリンダヘッドの点検
1. 燃焼室のカーボン堆積物を取除き、劣化の有無、合わせ面の

腐食等を点検する。

2.  ストレートエッジ①とシクネスゲージ②を使用して、シリ
ンダヘッドの歪みを図の方向で点検する。限度値以上の場
合は、交換する。

シリンダヘッド歪み限度：
　0.1 mm（0.004 in）
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17）オイルポンプの点検
1.  マイクロメータ、シリンダゲージ、ディプスゲージ、シク

ネスゲージを使用し、下表に示す寸法を測定する。規定外
の場合はオイルポンプを交換する。

a

b

c

e

d

a

b

c

ポンプボディ

アウタロータ

インナロータ

シャフト

プランジャピストン

ガスケット

オイルポンプカバー

ピン

プランジャスプリング

使用限度
アウタロータとボディ間のクリアランスa：
　0.25 mm（0.0098 in）
アウタとインナのロータクリアランスb：
　0.16 mm（0.0063 in）
ロータとボディのサイドクリアランスc：
　0.11 mm（0.0043 in）（オイルポンプカバーの摩耗も含む）
アウタロータの高さd：
　14.96 mm（0.5890 in）
ポンプボディ内径e：
　40.8 mm（1.605 in）

2.  プランジャーピストンを押してスムーズに動くことを確認
する。押せない場合または戻ってこない場合はオイルポン
プを交換する。
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4st OIL
4st OIL
7

18） バルブの組付
1. バルブガイドにオイルを塗布し新品のバルブステムシール①

を組付ける。

2.  バルブ②、バルブスプリングシート③、バルブスプリング
④およびリテーナ⑤を図の順序で組付け、バルブスプリン
グコンプレッサ⑥を取付ける。

バルブスプリングコンプレッサ⑥：
　市販品

3.  バルブスプリング④を圧縮した状態で、細いマイナスドラ
イバにグリスを少量つけてコッタ⑦を組付ける。

4.  プラスチックハンマでリテーナ⑤を軽く叩き、コッタ⑦を
確実に固定させる。

吸気側：黒色
排気側：緑色

EX

6

7

5

4

2

3・  バルブ、スプリング等の関連部品は、取外した
順序で整理して並べておく。

・ アタッチメントは内径16.5 mmのものを使用
する。
・ バルブスプリングコンプレッサを使用しない場
合は、バルブの損傷を防ぐため、折りたたんだ
ウエスの上にシリンダヘッドを置いて作業する。
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19）カムシャフトの組付
1.  新品のオイルシール①の外周に4ストロークエンジンオイ

ルを塗布し、組付ける。

オイルシールアタッチメント：
　市販品

2.  オイルを塗布し、カムシャフト②を図の方向から組付ける。

3.  カムシャフト位置決めボルト③を規定トルクで締付ける。

LIT

GREASE

LIT

1

3

4st OIL
4st OIL

2

カムシャフト組付け前にオイルシールのリップ部
にリチウムグリスを塗布する。

LIT

GREASE

LIT

①オイルシール 50-68-9

スラストボルト：
9 N ･ m（7 lb ･ ft）［0.9 kgf ･ m］
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3

4

3
4

121

3

4

3
4

1
20）ロッカアームシャフトの組付
1.  ロッカアーム①、スプリング②、ワッシャ③およびカラー

④を図のように組付ける。

2.  ロッカアームシャフトアッセンブリをシリンダヘッドに組
付け、規定トルクで締付ける。

タイラップで各ロッカアームをまとめておくと組
付けやすい。

ロッカシャフトボルト：
　18 N ･ m（13 lb ･ ft）［1.8 kgf ･ m］

21）オイルポンプの組付
1.  ガスケット①をセットし、オイルポンプドライブシャフト

aとカムシャフトピンbの切欠き部を合せ、オイルポン
プ②を組付ける。

2. オイル通路cにエンジンオイルを約2 ml 給油する。

3. オイルポンプをM6ボルト4本で以下の順序と規定トル
クで締付ける。

 締付け順序：1 → 2 → 3 → 4

a

b

1

2

4st OIL
4st OIL

3

4

2

1

cc
4st OIL
4st OIL

オイルポンプボルト
　8 N ･ m（6 lb ･ ft）［0.8 kg ･ m］

MFS4050J_CH05_140729.indd   38 14.8.30   9:24:08 AM



5

5-394st 40/50  2014

5

1回目：
シリンダヘッドボルト (M10) 1～ 8

30 N ･ｍ（22 lb ･ ft）［3.0 kgf ･ m］
シリンダヘッドボルト (M8) 9～ 14

15 N ･ｍ（11 lb ･ ft）［1.5 kgf ･ m］
2回目：
シリンダヘッドボルト (M10) 1～ 8

60 N ･ｍ（44 lb ･ ft）［6.0 kgf ･ m］
シリンダヘッドボルト (M8) 9～ 14

30N ･ｍ（22 lb ･ ft）［3.0 kgf ･ m］

1

4

8

11

910

5 6

2

3

7

12

13

14

3.  新品のガスケットとシリンダヘッドを組付け、ボルトを図
の順序にて2回に分けて規定トルクで締付ける。

注 意 
・ シリンダヘッドガスケットは再使用せず、必ず新品
に交換する。
・ タイミングベルトを外した状態でタイミングプーリ
またはカムシャフトプーリを回さない。ピストンと
バルブが互いに干渉して損傷する恐れがある。

・ M10ボルトから開始してM8ボルトへ順番に、
2回に分けて規定トルクで締付ける。
・ シリンダヘッドを組付けた後、タイミングベル
トを組付け、バルブクリアランスを点検する。
手順は該当する項目を参照する。

4.  シリンダヘッドカバーを組付け、ボルトを締付ける。

3

2
1

4

56

87

1.  カムシャフトプーリを組付けた後、プーリ①の“●Ⅰ”マー
クaとシリンダヘッドの“▲”マークbを合せる。

2.  タイミングプーリ②の“▲”マークcとシリンダブロッ
クの“▲”マークdが合っていることを確認する。

＃1シリンダを圧縮上死点にする。

22）シリンダヘッドの組付 1

a
b

d

2

c

MFS4050J_CH05_140729.indd   39 14.8.30   9:24:11 AM



5-40

パワーユニット

4st 40/50  2014

23）シリンダブロックの分解
1.  サーモスタットカバー①、エキゾーストカバー②とボルト

を取外す。

2. オイルフィルタ③を取外す。

1

2

3

1

4
9

8

10

14

12

1615

11

13

5 6

2

3

7

1817

6

5

4

UP

1

a

7

7

7

オイルフィルタレンチ：
　P/N. 3AC-99090-0

3. クランクケースボルトを図の順序の逆順で数回にわけてゆ

るめ、クランクケースを取外す。18～ 1

4.  コンロッドボルト④とコンロッドキャップ⑤を取外し、ク
ランクシャフト⑥とオイルシールを取外す。

5. シリンダブロックとクランクケースからメタルベアリング
を取外す。

6. シリンダブロックからコンロッドとピストンアセンブリを
取外す。

7.  ピストンピンクリップ⑦およびピストンピンを取外し、ピ
ストンを取外す。

こぼれたオイルは、きれいに拭取る。

・ 取外したベアリングは混同させないように整理
して並べておく。
・ 各ピストンに対応シリンダの番号aを記入し
ておく。
・ コンロッドとキャップを混同させないようにす
る。取外した部品は、元の位置と向きに組立て
られるように整理して並べておく。
・ ピストンピンクリップは再使用せず、必ず新品
に交換する。

⑥ 再使用不可
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24）ドライブプーリの取外し
1.  クランクシャフトホルダ①を万力等でしっかり固定し、ク

ランクシャフトに差し込む。

2. ドライブプーリナット②を50 mmのソケットでゆるめ
る。

3. ドライブプーリナット②、ベルトガイド③、ドライブプー
リ④、キー⑤、オイルシール⑥を取外す。

1

2

3

4

56

LIT

GREASE

LIT

25）ドライブプーリの取付け
1.  クランクシャフトホルダ①を万力等でしっかり固定し、ク

ランクシャフトに差し込む。

2. オイルシールのリップ部分にリチュウムグリスを塗布し、
オイルシール⑥を組付ける。

3. キー⑤、ドライブプーリ④、ベルトガイド③、ドライブプー
リナット②を組付ける。

4. ドライブプーリナット②を50 mmのソケットで、規定ト
ルクで締付ける。

クランクシャフトホルダ①：
　P/N. 3KY-72815-0

クランクシャフトホルダ①：
　P/N. 3KY-72815-0

ドライブプーリナット②：
150 N ･ m（110 lb ･ ft）［15.0 kgf ･ m］

MFS4050J_CH05_140729.indd   41 14.8.30   9:24:19 AM



5-42

パワーユニット

4st 40/50  2014

26）ピストン外径の点検
1.  ピストン外径を規定箇所で測定する。限度値以下の場合は

交換する。

a

b

d

e

a
b
c

27）シリンダ内径の点検
1.  シリンダ内径（D1～D6）を測定箇所a、b、cにて、

各々D1、D3、D5　d（クランクシャフト方向）とD2、
D4、D6　e（クランクウェブ方向）を測定する。

2.  テーパ限度を以下のように計算する。限度値以上の場合は
シリンダブロックを交換する。

3.  真円度使用限度を以下のように計算する。限度値以上の場
合は、シリンダブロックを交換する。

28）ピストンクリアランスの点検
1.  限度値以上の場合は、シリンダブロックを交換するか、ピ

ストンとピストンリングをセットで交換、あるいは両方を
交換する。

注 )最大摩耗部分を測定のこと。

ピストン外径a：標準値
　69.97 mm（2.7547 in）
測定箇所b：
　ピストンスカート底部から12mm（0.47 in）上部

シリンダ内径（D1～D6）：標準値
　70.00 mm（2.7559 in）

ピストンクリアランス（シリンダ内径-ピストン外径）：
　0.020～0.055 mm（0.00079～0.00217 in）

テーパ限度：
　D1－D5（方向d）
　D2－D6（方向e）

真円度使用限度：
D2－D1（測定箇所a）
D6－D5（測定箇所c）

a　15mm（0.6in）
b　40mm（1.6in）
c　65mm（2.6in）

d　クランクシャフト方向
e　クランクウェブ方向

使用限度：
　69.90 mm（2.7520 in）

使用限度：
　70.06 mm（2.7583 in）

使用限度：
　0.08 mm（0.0031 in）

使用限度：
0.06 mm（0.0024 in）

使用限度：
　0.150 mm（0.00591 in）
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b

c

29） ピストンリングサイドクリアランスの点検
1.  ピストンリングサイドクリアランスを測定する。限度値以上

の場合は、ピストンとピストンリングをセットで交換する。

ピストンリングサイドクリアランス：
　トップリングa：0.04～0.08 mm（0.0016～0.0031 in）
　セカンドリングb：0.04～0.08 mm（0.0016～0.0031 in）
　オイルリングc：0.03～ 0.13 mm（0.0012～ 0.0051 in）

オイルリングはトップまたはセカンドリング交換
時に同時交換。

30）ピストンリングの点検
1 リングゲージ70.000 mm（2.75591 in）の中へ、ピ

ストンリング①を平行に押し込む。シリンダーボアの最上
部または、最下部の摩耗していない部分を測定する。

2.  リングゲージがない場合は、ピストンクラウンでピストン
リング①をシリンダに平行に押し込む。

3.  ピストンリング合口すき間aを測定する。限度値以上の
場合は交換する。

a

1ピストンリング合口すき間a：
　トップリング：0.20～ 0.35 mm（0.0079～ 0.0138 in）
　セカンドリング：0.35～ 0.50 mm（0.0138～ 0.0197 in）
　オイルリング：0.20～ 0.70 mm（0.0079～ 0.0276 in）

使用限度
　トップリングa：0.10 mm（0.0039 in）
　セカンドリングb：0.10 mm（0.0039 in）
　オイルリングc：0.15 mm（0.0059 in）

使用限度：
　トップリング：0.55 mm（0.0217 in）
　セカンドリング：0.70 mm（0.0276 in）
　オイルリング：1.00 mm（0.0394 in）
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33）コンロッド大端部サイドクリアランスの点検
1.  コンロッド大端部サイドクリアランスaを測定する。限

度値以上の場合は、コンロッドまたはクランクシャフト、
あるいは両方を交換する。

a

a32）コンロッド小端部内径の点検
1.  コンロッド小端部内径aを測定する。限度値以上の場合

はコンロッドを交換する。

コンロッド小端部内径a：標準値
　17.012 mm（0.66976 in）

コンロッド大端部サイドクリアランスa：
　0.10～0.20 mm（0.0039～0.0079 in）

2.  ピストンピン穴内径aを測定する。限度値以上の場合は
ピストンを交換する。 a

31）ピストンピンの点検
1.  ピストンピン外径を測定する。限度値以下の場合はピスト

ンピンを交換する。

ピストンピン外径：標準値
　17.000 mm（0.66924 in）

使用限度：
　16.970 mm（0.66811 in）

ピストンピンとピン穴のクリアランス
（ピストンピン穴内径 - ピストンピン外径）：
　0.002～ 0.012 mm（0.00008～ 0.00047 in）

使用限度：
　0.040 mm（0.00157 in）

使用限度：
　17.040 mm（0.67087 in）

使用限度：
　0.30 mm（0.0118 in）

3.  ピストンピンとピン穴のクリアランスを計算する。限度値
以上の場合はピストンピンまたはピストンを交換する。

ピストンピン穴a内径：標準値
　17.005 mm（0.66949 in）

使用限度：
　17.012 mm（0.66976 in）
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34）クランクシャフトの点検
1.  クランクシャフトジャーナル外径a、クランクピン外径

bを測定する。限度値以下の場合はクランクシャフトを交
換する。

a
a a a

b
b

b

クランクシャフトジャーナル外径a：標準値
　39.97 mm（1.5744 in）
クランクピン外径b：標準値
　37.99 mm（1.4957 in）

2.  クランクシャフトの振れ幅を測定する。限度値以上の場合
は、クランクシャフトを交換する。

クランクシャフト振れ幅限度：
　0.05 mm（0.0020 in）

 規定外の場合は、クランクケース（シリンダ側）の幅d及
びクランクシャフトの幅cを測定し、いずれかを交換する。

3.  サイドクリアランス

c

d

サイドクリアランス：
0.05～ 0.25 mm（0.0020～ 0.0098 in）

クランクシャフト幅c：標準値
　24.05～ 24.10 mm（0.9468～ 0.9488 in）
クランクケース幅d：標準値
　23.95～ 24.00 mm（0.9429～ 0.9449 in）

使用限度
クランクシャフトジャーナル外径a：
　39.97 mm（1.5736 in）以下は交換
クランクピン外径b：
　37.97 mm（1.4949 in）以下は交換

使用限度：
　0.50 mm（0.0197 in）
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コンロッドボルト：
　1回目：15 N ･ m（11 lb ･ ft）［1.5 kgf ･ m］
　2回目：30 N ･ m（22 lb ･ ft）［3.0 kgf ･ m］

6. コンロッドボルトを2回に分けて規定トルクで締付ける。

35）クランクピンオイルクリアランスの点検
1. コンロッドおよびメタルベアリングを清掃する。メタルベ

アリングを再組付けする。

2.  シリンダブロックを逆さにして作業台に置く。コンロッド
①にピストンを組付けシリンダブロックに組付ける。

3. クランクシャフトをシリンダブロックに組付ける

4.  プラスチゲージ③を各クランクピン④に、クランクシャフ
トと平行になるように置く。

5. コンロッドとキャップ②をクランクピン④に組付ける。

a

b

34

1

1

2

ピストンリングは組付ない状態で組付ける。

プラスチゲージ③をクランクピン④のオイル穴上
⑤に置かない。

オイルクリアランスの測定が完了するまでは、コ
ンロッド、クランクシャフトを動かさない。

・ 各キャップは、必ずマークが向き合うように組付
ける。（a）
・ コンロッドの●マークbがクランクシャフトのフ
ライホイール側に向いていることを確認する。

7.  コンロッドキャップを取外し、各クランクピン上のプラス
チゲージのつぶれ幅を測定する。限度値以上の場合はコン
ロッドまたはクランクシャフトを交換する。

c

c プラスチゲージ

クランクピンオイルクリアランスc：
　0.020～0.045 mm（0.00079～0.00177 in）

使用限度：
　0.060 mm（0.00236 in）
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36） クランクシャフトメインジャーナルオイル 
クリアランスの点検

1.  ベアリング、クランクシャフトメインジャーナル、クランク
ケースとシリンダブロックのベアリング取付面を清掃する。

2. シリンダブロックのシリンダヘッド側を下にして作業台に
置く。

3.  ベアリング①とクランクシャフト②をシリンダブロック③
に組付ける。

4.  プラスチゲージ④を各クランクシャフトメインジャーナル
に、クランクシャフトと平行になるように置く。

5. ベアリングをクランクケースに組付ける。

6. シリンダブロックにクランクケースを組付ける。

7.  クランクケースボルトを図の順序で2回に分けて、規定ト
ルクで締付ける。

2

a 1

3

4

1

4
9

8

10

14

12

1615

11

13

5 6

2

3

7

1817

・ 各ベアリングは、必ず元と同じ位置に組付ける。
・ ベアリングの突起部をクランクケースの溝に合
せて組付ける。

プラスチゲージを、クランクシャフトメイン
ジャーナルのオイル穴上に置かない。

・ 各ベアリングは、必ず元と同じ位置に組付ける。
・ ベアリングの突起部aをシリンダブロックの
溝に合せて組付ける。

1回目：
1～ 8  クランクケースボルト (M8)
15 N ･ m（11 lb ･ ft）［1.5 kgf ･ m］
9～ 18  クランクケースボルト (M6)
6 N ･ m（4 lb ･ ft）［0.6 kgf ･ m］

2回目：
1～ 8  クランクケースボルト (M8)
24 N ･ m（17 lb ･ ft）［2.4 kgf ･ m］
9～ 18  クランクケースボルト (M6)
11.5 N ･ m（8.5 lb ･ ft）［1.15 kgf ･ m］
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a
b

b

8.  ボルトを数回にわけて逆順でゆるめる。クランクケースを取
外して、各メインジャーナル上のプラスチゲージのつぶれ幅
を測定する。限度値以上の場合はベアリングを交換する。

mm in

クランクシャフトメインジャーナルオイルクリアランス：
　0.020～0.041 mm（0.00079～0.00161 in）

規定値以下の場合は、次ページの内径コードに間
違いがないか確認する。

a 内径コード          b 外径コード

2 2 2 2
I II III IV

a

使用限度：
　0.060 mm（0.00236 in）

37）シリンダ /クランクケースメタルベアリングの選択
1. 下記に記された、ベアリングホルダ内径コードaと、ク

ランクシャフトジャーナル部外径コードbを確認する。
 シリンダ上部に各ベアリングホルダ部の内径を示す内径

コードaが打刻してある。内径により次の3種類がある。

コード 内径
1 44.000～ 44.004 mm (1.73228～ 1.73244 in)
2 44.005～ 44.009 mm (1.73248～ 1.73263 in)
3 44.010～ 44.014 mm (1.73267～ 1.73283 in)

 また、クランクシャフト上部に各クランクシャフトジャー
ナル部の外径を示す外径コードbが打刻してある。

コード 外径
A 39.996～ 40.000 mm (1.57464～ 1.57480 in)
B 39.971～ 39.975 mm (1.57444～ 1.57460 in)
C 39.986～ 39.990 mm (1.57425～ 1.57441 in)
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2. 下記のクランクジャーナルメタルベアリング嵌合表を参照
し、適合するメタルベアリングを選択する。

コード 1 2 3
A 茶 茶 黒
B 茶 黒 黒
C 黒 黒 青

 クランクジャーナルメタルベアリング厚み

品番 色 厚さ

3KY-07707-0 茶
1.996～ 2.000 mm

 (0.07858～ 0.07874 in)

3KY-07708-0 黒
2.000～ 2.005 mm

 (0.07874～ 0.07894 in)

3KY-07750-0 青
2.005～ 2.010 mm

 (0.07894～ 0.07913 in)

38）コンロッドメタルベアリングの選択
1. 右図に示された、コンロッド内径コードaとクランクピ

ン外径コードbを確認する。
 各コンロッドとキャップの合わせ位置に内径コードaが

刻印されている。
 内径により3種類のコードがある。

コード 内径
1 41.000～ 41.006 mm (1.61417～ 1.61441 in)
2 41.007～ 41.012 mm (1.61445～ 1.61464 in)
3 41.013～ 41.018 mm (1.61468～ 1.61488 in)

このコードはシリンダの番号を表わしているので
はない。

 また、クランクシャフト上部に各クランクピン外径コード
bが打刻してある。

コード 外径
X 37.996～ 38.000 mm (1.49590～ 1.49606 in)
Y 37.991～ 37.995 mm (1.49571～ 1.49586 in)
Z 37.986～ 37.790 mm (1.49551～ 1.49567 in)

2. 下記のコンロッドメタルベアリング嵌合表を参照し、適合
するメタルベアリングを選択する。

コード 1 2 3
X 茶 茶 黒
Y 茶 黒 黒
Z 黒 黒 青

a

b

b

a
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 コンロッドメタルベアリング厚み

品番 色 厚さ

3KY-00080-0 茶
1.491～ 1.495 mm

(0.05870～ 0.05886 in)

3KY-00081-0 黒
1.495～ 1.500 mm

(0.05886～ 0.05906 in)

3KY-00082-0 青
1.500～ 1.505 mm

(0.05906～ 0.05925 in)

39）ピストンとコンロッドの組付け
1.  ピストン①に、コンロッド②、ピストンピン③、ピストン

ピンクリップ④を組付ける。

注 意 

ピストン表面に傷を付けたり、リングを破損しないよ
うに注意して作業する。

UP

# 1
# 2

# 4
# 5

# 3

1T

2T

UP

#2
#4

#3

#1#5

45° 45°

d

d

2.  エキスパンダ⑤（#4）をオイルリング溝に入れ、リング合
口が右図の様に正しく突き合った状態になったことを確認
する。

3.  エキスパンダ⑤（#4）の合せ目を親指で抑えながら、上
部サイドレール（#3）の端部をエキスパンダ⑤（#4）合
口から左へ90 ﾟずらして組込む。

4.  下部サイドレール（#5）を同じく合口から右へ90 ﾟずら
して組込む。

5.  セカンドリング（#2テーパ）およびトップリング（#1）
をピストンに組付ける。トップリング（#1）およびセカ
ンドリング（#2）のメーカマークd（T）を各々上側にし
て組付ける。

6. 右図のようにピストンリングの合口をずらす。

5

5

UP

4

4

3

2

1
b

c

a

・ コンロッドの“凸”マークaとピストンの“UP”
マークbを同じ向きに合せる。
・ ピストンピンクリップは必ず新品を使用し、図
のようにクリップの合口をピストンピン溝cか
らずらす。
・ 各コンロッドキャップは、必ず元のコンロッド
に組付ける。

・ 各ピストンリングの合口はピストンのスラスト
方向、ピストンピン方向を避けてセットする。
・ ピストンリング組付け後、各々スムーズに動く
ことを確認する。
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9.  ベアリングの片側⑦をシリンダブロック⑧およびにコン
ロッドに組付ける。

10.  ベアリング、クランクシャフトにエンジンオイルを塗布（○）
する。

11.  図のように、クランクシャフト⑨およびオイルシール⑩、
⑪をシリンダブロックに組付ける。

7.  ピストン①の“UP”マークをフライホイール側にし、ピス
トンスライダ⑥にピストンをセットし、シリンダに組付け
る。

ピストンスライダ⑥：
　P/N. 3KY-72871-0

UP

6

1

6

1

e7

8

9

0

q

LIT

GREASE

LIT
LIT

GREASE

LIT

組付け前に、ピストン外周面、ピストンリングと
ピストンスライダにエンジンオイルを塗布する。

・ 各ベアリングは、必ず元と同じ位置に組付ける。
・ ベアリングの突起部eをシリンダブロックの溝
に合せて組付ける。

・ 組付け前に、オイルシールのリップ部にグリス
を塗布する。
・ 各コンロッドキャップは、必ず元のコンロッド
に組付ける。

12.  メタルベアリングを組付けたコンロッドキャップ⑫をコン
ロッドに組付け、コンロッドボルト⑬を2回に分けて規定
トルクで締付ける。

コンロッドボルト⑬：
1回目：15 N ･ m（11 lb ･ ft）［1.5 kgf ･ m］
2回目：30 N ･ m（22 lb ･ ft）［3.0 kgf ･ m］

f

e

w

・ コンロッドキャップとコンロッドの合せマーク
fを合せる。

8.  シリンダのメタルベアリングホルダ面とベアリングの接置
面を脱脂する（X）。

MFS4050J_CH05_140729.indd   51 14.8.30   9:24:42 AM



5-52

パワーユニット

4st 40/50  2014

18.  オイルフィルタを組付ける前に、オイルフィルタボルトの
オイル通路gにエンジンオイルを少量入れる。 g

16. シリンダブロックにクランクケースを組付ける。

17.  クランクケースボルトを図の順序で先にM8ボルトを、次
にM6ボルトを規程トルクの約半分で締付ける。

 その後、M8ボルト、M6ボルトの順で規定トルクで締付
ける。

13. クランクケースのベアリングホルダ面とベアリングの接置
面を脱脂し、クランクケースにベアリングの片側を組付け
る。

15. シール剤をクランクケースの合せ面（片面）に塗布する。

518
LT518

518

518
LT518

518

・ 各ベアリングは、必ず元と同じ位置に組付ける。
・ ベアリングの突起部をクランクケースの溝に合
せて組付ける。
・ クランクケースジャーナルベアリングのベアリ
ングホルダ面とベアリングの接置面を脱脂す
る。

・シリンダとクランクケース合せ面は脱脂する。
・ シール剤がベアリングに付着しないように注意
する。
・ ロックタイト518の塗布はクランクケースの
合わせ面（片面）に塗布し、はみ出しに注意する。
・ ロックタイト518の塗布は途切れる事のない
ように、また太さ約2 mmになるように塗布
する。

14.  ベアリングに4ストロークエンジンオイルを塗布する。

1回目：
1～ 8  クランクケースボルト (M8)
15 N ･ m（11 lb ･ ft）［1.5 kgf ･ m］
9～ 18  クランクケースボルト (M6)
6 N ･ m（4 lb ･ ft）［0.6 kgf ･ m］

2回目：
1～ 8  クランクケースボルト (M8)
24 N ･ m（17 lb ･ ft）［2.4 kgf ･ m］
9～ 18  クランクケースボルト (M6)
12 N ･ m（8.5 lb ･ ft）［1.2 kgf ･ m］

1

4
9

8

10

14

12

1615

11

13

5 6

2

3

7

1817
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20.  サーモスタットおよび新品のガスケットとサーモスタット
カバー⑭、エキゾーストカバー⑮を組付ける。

21. シリンダヘッドを組付ける。

r

t

組付け手順は「シリンダヘッドの組付」を参照。

19.  オイルフィルタを組付け、オイルフィルタレンチを使用し、
規定トルクで締付ける。

オイルフィルタレンチ：
　P/N. 3AC-99090-0

オイルフィルタ：
　18 N ･ m（13 lb ･ ft）［1.8 kgf ･ m］

4 OIL

4st OILオイルフィルタを組付ける前に、Ｏ－リングにエ
ンジンオイルを薄く塗布する。
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40）パワーユニットの組付
1.  パワーユニットの合せ面を清掃し、ダウエルピン①と新品

のガスケット②を組付ける。

2.  パワーユニット③を組付け、ボルト④を2～3回に分け
て規定トルクで締付ける。

パワーユニット取付ボルト：
1回目：15 N ･ m（11 lb ･ ft）［1.5 kgf ･ m］
2回目：30 N ･ m（22 lb ･ ft）［3.0 kgf ･ m］

4.  冷却水（フュエルクーラ）ホース⑥およびフュエルホース
⑦、フラッシングホース⑧を接続する。

5. オイルレベルゲージ⑨を組付ける。

2
11

54

3

3.  エプロン⑤を組付ける。

7
8

7
8

6. リンクやケーブル等、摺動パーツにグリスを塗布し、ケー
ブルジョイントをピンで取付ける。

7. ニュートラルスイッチの配線を接続する。

69 69
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プラスバッテリコードナット：
4 N ･ m（3 lb ･ ft）［0.4 kgf ･ m］
PTTモータリード線ボルト：
4 N ･ m（3 lb ･ ft））［0.4 kgf ･ m］

8.  PTTスイッチカプラ⑩、PTTモータリード線⑪を組付け
る。

9.  コネクタ⑫（3組）を接続し、ケーブルターミナルホルダ
⑬内に収納し、ホルダーカバーを取付ける。

10.  バッテリコード⑭の配線を接続する。

推奨エンジンオイル：
　4ストロークエンジンオイル
　API：SH、SJ、SL
　SAE：10W-30、10W-40
エンジンオイル量：
　（オイルフィルタ含まず）：2.2L
　（オイルフィルタ含む）：2.4L

OIL

フライホイールナット：
150 N ･ m（108 lb ･ ft）［15.0 kgf ･ m］

フライホイールプーラキット：
　P/N. 3T1-72211-0

注 意 

図のように矢印の方向に力を加え、フライホイールホ
ルダが外れないように注意して作業する。

11. キーと、フライホイールを組付ける。

12. フライホイールカバーを組付ける。

13. エンジンオイルを規定量給油する。

w

e

qq

00

rr
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スライドハンマキット
P/N. 3AC-99080-0

フォワード（A）ギヤベアリング
アウタレースの取外し

ローラベアリングアタッチメント
P/N. 3KZ-99710-2
プロペラシャフトハウジング 

ローラベアリングの取外し、取付け

ø28.6 x ø22 x ø17 x H75.5

ピニオン（B）ギヤの 
高さ合せ

シミングゲージ
P/N. 3KY-72250-0

バックラッシュ測定時の 
ダイヤルゲージ取付用

ダイヤルゲージプレート
P/N. 3B7-72729-0

ピニオン（B）ギヤナットの 
取外し、取付け

ベベルギヤBナットレンチ
P/N. 346-72231-0

17

ピニオン (B) ギヤナットの 
取外し、取付け

べベルギヤBナットソケット
P/N. 346-72232-0

ベベルギヤベアリング 
インストールツール
P/N. 3C8-72719-0

フォワード（A）ギヤ 
ベアリングの取付け

フォワード（A）ギヤ、ピニオン（B）
ギヤバックラッシュ測定

バックラッシュメジャリング 
ツールキット

P/N. 3B7-72234-1

隙間の測定

シクネスゲージ
P/N. 353-72251-0

ドライバロッド
P/N. 3AC-99702-0

プロペラシャフトハウジング
ベアリングの取付け取外し

リバース（C）ギヤ / 
ベアリングの取外し

ユニバーサルプーラプレート
P/N. 3AC-99750-0

プロペラシャフトハウジング
の取外し

プロペラシャフトハウジング 
プーラAss'y

P/N. 3A3-72259-0

べベルギアベアリングプーラAss'y
P/N. 3B7-72755-0

フォワード（A）ギヤベアリング
アウタレースの取外し

ø100 x ø79.5 x ø51.5 x ø61.5

センタープレート
P/N. 3AC-99701-0

プロペラシャフトハウジング 
ベアリングの取付け、取外し

3B7-72731-0

3B7-72732-0

ベアリングアウタプレスキット
P/N. 3B7-72739-1

フォワード（A）ギヤベアリング
アウタレースの取付け

1. 特殊工具

バックラッシュの測定

バックラッシュメジャリング 
ツールクランプ

P/N. 3B7-72720-0
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スプリングピンの取付け

スプリングピンツールB
P/N. 345-72228-0 (ø3.0)

ギヤケースニードルベアリング
の取付け取外し

ドライバロッド
P/N. 3AB-99702-0

ギヤケースニードルベアリング
の取付け取外し

ローラベアリングアタッチメント
P/N. 3KY-99710-0

ギヤケースニードルベアリング
の取付け取外し

ベアリングアタッチメント
P/N. 3KY-99905-0

ø28.3 x ø22.15 x ø20 x H128 ø89 x ø100 x ø52.5

クラッチピン止輪取付け

クラッチピンスナップツール
P/N. 3KY-72229-0

スプリングピンの取外し

スプリングピンツールA
P/N. 345-72227-0 (ø3.0)
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50 N·m (37 lb·ft) [5.0 kgf·m]

P/L Fig. 112. パーツレイアウト
ギヤケース (ドライブシャフト )

TB1373B1373B1373B

1373B
TEF
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LIT
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LIT

TB13421342

1342
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OBM

TB1401

1401
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1-1 ウォータパイプ (L) 1 for Transom "L"
1-2 ウォータパイプ (S) 1 for Transom "S"
1-3 ウォータパイプ (UL) 1 for Transom "UL"
2 ウォータパイプシール ( アッパ ) 1
3 ロックプレート 1
4 ウォータパイプオウキシリアリマウント 1
5 ボルト 2 M6 L=12mm
6 ギヤケースアッシ 1
7 ローラベアリング 1
8 プラグ 8-8 2
9 ガスケット 8.1-15-1 2
10 トリムタブ 1
11 ボルト 1 M8 L=20mm
12 ウォータストレーナセット 1
13 ナイロンナット 4-P0.7 1 再使用不可

14 スクリュ 1
15 ウォータシールラバー 1
16 ウォータシールプレート 1
17 アノード 2
18 ボルト 1 M6 L=25mm
19 ナイロンナット 6-P1.0 1 再使用不可

20 ベベルギヤ B 1
21 ナット ベベルギヤ B 1
22-1 カムロッド (UL) 1 for Transom "UL"
22-2 カムロッド (L) 1 for Transom "S"&"L"
23 ナット 1 M6 
24 クラッチカム 1
25 スプリングピン 3-12 2
26 カムロッドブッシング 1
27 Oリング 2.4-5.8 2 再使用不可

28 Oリング 3.5-21.7 1 再使用不可

29 ボルト 1 M6 L=12mm
30 ストッパ ドライブシャフトハウジング 1
31-1 ドライブシャフト (S) 1 for Transom "S"
31-2 ドライブシャフト (UL) 1 for Transom "UL"
31-3 ドライブシャフト (L) 1 for Transom "L"
32 テーパローラベアリンク 1 再使用不可

33 ドライブシャフトスプリング 1
34 ドライブシャフトスプリングガイド 1
35-1 シム 41-51.5-0.1 A t=0.1
35-2 シム 41-51.5-0.15 A t=0.15
35-3 シム 41-51.5-0.3 A t=0.3
35-4 シム 41-51.5-0.5 A t=0.5
36 ウォータポンプインペラ 1
37 キー ポンプインペラ 1
38 ポンプケース ( アッパ ) 1
39 ポンプケースライナ 1
40 ウォータパイプシール ( ロワ ) 1
41 ポンプケースアッシ ( ロワ ) 1
42 オイルシール 17-33-6 2 再使用不可

43 シム 32.9-26-0.5 A
44 ガイドプレートガスケット 1 再使用不可

45 ポンプケースガスケット 1 再使用不可

46 ダウェルピン 4-10 2 Pump Case Lower
47 Oリング 3.2-47 1 再使用不可

48 ウォータポンプガイドプレート 1
49 ボルト 4 M8 L=55mm
50 ボルト 5 for Transom "S"&"L"
51 ナット 10-P1.25 5 for Transom "UL"
52 ワッシャ 5 M10
53 ダウェルピン 6-12 2 Gear Case

必要に応じて選択
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35 N·m (26 lb·ft) [3.5 kgf·m]

P/L Fig. 12ギヤケース (プロペラシャフト )

OIL

GEARGEAR

GEAR

LIT

GREASE

LIT

GREASE

OBMOBM

OBM

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

1 ベベルギヤアッシ (A) 1
2-1 シム 36-44-0.1 A t=0.1
2-2 シム 36-44-0.15 A t=0.15
2-3 シム 36-44-0.3 A t=0.3
3 テーパーローラベアリング 32007 1 再使用不可

4 ベベルギヤ C 1
5 ワッシャ 22.1-26-3 1
6 プロペラシャフト 1
7 クラッチ 1
8 ピン クラッチ 1
9 スナップ クラッチピン 1
10 スプリング クラッチ 1
11 スプリングリテーナ クラッチ 1
12 プッシュロッド クラッチ 1
13 ボール スチール 3/8 1
14 プロペラシャフトハウジングアッシ 1
15 ローラベアリング 1 再使用不可

16 ボールベアリング 6007 1 再使用不可

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

17 Oリング 1 再使用不可

18 オイルシール 22-37-8 2 再使用不可

19 ボルト 2 M8 L=30mm
20-1 プロペラアッシ (7") 1 OPT  4 x 290 x 180
20-2 プロペラアッシ (9") 1 OPT  3 x 311 x 229
20-3 プロペラアッシ (11") 1 OPT  3 x 290 x 279
20-4 プロペラアッシ (12") 1 OPT  3 x 283 x 305
20-5 プロペラアッシ (13") 1 40ps STD  3 x 277 x 330
20-6 プロペラアッシ (14") 1 50ps STD  3 x 279 x 356
20-7 プロペラアッシ (15") 1 OPT  3 x 278 x 381
20-8 プロペラ 16 1 OPT  3 x 406 x 279
20-9 プロペラ 17 1 OPT  3 x 432 x 280
21 プロペラハードウェアキット 1
22 スラストホルダ プロペラ 1
23 スプリットピン 3-25 1
24 ストッパ プロペラ 1
25 ワッシャ 17-32-3 1
26 プロペラナット 1

必要に応じて選択
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5

1 スプリットピン
2 プロペラナット
3 ワッシャ
4 ストッパ
5 プロペラ
6 スラストホルダ

6

4 32

1

5

3. 点検項目

警 告 

・ プロペラを脱着するときは必ず先にバッテリコード
をバッテリから外し、ストップスイッチのロックプ
レートを取外す。
・ プロペラを脱着するときは、直接手でプロペラを持
たない。
・ 木片等をキャビテーションプレートとプロペラの間
にはさみ、プロペラを脱着する。

1）ギヤオイルの排出
1. ギヤオイルを排出する。「3章　ギヤオイルの交換」参照

2）プロペラの取外

1.  ギヤシフトを前進（F）にする。

・ ギヤオイルを全て排出させ、ギヤオイルの中に
金属片が混じっていないかを確認する。
・ ギヤオイルの色に注意する。白やクリーム色の
場合はギヤオイルに水が入っていることが考え
られる。
・ 以上の点に注意し、ギヤ、オイルシールやガス
ケット等の損傷の有無や分解点検の確認の参考
にする。

2. プロペラ5が回らないように、木片等をキャビテーショ
ンプレートとプロペラ5との間にはさむ。スプリットピ
ン1を抜き、プロペラナット2をゆるめ、次にプロペラ
5を取外す。
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3）ロワユニットの取外

3.  トリムタブを取外し、ロワユニット取付けボルト (5本 )
を外し、ロワユニットAss'y を下方に引く。

警 告 

船外機をチルトアップして作業する場合は、チルトス
トッパを使用して確実に固定する。

1. シフトを前進（Ｆ）に入れてシフトロッドを上げておく。

2.  シフトロッドとカムロッドを接続しているシフトロッド
ジョイントのナットを緩めて接続を外す。

・ ロワユニットの取外しは、パワーユニットを本
機から取外す必要はない。
・ ロワユニットを船外機から取外す際は、エンジ
ンをチルトアップさせてから作業を行うとロワ
ユニットを脱着させやすい。

注 意 

ロワユニットを引抜く場合は床に落とさないよう、さ
さえながら引抜く。

1

1 トリムタブ 
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1

3

2

6

5

a

b

5 Oリング 再使用不可

4）カムロッドの分解
1. ストッパを取外しカムロッドブッシングを抜出し、カム

ロッドをギヤケースから取出す。

カムロッドブッシングを取外す際はブッシングの
溝にドライバ等を差込み、持上げるようにして
抜出す。

スプリングピンツールA 3（φ3.0）：
P/N. 345-72227-0

3. カムロッドブッシング6より0リング5を取外す。

2. シフトロッドジョイント1、クラッチカム2を取外す。

5）クラッチカムの点検
1. 摩耗・傷等がないか点検する。
 必要に応じて交換する。

クラッチカムはクラッチのプッシュロッドとの当
り面aの摩耗や、外周bの縦傷に注意する。
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2 1

3

OIL

GEARGEAR

GEAR

GREASE

OBMOBM

OBM

5

1

4

6

8

4

8

1

OIL

GEARGEAR

GEAR

GREASE

OBMOBM

OBM

23 Oリング 再使用不可

8 スプリングピン 再使用不可

スプリングピンツール B 7 (ø3.0) : 
P/N. 345-72228-0

6）クラッチカムの組立
1. カムロッドブッシング1に0リング2.4-5.82、0リン

グ3.5-21.73を組付ける。

2. カムロッド4にカムロッドブッシング1、シフトロッド
ジョイント5、クラッチカム6を組付ける。

3. スプリングピン8を打込む。

注 意 

スプリングピン8はクラッチカムよりはみださない
様に確実に打込む。
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88

7

6

55

6

7

11

1

2

3

4

6

7

8

7）ウォータポンプの取外
1. ポンプケース（アッパ）にある取付ボルトをゆるめ、ポン

プケース（アッパ）1－2－3－4を取外す。

ポンプケース（ロワ）を取外す際はケースにある
溝にマイナスドライバを差込み、ゆっくりこじ開
けてポンプケース（ロワ）を取外す。

3. ガイドプレート6、ガスケット7、ポンプケース（ロワ）
8を取外す。

2. ウォータポンプインペラキー5を取外す。

MFS4050J_CH06_140715.indd   11 7/15/14   2:42:44 PM



6-12

ロワユニット

4st 40/50  2014

8）ウォータポンプの点検
1. ポンプケースライナ1、ガイトプレート2に変形や摩耗

等ないか点検する。
 必要に応じて交換する。

2. ポンプインペラ3にクラック・破損・摩耗等ないか点検
する。

 必要に応じて交換する。

9）ウォータパイプの点検
1. ドライブシャフトハウジングからウォータパイプ1を取

外す。
 7章の「ドライブシャフトの分解」を参照。

2. ウォータパイプ1に腐食や変形、詰まりがないか点検する。

3. インペラキー4及びキー溝に摩耗がないか点検する。
 必要に応じて交換する。

・ インペラは充分な水が無い状態で回転した場
合、インペラに光沢があったり溶解している事
がある。
・ インペラの表面に異状が無いように見えても、
インペラのゴムがインペラ中心のハブから剥離
している事がある。
・ ガイドプレートにインペラとの摩耗溝が
0.5mm以上発生した場合交換する。

GREASE

OBMOBM

OBM

GREASE

OBMOBM

OBM

LIT

GREASE

LIT

1

3

24

1
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11) ウォータポンプケース（ロワ）の組立
1. オイルシール1とシム2を取付け、適切なマンドレル3

を用いてプレスで圧入する

32.5mm

1

3

1

1

1

2

1

2

GREASE

OBMOBM

OBM

OIL

GEARGEAR

GEAR
リップ 外周 

OIL

GEARGEAR

GEAR

GREASE

OBMOBM

OBM

10) ウォータポンプケース（ロワ）の分解
1. マイナスドライバ等を使用してオイルシール1を取外す。

1

・ オイルシールは2個使用している。オイルシー
ルとオイルシールの間にはシムがあるので注
意する。
・ オイルシール圧入面にキズを付けないように注
意する。

・ オイルシール組付の際はオイルシール外周面に
ギヤオイルを塗布する。
・ オイルシールリップ面にはOBMグリスを塗布
する。
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12) プロペラシャフトハウジングAss'y の取外
1. 取付ボルト1をゆるめボルトを取外す。

1

2. プロペラシャフトハウジングプーラ2を使用し、ハウジ
ングのOリングが外れるところまでハウジングを引抜く。 2

3

3. プロペラシャフトを保持してプロペラシャフトハウジング
Ass'y を完全に引抜く。

プロペラシャフトハウジングAss'yを引抜く際に
クラッチプッシュロッドやスチールボールを落と
さないように注意して取出す。

プロペラシャフトハウジングプーラAss'y 2 : 
P/N. 3A3-72259-0

3プロペラシャフトハウジングAss'y
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4
3. オイルシール4に摩耗・亀裂等ないか点検する。
 必要に応じて交換する。

13) プロペラシャフトハウジングAss'y の分解
1. プロペラシャフトAss'y1を引抜く。

2. マイナスドライバ3を使用しリバース（C）ギヤ2を取
外す。 1

2

3

5

4. ベアリング5を取外す。

プロペラシャフトハウジングの加熱はヒートガン
やヒートランプで行ってもできる。 5 ベアリング 再使用不可

注 意 

約60～70℃の熱湯にてプロペラシャフトハウジン
グを加熱してベアリング5を取外す。

注 意 

やけどに注意する。

MFS4050J_CH06_140715.indd   15 7/15/14   2:42:49 PM



6-16

ロワユニット

4st 40/50  2014

オイルシール取外しは、ハウジングに傷を付けな
いようにする。

5. プレスを使用し、オイルシール4とニードルベアリング
6を同時に外す。

・ 取外す前にニードルベアリングのガタまたは振
れの有無を点検する。必要に応じて交換する。
・ アタッチメントはOリングがついていない側を
ニードルベアリングに向ける。

6. オイルシールのみを取外す場合はマイナスドライバ等でこ
じて取外す。

8

7

6

4

9

4 オイルシール 再使用不可
6 ニードルベアリング 再使用不可

ローラベアリングアタッチメント7 : 
P/N. 3KZ-99710-0
ドライバロッド 8 : 
P/N. 3AC-99702-0
センタープレート 9 : 
P/N. 3AC-99701-0

14) プロペラシャフトハウジングの点検
1. 洗浄しクラック等がないか点検する。
 必要に応じて交換する。

2. リバース（C）ギヤの歯部及びドッグ部にクラック・異常
摩耗等ないか点検する。

 必要に応じて交換する。

3. ベアリングに異常はないか点検する。
 必要に応じて交換する。
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15) プロペラシャフトハウジングの組立

1. プレスを使用し新品のニードルベアリング4をプロペラ
シャフトハウジングに規定の深さまで組付ける。

b

1

X X
X X X X X X

a

OIL

GEARGEAR

GEAR

3

2

4

・ ニードルベアリングはメーカ刻印aをツール側
にして組付ける。
・ ローラベアリングアタッチメント2はドライ
バロッド1にすき間がないように手で軽くね
じ込む。
・ ローラベアリング取付面は汚れを落としギヤオ
イルを塗布してから組付ける。

4 ローラベアリング 再使用不可

ローラベアリングアタッチメント 2 : 
P/N. 3KZ-99710-0
ドライバロッド 1 : 
P/N. 3AC-99702-0
センタープレート 3 :
P/N. 3AC-99701-0

OIL

GEARGEAR

GEAR

組付深さ b : 
57.3 ～ 57.7 mm (2.256～ 2.272 in)

注 意 

ギヤケース・プロペラシャフト・ベアリング・ハウジ
ング・リバース（C）ギヤのいずれかを交換した場合は、
バックラッシュ測定を行いシム調整を行う。
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5

6

36.5mm

2. オイルシール5を取付ける。
 適切なマンドレル6を使用し新品のオイルシールをプロ

ペラシャフトハウジングに組付ける。

5
6

GREASE

OBMOBM

OBM
リップ

OIL

GEARGEAR

GEAR
外周

5

GREASE

OBMOBM

OBM

OIL

GEARGEAR

GEAR

・ オイルシールにある刻印はツール側に向けて組
付ける。
・ オイルシールの取付面は汚れを落としギヤオイ
ルを塗布してから組付ける。
・ 組付後オイルシールのリップ部にグリスを塗布
する。

5 オイルシール 再使用不可

5 オイルシール 再使用不可

1

8

7

61.5mm

OIL

GEARGEAR

GEAR

3. ベアリング7を取付ける。
 適切なマンドレル8を使用し新品のベアリングをプロペ

ラシャフトハウジングに組付ける。

ベアリング取付面は汚れを落としギヤオイルを塗
布してから組付ける。

OIL

GEARGEAR

GEAR

7 ベアリング 再使用不可
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4. リバース（C）ギヤ9に分解時組付けてあったシム0を
取付ける。

 プレスと適当なマンドレルを使用してベアリングにリバー
ス（C）ギヤ9を組付ける。

9

9

0

OIL

GEARGEAR

GEAR

OIL

GEARGEAR

GEAR

0

7

26mm

OIL

GEARGEAR

GEAR

・ リバース（C）ギヤのベアリング取付面は汚れ
を落としギヤオイルを塗布してから組付ける。
・手で押しても入れる事ができる。
  プレスを使用する場合、べベルギアのインナに
当たるようなマンドレルを使う(クラッチ面に
は当てない)。

7 ベアリング 再使用不可

1
2

5
6

7
3

4

16) プロペラシャフトAss'y の分解
1. プッシュロッド1とスチールボール2を取外す。

3

2. クラッチピンスナップ3終端の一方の下にマイナスドラ
イバを差込み、クラッチからスナップを巻取りながら溝か
ら取出す。

3 クラッチピンスナップ 再使用不可

3 クラッチピンスナップ 再使用不可
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4

1

7

3. 図の要領で、クラッチピン4を抜きクラッチスプリング
リテーナ5、クラッチスプリング6を取外す。

4. クラッチスプリングリテーナ5とクラッチスプリング6

を取出した後クラッチ7をプロペラシャフトから抜出す。

警 告 

・ クラッチピンを取出すときは保護メガネを着用し、
プロペラシャフトの開口部を顔や身体に向けて持た
ない。クラッチピン及びスプリングホルダは非常に
勢いよく飛出すことがある。
・ プッシュロッド1を取付け、プロペラシャフトを
平面に押付けリテーナ5、スプリング6が飛出な
い様にしてピン4を抜く。

17) プロペラシャフトAss'y の点検
1. プロペラシャフトに曲がりや摩耗等ないか点検する ｡
 必要に応じて交換する。

2. プロペラシャフトの振れ幅を測定する。

3. クラッチのドッグ部b、プッシュロッドcにクラックや
摩耗等がないか点検する ｡

 必要に応じて交換する。
c

b

a a

a 支持ポイント

振れ幅限度 :
0.05 mm (0.0020 in) 
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18) プロペラシャフトAss'y の組立
1. プロペラシャフトにスプリング6、スプリングリテーナ5、

ボール2、プッシュロッド1、クラッチ7、クラッチピ
ン4を組付ける。

・ クラッチは爪の幅が狭いa方向をプッシュロッ
ド側に向けて組付ける。
・ スプリングリテーナは穴からの距離が長い方
をフォワードギヤa方向（フォワード側）に
向ける。
・ プッシュロッドに予圧をかけながらクラッチピ
ンを組付ける。
・ ボールの落下防止のため、スプリングリテーナ
にOBMグリスを塗布する。
・ スプリングの張力を考慮しボール等の飛出しに
注意する。

1
2

5

6
7

3

4

GREASE

OBMOBM

OBM

a

FWD

GREASE

OBMOBM

OBM

3 クラッチピンスナップ 再使用不可

2. マイナスドライバを使用し、新品のクラッチピンスナップ
3をらせん状に回転させながら組付ける。

3. 組立て後プッシュロッドの脱落に注意し、クラッチがス
ムースに作動するか確認する。

3

・ クラッチピンスナップの取付の際に、必要以上
にクラッチピンスナップに力を入れてしまうと
運転中にスナップが拡張し、ギヤや他の部品を
著しく損傷する恐れがあるので注意する。
・ 下記の工具を使用しても同じ作業が行える。

3 クラッチピンスナップ 再使用不可
クラッチピンスナップツール : 
P/N. 3KY-72229-0
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19) ドライブシャフトの取外
1. ピニオン（B）ギヤナット4を外しピニオン（B）ギヤ3

及びドライブシャフトを取外す。

1

2

3

4

3. ドライブシャフトスプリングガイド5を取外す。

3

4

2. ギヤケースからドライブシャフトを持上げ抜く。

5

べベルギヤBナットソケット 1 : 
P/N. 346-72232-0
べベルギヤBナットレンチ 2 : 
P/N. 346-72231-0

・ ピニオン（B）ギヤナットを完全に脱脂しナッ
トレンチがオイル分ですべらぬよう準備する。
・ ドライブシャフトソケットをレンチで反時計方
向に回転させてナットをゆるめる。その際、
ギヤケースのベベルギヤBナットレンチ2が直
接ケースに当たらないようにウェス等で保護
する。
・ この作業を行う場合、プロペラシャフト側のギ
ヤケースの開口部を上に向けてバイスや他の固
定具に水平に据付けると作業がしやすい。

・ ドライブシャフトを取外す際、ベアリングアウ
タレースの上にあるシムを傷付けたり、無くし
たりしないよう注意する。
・ シムは再使用できるが変形や損傷がある場合は
同じ厚さの新品のシムに交換する。
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20) ドライブシャフトの分解
1. シム1を取外す。

2. ドライブシャフトスプリング2を取外す。

3. ユニバーサルプーラプレート4を使用して、プレスでベ
アリング3を取外す。

1

2

3

4

4

3

21) ドライブシャフトの点検
1. ドライブシャフトの曲りまたは摩耗の有無を点検する。
 必要に応じ交換する。

2. ドライブシャフトの振れ幅を測定する。
a a

ユニバーサルプーラプレート 4 : 
P/N. 3AC-99750-0

・ 取外す前にベアリングのガタや振れの有無を点
検し、必要であれば交換する。
・ ベアリングにユニバーサルプーラプレートをか
ける際プーラの爪の先をベアリングのインナレ
ースにしっかりかける。

注 意 

一度取外したベアリングは再使用しない。
必ず新品に交換する。

振れ幅限度 : 
0.5 mm (0.020 in)

3 ベアリング 再使用不可

3 ベアリング 再使用不可

a 支持ポイント

22) ピニオン（B）ギヤの点検
1. ピニオン（B）ギヤの歯およびスプラインに亀裂や破損ま

たは摩耗の有無を点検する。
 必要に応じて交換する。
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23) ドライブシャフトの組立
1. ピニオン（B）ギヤナット1をドライブシャフトに仮付け

る。

2. プレスと適切なパイプ3を使用しベアリング2を取付け
る。

 ベアリングを取付ける際はドライブシャフト取付面の汚れ
を落としギヤオイルを塗布する。

内径 20.5mm

a

2

3

OIL

GEARGEAR

GEAR

OIL

GEARGEAR

GEAR1

OIL

GEARGEAR

GEAR

注 意 

ドライブシャフトのネジ部aを直接プレスしない。
適当な鉄板等を使用し先端を保護する。

ねじ部に合うナットを付けて使用し先端を保護し
プレス圧入する方法もある。

2 ベアリング 再使用不可

3. ドライブシャフトスプリング5を取付ける。

5
5

b
白ペイントが付いている方を上側にして組付け
る。

注 意 

スプリング組付の際は座巻側bがピニオン（B）ギ
ヤ側になる様に組付る。
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24) フォワード（A）ギヤAss'y の取外
1. ピニオン (B) ギヤを取外す。(6-22参照 )

2. ギヤケースの内部に手を入れベアリング1及びフォワー
ド（A）ギヤ2を取出す。

1
2

・ フォワード（A）ギヤをギヤケースの中で指で
つまみ上に少し持上げながら親指側から引抜く
ようにすると取出せる。
・ ピニオン(B)ギヤとドライブシャフトを取外さ
なくても、ポンプケースを取外し、ドライブシ
ャフトを引き上げることで、フォワードギアを
取外す事ができる。

1

3

2

25) フォワード（A）ギヤの分解
1. テーパローラベアリング1を取外す。
 マイナスドライバ2本を使用してフォワード（A）ギヤか

らテーパローラベアリングを取外す。
 ドライバはフォワード（A）ギヤにあるすき間に差込み、

シムに注意しながらこじり上げる。

注 意 

シム2を傷付けない様に注意する。
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26) フォワード（A）ギヤの点検
1. フォワード（A）ギヤの歯およびクラッチの爪の亀裂や破

損または摩耗の有無を点検する。
 必要に応じて交換する。

27) フォワード（A）ギヤの組立
注 意 

ギヤケース・フォワード（A）ギヤ・ベアリングのい
ずれかを交換した場合は、バックラッシュ測定を行い
適正なシムを選択し組込む。
「6章　シム調整」参照

1. 分解時組込まれていたシム4を取付け、テーパローラベ
アリング5をプレスを使用して圧入する。

3

4

5

4

5

OIL

GEARGEAR

GEAR

OIL

GEARGEAR

GEAR

テーパローラベアリングの圧入の際には圧入面に
ギヤオイルを塗布する。

べベルギヤベアリングインストールツール 3 : 
P/N. 3C8-72719-0
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28) ギヤケースの分解
1. 下記の工具を使用しローラベアリング1を取外す。

2

3

4

5
1

4

1

5

1 ローラベアリング 再使用不可

ベアリングアタッチメント 2 : 
P/N. 3KY-99905-0
ドライバロッド 3 : 
P/N. 3AB-99702-0
ローラベアリングアタッチメント 4 : 
P/N. 3KY-99710-0
Oリング 5 : 
P/N. 332-66032-0

2. テーパローラベアリングのアウタレース⑦を取外す。
 スライドハンマをギヤケース内に入れ、スライドハンマの

爪をアウタレースにひっかけ固定させておき、ハンマをス
ライドさせアウタレースを引抜く。

7

7

 又、下記の工具を使用しても同じ作業が行える。

スライドハンマキット : 
P/N. 3AC-99080-0

ベベルギヤベアリングプーラAss'y : 
P/N. 3B7-72755-0

スライドハンマの爪はアウタレース位置の奥に差
込み溝が有るのでその位置を確認し爪を差込む。

w アウタレース 再使用不可
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29) ギヤケースの点検
1. スケッグa・トーピード部bにクラック他損傷等生じて

いないか点検する。
 必要に応じて交換する。

b

a

4.  規定圧力を保持できない場合は、ドライブシャフトとプロ
ペラシャフトのオイルシールやシフトシャフトのOリング
の損傷の有無を点検する。

3.  ギヤケースに規定圧力をかけ、10秒間保持できるか点検する。

注 意 

ギヤケースに規定以上の圧力をかけない。
オイルシールが損傷する恐れがある。

ギヤケース規定保持圧力：
　0.05 MPa（7 PSi）［0.5 kgf/cm2］

30）ギヤケースの点検（エア漏れ）
1. ギヤオイルを抜取る。

2.  上側のオイルプラグ1を外し、市販のリーケージテスタを
接続する。

・ 圧力保持中に、シャフトを回転させたり、ギヤ
オイルを抜いた状態でテストを行うと、オイル
シールのリップの摩耗によるエア漏れが発見し
やすくなる。
・ ギヤケースからリーケージテスタを取外す場合
は、先に内圧を抜き、オイルプラグ部にウエス
を被せて取外す。

1
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31) ギヤケースの組立

1. 下記の工具を使用してテーパローラベアリング1のアウ
タレースを取付ける。

4

3

2

1

56

OIL

GEARGEAR

GEAR

1
5

6
2

4

3

2. ギヤケースのプロペラシャフトの開口部を上に向けてバイ
スや他の固定具に水平に据付ける。

3. ギヤケース内のアウタレース取付面の汚れを落としギヤオ
イルを塗布する。

4. アウタレースの外面にギヤオイルを塗布しレースの刻印面
を奥側に向けハウジングのセンタに位置づける。

2

4

3

5. プレート2がアウタレースの内側に接するようロッド
Ass'y をギヤケースにゆっくり挿入し、アタッチメント3

をロッド4に挿入しギヤケースの開口部にセットする。

6. ロッドの端をプレスを使用して、アウタレースをハウジン
グ内にしっかりと圧入させる。

OIL

GEARGEAR

GEAR

注 意 

ギヤケース・フォワード（A）ギヤ・ベアリングのい
ずれかを交換した場合は、バックラッシュ測定を行い
適正なシムを選択し組込む。
「6章　シム調整」参照

ベアリングアタッチメント 3 : 
P/N. 3KY-99905-0
ベアリングアウタプレスキット : 
P/N. 3B7-72739-1
ベアリングアウタプレスプレート 2 : 
P/N. 353-72732-0
ベアリングアウタプレスロッド 4 : 
P/N. 3B7-72731-0
ナット M10 5 : 
P/N. 930191-1000
スプリングワッシャ 6 : 
P/N. 941392-1000
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7. 下記の工具を使用しローラベアリング7を取付ける。

8
9

0q

7

a

OIL

GEARGEAR

GEAR

0

7

T L
A 2 5 2 6 Z

q

7 ローラベアリング 再使用不可

注 意 

ベアリングは刻印がある側が上方になる様に組付ける。

・ ローラベアリングを取付ける際はベアリングの
取付面の汚れを落としギヤオイルを塗布して挿
入する。
・ ローラベアリングは新品を使い、再使用しな
い。

OIL

GEARGEAR

GEAR

組付深さ a : 
173.1 ～ 173.5 mm（6.815～ 6.831 in）

ベアリングアタッチメント 8 : 
P/N. 3KY-99905-0
ドライバロッド 9 : 
P/N. 3AB-99702-0
ローラベアリングアタッチメント 0 : 
P/N. 3KY-99710-0
Oリング q : 
P/N. 332-66032-0
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32) ピニオン（B）ギヤ高さの測定＆シム選択

1. 各ギヤのバックラッシュを測定するにあたり、まずドライ
ブシャフトのピニオン（B）ギヤの高さを測定し、適正値
になるよう調整を行う。

 「6章　ロワユニットの組立」に従い、ポンプケース1ま
で組付けてM8 L=30mm＋平座金2で締付ける。

1

2

2. シム調整の作業をしやすくする為に、プロペラシャフト側
のギヤケースの開口部を上に向けてバイスや他の固定具に
水平に据付ける。

 シミングゲージ3をギヤケースに挿入し、シミングゲー
ジとピニオン（B）ギヤ4間のすき間aを測定する。

フォワード（A）ギヤは取外しておく。

注 意 

ギヤケース・ドライブシャフト・ポンプケース（ロワ）・
ギヤのいずれかを交換した場合は、ピニオン（B）ギ
ヤの高さ測定・各ギヤ間バックラッシュ測定を行いシ
ム調整を行う。

M8 L=30mm＋平座金 2
13N · m (9.0 lb · ft) [1.3kgf · m]

注 意 

・ シミングゲージ3はテーパローラべアリング5の
アウタレースのテーパ面に突き当てる。
・ 測定時はドライブシャフトを引き上げてガタをなく
す。

シックネスゲージはシミングゲージ③とピニオ
ン（B）ギヤの端面との間を測定する。

2

b

a

3

5

4

シミングゲージ 3 : 
P/N. 3KY-72250-0
シクネスゲージ : 
P/N. 353-72251-0
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a

3

6

b

3. すき間aが規定値になる様にポンプケース（ロワ）下側
にシム6を追加し調整する。

ピニオン（B）ギヤ高さa : 
0.60～ 0.64 mm (0.0236～ 0.0252 in)

シム6の種類 : 
0.1 mm (0.0039 in) P/N. 345-64081-0
0.15 mm (0.0059 in) P/N. 345-64082-0
0.3 mm (0.0118 in) P/N. 345-64083-0
0.5 mm (0.0197 in) P/N. 345-64084-0

33) フォワード（A）ギヤ・ピニオン（B） 
 ギヤ間のバックラッシュ測定・シム選定

1. 「6章　ロワユニットの組立」の手順に従いポンプケース（ロ
ワ）まで組付ける。

2. ダイヤルゲージプレート1を取付け、ボルトM8-35＋
平座金8で締付ける。

1

43

2
7

6

5

8

注 意 

フォワード（A）ギヤ・ピニオン（B）ギヤ間バックラッ
シュを測定する前にピニオン（B）ギヤ高さを確定す
る。
「6章　ピニオン（B）ギヤ高さの測定＆シム選択」
参照

M8 L=35mm＋平座金 8
13N · m (9.0 lb · ft) [1.3kgf · m]
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3. バックラッシュメジャリングツール2～7を取付けボル
トM8 L=30mm8で締付ける。

・ プロペラシャフト側のギヤケースの開口部を上
に向けてバイスや他の固定具に水平に据付ける
と作業がしやすい。
・ イラストを参照し、コーンディスク5の合わせ
る向きに注意する。

ダイヤルゲージプレート 1 : 
P/N. 3B7-72729-0
バックラッシュメジャリングツールキット : 
P/N. 3B7-72234-0
バックラッシュメジャリングツールシャフト 2 : 
P/N. 3B7-72723-0

バックラッシュメジャリングツールプレート 3 : 
P/N. 3B7-72724-0
ナット 4 : 
P/N. 3B7-72735-0
コーンディスクスプリング5 : 
P/N. 3B7-72734-0 (4pcs.)
メジャリングツールセットピース 6 : 
P/N. 3KY-72245-0
Oリング 7 : 
P/N. 332-60002-0

4. ドライブシャフト9が動き（回転し）始めるまでシャフ
ト2を締込む。

 ドライブシャフトが動き始めてから更にシャフト2を
1/2回転（180°）締込む。

9

2

q
q

・ メジャリングツールの替りに下記のプロペラシ
ャフトハウジング引抜きに使ったツールでも、
フォワード（A）ギヤの固定が行える。
・ 作業を行う際は、プロペラシャフトAss'yとハウ
ジングAss'yを組付け、規定トルクで締付ける。

プロペラシャフトハウジングボルト q : 
13 N・m (10 lb・ft) [1.3kgf・m]
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5. バックラッシュメジャリングツールクランプwをドライ
ブシャフトに取付ける。

6. ドライブシャフト9を水平に引きながら左右方向にゆっ
くり廻し、ダイヤルゲージeの振れ幅を読みとる。

9

e

r

w

バックラッシュメジャリングツールクランプ w : 
P/N. 3B7-72720-0
ダイヤルゲージ e : 
市販品
マグネティックスタンド r : 
市販品

・ ダイヤルゲージの先端はクランプAss'yにある
V溝の中に当てて計測する。
・ 出来る限りポンプケースに近い位置でバックラ
ッシュメジャリングツールクランプwをドライ
ブシャフトに取付ける。
・ ドライブシャフトを引く際は、ポンプケースに
近い位置でしっかりとつかむ。

7. ダイヤルゲージで測定した値にもとづき、表をもとに必要
シム・厚さを選定する。

適正バックラッシュ : 
0.31～ 0.62 mm (0.0122～ 0.0244 in)

・ ダイヤルゲージの読み値を確認して調整すべき
シムの厚さで加減する。
・ バックラッシュの測定は歯車のあたり位置を変
えながら複数回行い確認する。
・ 計測の際、ドライブシャフトを引く力を毎回一
定にしてバックラッシュの計測を行う。
・ 以上の作業を行う場合、プロペラシャフトの開
口部を上に向けて、バイスや他の固定具に水平
に据付けると作業がしやすい。

シムの厚さ：mm
＋追加 /－取去

 0.00 ～ 0.01 － 0.15

 0.02 ～ 0.17 － 0.10

 0.18 ～ 0.30 － 0.05

 0.31 ～ 0.62 0

 0.63 ～ 0.75 +0.05

 0.76 ～ 0.91 +0.10

 0.92 ～ 1.07 +0.15

 1.08 ～ 1.22 +0.20

 1.23 ～ 1.38 +0.25

 1.39 ～ 1.53 +0.30

 1.54 ～ 1.69 +0.35

 1.70 ～ 1.84 +0.40

ダイヤルゲージ
読み値 : mm 

8. 必要に応じてシムaをフォワード（A）ギヤtとテーパロー
ラベアリングy間aに追加する。

y

a

t

シム 

注 意 

テーパローラベアリングの脱着は、
「6章　フォワード（A）ギヤの分解」
「6章　フォワード（A）ギヤの組立」を参照

シムの種類 a : 
0.1 mm (0.0039 in) P/N. 353-64038-0
0.15 mm (0.0059 in) P/N. 353-64037
0.3 mm (0.0118 in) P/N. 353-64036-0
0.5 mm (0.0197 in) P/N. 345-64084-0
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5
6

・ ドライブシャフトソケット5をレンチで時計方
向に回転させてナットを締める。その際、ギヤ
ケースのベベルギヤBナットレンチ6が直接ケ
ースに当たらないようウェス等で保護する。
・ この作業を行う場合、プロペラシャフト側のギ
ヤハウジングの開口部を上に向けてバイスや他
の固定具に水平に据付けると一人でも作業がし
やすい。
・ ピニオン（B）ギヤやナットを締付ける際はね
じ部にスリーボンド1373Bを塗布する。
・ ドライブシャフトのピニオン（C）ギヤ取付部
のテーパ部とギヤナットのねじ部は完全脱脂を
行う。

4

3

2

1

TB1373B1373B1373B

1373B

34) ロワユニットの組立
1. フォワード (A) ギヤとテーパローラベアリング1を組付

けた後、ドライブシャフトAss'y2、ピニオン (B) ギヤ3

を取付け、ピニオン (B) ギヤナット4を規定トルクで締
付ける。

GREASE

OBMOBM

OBM

OIL

GEARGEAR

GEAR

TB1373B1373B1373B

1373B
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GREASE

OBMOBM

OBM

べベルギヤBナットレンチ 6 : 
P/N. 346-72231-0
べベルギヤBナットソケット 5 : 
P/N. 346-72232-0

ピニオン（B）ギヤナット④ : 
50 N · m (37 lb · ft) [5 kgf · m]

35) ポンプケースの取付
1. 分解時に取外したシム1を取付ける。

2. ポンプケース（ロワ）3に0リング2を組付けて、ポン
プケース（ロワ）をギヤケースに組付ける。

3. ポンプケース（ロワ）3にダウエルピン4を組付け、ポ
ンプケースガイドプレートガスケット5、ポンプケースガ
イドプレート6、ウォータシールラバー7、ウォータシー
ルラバープレート8を組付ける。

OリングにはOBMグリスを塗布する。

GREASE

OBMOBM

OBM

q

5

6

5

3

1

2

4

9

7

8

9

q
0

4. ドライブシャフト0にウォータポンプインペラキー9を
取付けて、ウォータポンプインペラq側のキー溝に位置
を合せてインペラを組付ける。

ウォータシールラバー⑦、ウォータシールプレ
ート⑧を付け忘れると、冷却水不足になる恐れ
がある。
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6. ポンプケース（アッパ）e、ガスケット (2枚 ) をドライ
ブシャフトの端から差込み、ポンプケース（ロワ）3に組
付ける。

7. ウォータパイプシールwを取付ける。

内側

e w
b a

GREASE

OBMOBM

OBM
内側

0

e

c

3

r

GREASE

OBMOBM

OBM

5. ウォータポンプライナwをポンプケース（アッパ）eに
組付ける。

36) クラッチカムAss'y の取付
1. クラッチカムAss'y ①を取付ける。

1

3

2

GREASE

OBMOBM

OBM

前進
方向2. ストッパ2、ボルト3を取付ける。

GREASE

OBMOBM

OBM

GREASE

OBMOBM

OBM

GREASE

OBMOBM

OBM

注 意 

ポンプライナwの凸部aとポンプケース（アッパ）
eの凹部bを合せる。

ウォータポンプライナの内側にはOBMグリスを
塗布する。

注 意 

ポンプケースeを組付ける際はドライブシャフト0

を時計廻りに回しながら組付け、インペラの羽がエン
ジンの回転方向と逆にならないようにする。

ウォータパイプシールの内側cにはウォータパイ
プの挿入がしやすいようにOBMグリスを薄く塗
布する。

クラッチカムAss'yのOリングにはOBMグリス
を塗布して、カムロッドブッシングをギヤケース
に押し込む様にして取付ける。
クラッチカムの向きに注意する。
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1

2
6

3

5
4

GREASE

OBMOBM

OBM

TB1342

1342
ボルト再使用時 

TB13421342

1342

3. プロペラシャフトハウジング1にプロペラシャフト3を
取付けてギヤケースに組付ける。

2. プロペラシャフト3にスチールボール4、クラッチプッ
シュロッド5、分解時組み込まれていたワッシャ6を取
付ける。

・ プロペラシャフトハウジングを確実にギヤケー
スに組付け、Oリングがケース内にしっかりと
入って行くのを確認して最後に取付ボルトを
締める。
・ プロペラシャフトハウジング取付ボルトのねじ
部にスリーボンド1342を塗布する。

プロペラシャフトハウジングボルト : 
13 N・m (9 lb・ft) [1.3kg・m]

1. プロペラシャフトハウジング1に0リング2を取付ける。

OリングにはOBMグリスを塗布する。

2 Oリング 再使用不可

38) プロペラシャフトのガタ測定及びワッシャ 
 の厚さ選定

注 意 

プロペラシャフトのガタを測定する前にフォワード
（A）ギヤ・ピニオン（B）ギヤ間及びリバース（Ｃ）
ギヤ・ピニオン（B）ギヤ間のバックラッシュ調整を
行う。
「6章　フォワード（A）ギヤ・ピニオン（B）ギヤ
間のバックラッシュ測定・シム選定」「6章　ピニオ
ン（B）ギヤ・リバース（C）ギヤ間のバックラッシュ
測定及・シム選定」を参照

1. 「6章　ロワユニットの組立」の手順に従い、ロワユニッ
トを組立る。

2. プロペラシャフトの前後方向のガタを測定する。

37) プロペラシャフトハウジングAss'y の取付

規定値 : 
0.1 ～ 0.5 mm（0.004～ 0.020 in）

3. 規定外の場合は、リバース（C）ギヤワッシャの厚みを測
定する。
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39) ロワユニットの組付
1. 船外機をチルトアップさせ、チルトストッパを掛ける。

2. シフトロッド1を引上げておく。

1

TEF

GREASE

TEF

GREASE

OBMOBM

OBM

GREASE

OBMOBM

OBM
TEF

GREASE

TEF

・ 組付ける前にドライブシャフトのスプライン部
にテフロングリスを薄く塗布する。
・ ウォータパイプシールラバーにOBMグリスを
薄く塗布する。
・ ロワユニットの組付けの際は船外機をチルト
UPさせて行うと作業がしやすい。
・ 組付け時はウォータパイプをシールラバーに確
実に挿入する。

1

2

3
規定値 : 
2.85～ 3.00 mm (0.1122～ 0.1181 in)

5. 必要に応じてプロペラシャフト2、リバース（C）ギヤ3

間のワッシャ1を交換する。

注 意 

プロペラシャフトハウジングの脱着は、
「6章　プロペラシャフトの取外」
「6章　ロワユニットの組立」を参照

前後方向のガタがないと、ニュートラルでもプロ
ペラが回ってしまう。

4. ワッシャ①の厚さが規定外の場合は、ワッシャ①を交換す
る。
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M10

TB1401

1401

1

1
5. ロワユニットAss'y 取付けボルト・ナットを規定トルクで

締付ける。

2
3

3

4. ロワユニットAss'y をドライブシャフトハウジングに挿入
する。

 ウォータパイプとウォータパイプシール2、ダウェルピン
③の位置を合わせる

27N · m (20 lb · ft) [2.7 kgf · m]

OリングにOBMグリスを塗布する。

M10 5pcs.

TB1401

1401

3. ギヤケースにダウエルピン①×2個を取付ける。

1

1

6. トリムタブを取付ける。

トリムタブ裏側のボルトを忘れずに締付ける。

1 ダウエルピン 

1 ダウエルピン 
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9. スプリットピン8を取付ける。

10. ギヤオイルを入れ、確認する。
「3章　ギヤオイルの交換」参照

7
8

8 スプリットピン 再使用不可

8. プロペラを取付けてプロペラナット7を規定トルクで締
付ける。

プロペラナット7  : 
35 N · m (25 lb · ft) [3.5 kgf · m]

注 意 

・ プロペラを脱着するときは必ず先にバッテリコード
をバッテリから取外し、ストップスイッチのロック
プレートを取外す。
・ プロペラを脱着するときは、直接手でプロペラを持
たない。
・ 木片等をアンチベンチレーションプレートとプロペ
ラの間にはさみ、プロペラを脱着する。

注 意 

プロペラシャフトのピン穴とプロペラナットのピン溝
が一致しない場合は穴と溝が一致するまでナットを更
に締込む。

7. シフトロッドジョイントのナットを締めて、シフトロッド
とカムロッドを接続する。

シフトロッドが完全に引きあがっている事を再度
確認しておく。また、シフトレバーがフォワード
(F)になっている事も確認する。
正しい位置で締め付けないとシフトの入り、抜け
が悪くなる事がある。
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ブラケット

ダウンブローバルブ

スプールバルブ

マニュアルバルブ

配線色
R : 赤
B : 黒
Sb : 空色
P : 桃
L : 青
G : 緑

オイルリザーバ

リリーフバルブ

チェックバルブ

オリフィス

R

B

BSb
Sb

Sb B
L

L

BP

G

P

P

R

R

R

A
ブレーカ

PTTモータ

UP
DN

UP
DN

PTT
スイッチ

PTTソレノイドスイッチ
(DN)

PTTソレノイド
スイッチ（UP）

チルトシリンダ

オイルポンプ

ショックブローバルブ

記号

リターンバルブ

フリーピストン

バッテリ

1.PTT配線図・レイアウト

ブラケット
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77

2. パワーチルトの機能
・ パワーチルトはチルトシステムの中に内蔵された電気モータによって油圧ポンプが駆動されチルトシリンダ内に加圧
されたオイルが供給されます。
・ ティラーハンドルやリモートコントロールボックスにあるスイッチにより船外機のチルトアップやダウンの操作が行
われます。
・ 低速回転に使用する場合でのみトリム操作が行えます。

3. 操作上の油圧回路

：チルトダウン チルトロッド

アッパシリンダチャンバ

ピストン

ロワシリンダチャンバ

マニュアルバルブ

オイルリザーバ

：チルトアップ

フリーピストン

マニュアルチルト
マニュアルバルブを反時計回りに完全に開け、マニュアルバルブの通路を開きます。
このことにより、船外機のチルトアップ／ダウンの操作を手動で行うことができます。
チルトアップ／ダウンの操作中に、マニュアルバルブを右方向に回して完全に締付けると、マニュアル通路が閉じて、船外
機は、その時点のトリム／チルト位置を保持します。
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：吐出 チルトロッド

アッパシリンダチャンバ

ピストン

ロワシリンダチャンバ

オイルリザーバ

：吸込み

フリーピストン
チェックバルブA

ギヤポンプ

アップリリーフバルブ

アッププレッシャ
メインチェックバルブ

ダウンプレッシャ
メインチェックバルブ

スプールバルブ

PTTモータ

リザーブタンク

チルトアップ
PTTスイッチのUPを押すと、モータ（ギヤポンプのギヤ）が正転します。
チェックバルブAが開き、オイルがリザーバからギヤポンプ、スプールバルブに向けて流れ込みます。このオイルの流れ
により、アップリリーフバルブが右方向に移動して、ダウンプレッシャメインチェックバルブが開きます。シリンダのアッ
パチャンバのオイルは、ギヤポンプに戻されることによりピストンロッドは押し上げられ、船外機がチルトアップします。
シリンダのアッパチャンバのオイルは、ダウンプレッシャメインチェックバルブを通ってギヤポンプに戻ります。

モータの回転が止まると、ダウン／アッププレッシャメインチェックバルブが閉じ、アップリリーフバルブは、中央に移動
します。このことによりピストンロッドを任意の位置に保持します。

チルトロッドが完全に伸びきった時、シリンダのロワチャンバの油圧はさらに上昇しようとしますが、アップリリーフバル
ブが開き、圧力をリザーバに解放してPTTユニットを保護します。
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7

：吐出 チルトロッド

アッパシリンダチャンバ

ロワシリンダチャンバ

：吸込み

フリーピストン
チェックバルブB

ギヤポンプ

ダウンリリーフバルブ

アッププレッシャ
メインチェックバルブ

ダウンプレッシャ
メインチェックバルブ

スプールバルブ

PTTモータ

リザーブタンク

ピストン

アップリリーフバルブ

チルトダウン／トリムイン
PTTスイッチのDOWNを押すと、モータ（ギヤポンプ）が逆回転します。
チェックバルブBが開き、オイルがリザーバーからギヤポンプ、スプールバルブに向けて流れ込みます。このオイルの流
れにより、アップリリーフバルブが左方向に移動して、アッププレッシャーメインチェックバルブが開きます。シリンダの
ロワチャンバのオイルは、ギヤポンプに戻されることによりピストンロッドは押し下げられ、船外機がチルトダウンします。
シリンダのロワチャンバのオイルは、アッププレッシャメインチェックバルブを通ってギヤポンプに戻ります。

チルトロッドが完全に引き込まれた時、シリンダのアッパチャンバの油圧はさらに上昇しようとしますが、ダウンリリーフ
バルブが開き、圧力をリザーバに開放してPTTユニットを保護します。
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：吐出 チルトロッド

アッパシリンダチャンバ

ロワシリンダチャンバ

：吸込み

フリーピストン

リザーブタンク

ピストン

ショックアブソーババルブ
PTTユニットには、航走中にドライブユニットが水中の障害物に打ち当たった場合、ドライブユニットを保護するために、
ショックバルブがあります。
ドライブユニットが水中の障害物に打ち当たると、シリンダのアッパチャンバの圧力が突然に高くなります。
この高い圧力は、ピストンにあるショックバルブを開放させます。

ショックバルブが開くと、シリンダのアッパチャンバのオイルは、ピストンとフリーピストンの間に流れ込み、チルトロッ
ドが上方向に伸び、衝撃を吸収します。
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7

：吐出 チルトロッド

アッパシリンダチャンバ

ロワシリンダチャンバ

サーマルバルブ

：吸込み

フリーピストン

ピストン

サーマルバルブ
サーマルバルブは、フルチルトアップ時等に、チルトロッドを下方に押し下げようとする過大な力を受けたときドライブユ
ニットを保護します。
過大な力が加わると、ピストンロッドは、シリンダ内に押し込まれ、ロワシリンダチャンバのオイルの圧力が規定以上に上
昇します。
この上昇圧力はサーマルバルブに達し、バルブが開くことにより消散されます。
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4. パーツレイアウト
ドライブシャフトハウジング

P/L Fig. 10

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

1 エンジンベースアッシ 1
2 オイルシール 16-28-6 1 再使用不可

3 クーリングホース 1 Engine Basement-Fuel Cooler
4 ボルト 8-40 1
5 シリンダヘッドボルト 2
6 ワッシャ 3
7 オイルストレーナアッシ 1 L=150mm
8 パイプ ストレーナ L=150 1 Engine Basement-Oil Strainer
9 バンド リードワイヤ 158 2
10 オイルレベルゲージ 1
11 ドライブシャフトハウジングガスケット 1 再使用不可

12 エンジンベースシール 1
13 ダウェルピン 6-12 2 Engine Basement

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

14-1 ドライブシャフトハウジングアッシ (S) 1 for Transom "L"&"UL"
14-2 ドライブシャフトハウジングアッシ (L) 1 for Transom "S"
15 ドレンボルト 14-20 1
16 ワッシャ 14.5-24-1 1
17 ガイドプレ - ト 1
18 スクリュ 6
19 ダウェルピン 6-12 2 Drive Shaft Housing
20 ボルト 8-115 8
21 ワッシャ 8 M8
22 カバー 1
23 ガスケット ドレンカバー 1 再使用不可

24 ボルト 8 M6 L=18mm
25 アイドルエキゾーストポートカバー 1

TEF

GREASE
TEF

GREASE

OBMOBM

OBM

ADH17411741

1741
(7782)

TB13421342

1342
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P/L Fig. 10

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

26 プレート 1
27 アイドルエキゾーストポートガスケット ( インナー ) 1 Inside 再使用不可

28 アイドルエキゾーストポートガスケット ( アウター ) 1 Outside 再使用不可

29 ボルト 8 M6 L=20mm
30 エクステンションハウジング  (UL) 1 for Transom "UL"
31 ダウェルピン 6-12 2 for Transom "UL"
32 スタッド M10-145 5 for Transom "UL"
33-1 エプロン アッシ 1 for Transom "L"&"UL"
33-2 エプロン アッシ 1 for Transom "S"
34-1 タッピングスクリュ 5-30 2 for Transom "S"
34-2 タッピングスクリュ 5-30 4 for Transom "L"&"UL"
35 ボルト 1 M6 L=16mm

TEF

GREASE
TEF

GREASE

OBMOBM

OBM

ADH17411741

1741
(7782)

TB13421342

1342
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ブラケット P/L Fig. 13

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

1 ラバーマウント ( アッパ ) 1
2 ボルト M10-P1.25-130 2
3 ナット 10-P1.25 2
4 ワッシャ 2 M10
5 ロックプレート アッパ 1
6 ダンパ ( アッパ ) 1 Front Side
7 ダンパ ( アッパ ) 1 Rear Side
8 ボルト 2 M8 L=30mm
9 ボルト 1 M8 L=70mm
10 ワッシャ 1 M8
11 ラバーマウント ( ロワ ) 2 Mount Bracket -Drive Shaft Housing
12 ボルト マウントラバー M12-P1.25-177.5 2
13 ワッシャ 13-34-3 2 Bolt Side

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

14 ダンパ 21-36-5 2
15 ナイロンナット 12-P1.25 2 再使用不可

16 ワッシャ 2 Nut Side M12
17 ダンパ ( ロワ ) 1 Mount Bracket
18 マウントホールディングプレート ( ロワ ) 2
19 ボルト 4 M8 L=20mm
20 クランプブラケット (PTT-R) 1 Starboard Side
21 クランプブラケット (PTT-L) 1 Port Side
22 アノード 2 Clamp Bracket
23 ボルト 2 M6 L=20mm
24 スイベルブラケットシャフトアッシ 1
25 ブッシング ブラケットボルト 2
26 ナイロンナット 7/8-14 1 再使用不可

GREASE

OBMOBM

OBM

TB13421342

1342

518263 LT

263
(271)
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P/L Fig. 13

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

27 スラストロッド 1
28 スナップピン 1
29-1 スイベルブラケットアッシ 1 for Transom "S"
29-2 スイベルブラケットアッシ 1 for Transom "L"&"UL"
30 グリスフィッティング 3
31 グランド ( アースワイヤ ) L=210 1 Swivel Bracket-Drive Shaft Housing
32 カラー 10.2-12-12 2
33 チルトストッパスプリング 1
34-1 ステアリングシャフトアッシ 1 for Transom "S"
34-2 ステアリングシャフトアッシ 1 for Transom "L"&"UL"
35 ブッシング ブラケットシャフト 30-36-41 2
36 スラストプレート ( アッパ ) 31-50-2 2 Upper & Lower
37 Oリング ブラケットシャフト 3.5-29.7 1 再使用不可

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

38 Cリング d=28 1 再使用不可

39 マウントブラケット 1
40 アノード 1 Mount Bracket
41 ボルト 1 M6 L=16mm
42 PTT アッシ 1
43 ガスショックアブソーバ 1
44 アノード 1 for PTT Model
45 リバースロックレバー 1 for Gas Assist Model
46 リバースロックレバーグリップ 1 for Gas Assist Model
47 ボルト 1 M6 L=16mm
48 スクリュ 1 for PTT Model M6 L=12mm
49 ストッパ リバースロックレバーグリップ 1 for Gas Assist Model
50 ボルト 6-35 1 for Gas Assist Model

GREASE

OBMOBM

OBM

TB13421342

1342

518263 LT

263
(271)
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P/L Fig. 13

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

51 バンド リードワイヤ 203 1 for PTT Model
52 クランプ 6.5-14L 1 for PTT Model
53 ワッシャ 1 for Gas Assist Model M6
54 ナット 1 for Gas Assist Model M6
55 ターミナルキャップ 2 Red for PTT Model
56 シリンダピン ( アッパ ) 1
57 ブッシング 13-16-40 1
58 ブッシング 18-24-22 2
59 ボルト 1 M6 L=12mm
60 ワッシャ 6.5-23-1.5 1
61 シリンダピン ( ロワ ) 1
62 ブッシング 18-24-22 5
63 ブッシング 18-24-60 1

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

64 ワッシャ 18.2-34-1 2
65 Cリング d=18 2 再使用不可

66 リギングボルトセット 1
67 ボルト 12-105 P1.25 4
68 ワッシャ 13-34-3 4
69 ナット 12-P1.25 4
70 ワッシャ 4 M12
71-1 チルトストッパキット 1 for PTT Model two hole
71-2 チルトストッパキット 1 for Gas Assist Model non hole
72 スプリングピン 3.5-16 1
73 チルトストッパグリップ 1
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OBM
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P/L Fig. 14パワートリム & チルト

ATFATF OI
L

ATF

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

1 モータアッシ 1 for PTT Model
2 アーマチュアアッシ 1
3 モータブラケットアッシ 1
4 Oリング 2-55.5 1 再使用不可

5 ブレーカ 1
6 ブラシ 1
7 ブラシスプリング 2
8 スクリュ 3
9 ボルト 1
10 Oリング 1.5-6.5 2 再使用不可

11 フィルタ B 1
12 リザーブタンク 1
13 ボルト 4
14 キャップアッシ 1

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

15 マニュアルバルブアッシ 1
16 シールワッシャ 1
17 Cリング 1 再使用不可

18 ジョイント メタル 1
19 カップリング ポンプ 1
20 Oリング 1.8-69.6 1 再使用不可

21 スクリュ 4
22 バルブアッシ 1
23 リリーフバルブアッシ 1
24 Oリング 1.5-3.5 1 再使用不可

25 ポンプ 1
26 ボルト 2
27 PTT O リングセット 1
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ティラーハンドル

LIT

GREASE
LIT

TB13421342

1342

P/L Fig. 20

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

1 ティラハンドルキット 1
2 スロットルワイヤ 1
3 シフトケーブル 1
4 ストップスイッチアッシ 1
5 ストップスイッチランヤードアッシ 1
6 PTT スイッチアッシ (B) 1
7 メインスイッチアッシ 1
8-1 メインスイッチキー No.943 1
8-2 メインスイッチキー No.944 1
8-3 メインスイッチキー No.945 1
9 メインスイッチキーカバリングキャップ 1
10 メインスイッチキャップ ( ウォータプルーフ ) 1
11 パイロットランプアッシ 1
12 スロットルデカール 1

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

13 シフトデカール 1
14 ワーニングランプデカール 1
15 ストップスイッチデカール 1
16 インストラクションデカール 1
17 ティラハンドルカバー 1
18 グロメット 1
19 コードアッシ 1
20 ステアリングブラケットアッシ 1
21 ダウェルピン 8-16 1
22 スタッド 2 M10 L=40mm
23 ナイロンナット 10-P1.5 2 再使用不可

24 ワッシャ 2 M10
25 ボルト 10-80 P1.25 1
26 コニカルスプリングワッシャ 10.5-21-2.3 2
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P/L Fig. 20

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

27 スペーサ 10.5-23-9 1
28 ブッシング 10.5-12.7-13.5 2
29 ワッシャ 4 M10
30 ロックナット 10-P1.25 1
31 コードホルダ 1
32 タッピングスクリュ 6-16 1
33 プレート コパイロット 1
34 プレコートボルト 6-16 2
35 イロンナット 8-P1.25 1
36 ワッシャ 8.5-24-1.5 1
37 ディスク コパイロット 8.5-25-2 2
38 フリクションプレートレバー 1
39 グリップ コパイロットハンドル 1
40 ストッパ リバースロックレバーグリップ 1

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

41 ワッシャ 8.1-20-0.8 1
42 ボルト 8-32 P1.25 1
43 スクリュセット 1
44 グリップパーツキット 1
45 スロットルシャフトキット 1
46 スロットルリンクアッシ 1 945303-0400 E-Ring 
47 スロットルフリクションアッシ 1
48 シフトユニットアッシ 1 945303-0400 E-Ring 
49 シフトレバーキット 1
50 ケーブルブラケットキット 1
51 ブザーキット 1

LIT

GREASE
LIT

TB13421342

1342
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ボトムカウル P/L Fig. 15

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

1 ボトムカウル 1
2 フックレバー 1
3 シールリング 13.8-22-3.7 1
4 フックレバーブッシング 14-16.5-17.7 1
5 ウェーブワッシャ d=14 1
6 カバーフック 1
7 ローラ 6.1-14.7-14 1
8 ワッシャ 6.5-21-1 1
9 E リング d=5 1 再使用不可

10 ワッシャ 6-16-1.5 1
11 ボルト 1 M6 L=12mm
12 グリスフィッティング 1
13 フュエルコネクタ ( エンジンメール ) 1

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

14 フュエルコネクタプロテクタ 1
15 ボルト 1 M6 L=30mm

16-1 ホース 1
Fuel Connector-Fuel Filter STD 98AB-501000
L=450mm

16-2 ローパーミェーションホース 1 Fuel Connector-Fuel Filter USA EPA-KRI-15G
17 クリップ φ 10 1 Fuel Connector Side
18 クリップ φ 9.4 1 Fuel Filter Side
19 ウォ - タホ - ス 1 Fuel Cooler-Water Nipple 
20 ニップル ウォータ 1 Black
21 ニュートラルスイッチ 1
22 ニュートラルスイッチアクチエータ 1
23 ケーブルターミナルホルダ 1
24 ボルト 3 M6 L=20mm

GREASE
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OBM
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(271)
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P/L Fig. 15

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

25 カバー 1
26 フラッシングコネクタ 1
27 シールリング 1
28 Oリング 3.1-24.4 1 再使用不可

29 フラッシングコネクタキャップ 1
30 フラッシングホース 1
31 クリップ φ 17.8 2
32 PTT スイッチアッシ 1 for EPT Model
33 グロメット 1 PTT Switch for EFG Model
34 フラッシングコネクタブラケット 1
35 ボルト 3 M6 L=16mm
36 ガスケット PTT スイッチ 2
37 グロメット シフトロッド 1 PTT Cord

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

38 グロメット 1 Trim Sender
39 グロメット 2 Drain
40 マウント 8.5-14-2.5 8
41 スペーサ 6.2-9-15.7 4
42 ボルト 4 M6 L=30mm
43 ワッシャ 6.5-21-1 4
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シフト・スロットル P/L Fig. 16

LIT

GREASE
LIT

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

1 スロットルカム 1
2 スプリング 1
3 カラー 6.5-10.5-22.6 1
4 ボルト 1 M6 L=35mm
5 ワッシャ 6.5-21-1 1
6 ワッシャ 6.5-23-1.5 1
7 ワッシャ 6.5-21-1 2
8 スロットルアーム 1
9 スロットルローラ 1
10 カラー 1
11 ボルト 1 M6 L=20mm
12 スロットルロッド 1
13 シフトアーム 1

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

14 カラー 1
15 ボルト 1 M6 L=25mm
16 ワッシャ 6.5-21-1 2
17 ブラケット 1
18 ボルト 2 Shift Arm Bracket M6 L=16mm
19 ボルト 2 Cable Clip M6 L=16mm
20 シフトレバーロッド 1
21 ワッシャ 8.5-18-1.6 2
22 スナップピン d=8 2
23 シフトレバーシャフトアッシ 1
24 シフトレバーストッパ 1
25 シフトレバーストッパ t=0.8 1
26 ボルト 1 M6 L=12mm
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7

P/L Fig. 16

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

27 ホルダ シフトレバーシャフト 2
28 ボルト 4 M6 L=12mm
29 リモートコントロールケーブルステカバー 1 M6 L=25mm
30 ボルト 2
31 グロメット コード 1
32 ケーブルクリップ 1
33 グロメット シフトロッド 17-3 1
34-1 シフトロッド (S) 1 Shift Rod
34-2 シフトロッド (L) 1 for Transom "S"
35 スナップピン d=5 1 for Transom "L"&"UL"
36 シフトロッドジョイント 1
37 ケーブルジョイント 2
38 ワッシャ 8.5-18-1.6 2

見出 
番号 部　品　名 個数 備　考

39 スナップピン d=8 2

LIT

GREASE
LIT
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5. 点検項目
1）スロットルケーブル・シフトケーブルの点検
1. スロットルケーブル・シフトケーブルの作動を点検する。

2.  ケーブルのインナワイヤおよびアウタワイヤの曲り、また
は損傷の有無を点検する。必要に応じて交換する。

3. スロットルを全閉・全開にし、スロットルカムが全閉・全開
になるか確認する。(カムは全閉で調整する為、全開にな
らない事がある )

c
1

1

a

b

2）フリクションレバーの調整・操作方法
1. フリクションレバーを締める方向ⓐにし、ナット①を締め

付け、最大のフリクションを調整する。

2. フリクションレバーをゆるめる方向ⓑにし、ステアリング
がスムーズに作動することを確認する。

• フリクションレバーはステアリングを完全に固定す
るものではない。船外機の操作中はハンドルから手
を放さないこと。
• ステアリングハンドルの重さは船外機の操作に直接
影響を与える。事故に通じるおそれがあるので、ア
ジャストナットを締めすぎないこと。

ナイロンナットの脱落を防ぐために、ボルトのネ
ジ山がナイロンナット上端より1山ⓒ見える位
置まで締込む。

3）ドライブシャフトハウジングの取外
1. エンジンパワーヘッドをを取外す。「5章を参照」

2. 廃油受皿をドレン穴の下に用意し、ドレンボルトを外し、
オイルを完全に排出する。「3章を参照」

3. ボルト①を外し、マウントカバー②を取外す。

11

22
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7

5.  アッパマウントラバーナット⑤を取外し、ドライブシャフ
トハウジングAss'y を取外す。

5

6

7

4. ロワマウントナット③とボルト④を外す。

ダンパグロメット⑥とロックプレート⑦の隙間に
ナットを差し込み、ボルトを固定した状態で、ナッ
トを緩める

44

33

MFS4050J_CH07_140729.indd   21 14.7.29   10:01:48 AM



ブラケット

7-22 4st 40/50  2014

ブラケットブラケット

5）ドライブシャフトハウジングの分解
1. 3 本のボルト①を取外し、ドライブシャフトハウジング

Ass'y ①からエンジンベース②を取外す。

2. エンジンベースAss'y ②からオイルストレーナ③を取外
す。

エンジンベースAss'y を取外す際は、オイルス
トレーナのホースの取回し具合を確認しておく。

22
11

33
22

4）アッパマウントの抜取
1.  3本のボルトを取外し、アッパマウントラバーを取外す。

4

8

5

6

7

3.  ドライブシャフトハウジングからアイドルポート④、プ
レート⑤、ガスケット（インナー）⑥、ガスケット（アウター）
⑦、オイルパンガイドプレート⑧を取外す
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77

9

4.  スクリュを取外し、ドライブシャフトハウジングから
ウォーターパイプ⑨を取外す。

6）オイルストレーナの点検
1.  オイルストレーナの汚れまたは堆積物の有無を点検する。

必要に応じて清掃または交換する。

7）ドライブシャフトハウジングの組立
1.  ウォータパイプ①をドライブシャフトハウジング②に組付

ける。

88
99

3.  オイルストレーナ⑧をエンジンベース⑨に組付け、結束バ
ンドで締付ける。

2.  ドライブシャフトハウジングにガスケット（インナー）③、
プレート④、ガスケット（アウター）⑤、アイドルポート⑥、
オイルパンガイドプレート⑦を取付ける。

a b c d

6

7

4

3

5 2

1

GREASE

OBMOBM

OBM

TB13421342

1342
・ アイドルポートの部品を組付ける際は凸マーク
ⓐ~ⓓが重なるように組付ける。
・ ボルトを締付ける際は部品に記載された1~8
の番号順に締付ける

TB13421342

1342
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ブラケットブラケット

33

11
22

8）ドライブシャフトハウジングAss'y の組付
1. アッパマウントボルト①をスイベルブラケットAss'y ②

へ差込む。

2. ロワマウントボルト③をスイベルブラケットAssy②へ差
込む。

3. アッパマウントナット④を組付け、ナット④にネジロック
剤を塗布し規定トルクで締付ける。

アッパマウントナット④：
　21 N・m（15 lb・ft）［2.1 kgf・m］

ロワマウントボルト・ナット⑥：
　40 N・m（29 lb・ft）［4.0 kgf・m］

4. ロワマウントナット⑤を組付け、規定トルクで締付ける。

5.  マウントカバー⑥を組付け、ボルト⑦を締付ける。

4

5

7

6

271271 LT

271

271271 LT

271

エンジンベースボルト⑫、⑬：
　仮締め：15 N・m（11 lb・ft）［1.5 kgf ･ m］
　本締め：30 N・m（22 lb・ft）［3.0 kgf ･ m］

q

0

2

w

e
e

e

r

tt

y

3.  新品のガスケット⑩とエンジンベースAss'y ⑪をドライブ
シャフトハウジング②に組付ける。

4. 4本のボルト⑫、⑬を規定トルクで締付ける。

エンジンベースを組付ける際は、オイルストレー
ナのホースが折れないように注意する。

この時点で、アッパマウントボルト⑭をアッパマ
ウントラバーに挿しておく

5. 左右のアッパマウント取付ボルト⑮を締め付け、アッパマ
ウントラバー⑯を固定する。

必ず指定のねじロック剤を塗布する。
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11

22

3

1

2
4

GREASE

OBMOBM

OBM

10）ステアリングシャフトの組付
1.  スラストプレート①、およびブッシング②をステアリング

シャフト③に組付ける。

2.  スイベルブラケットAss'y ④を垂直に置き、ステアリング
シャフト③をスイベルブラケットAss'y ④へ差込む。

9）ステアリングシャフトの取外
1.  ドライブシャフトハウジングAss'y を取外す。取外し手

順は「7章ドライブシャフトハウジングの取外を参照。」

2. Cリング①を取外す。

3.  マウントブラケット②をプラスチックハンマ等で叩いて取
外す。

4.  ステアリングシャフトをスイベルブラケットAss'y から
引抜いて取外す。

3.  ブッシング⑤、新品のＯリング⑥、スラストプレート⑦を
ステアリングシャフト③へ組付ける。

5

6

7

3

GREASE

OBMOBM

OBM

⑥Ｏリング 再使用不可
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ブラケットブラケット

11）クランプブラケットの取外（PTT、ガスアシストモデル）
1.  PTTユニットまたはガスショックアブソーバを取外す。後

述の「PTTユニット／ガスショックアブソーバの取外を参
照。」

2.  ナイロンナット①を外し、クランプブラケット②、スイベ
ルブラケット③を取外す。

3. クランプブラケット④からシャフト⑤を取外す。

1

2

3

45

a

b

8

3

9

GREASE

OBMOBM

OBM

c

4.  ステアリングシャフト③の向きaとマウントブラケット
⑧の向きbを合せて組付ける。

5. Cリング⑨を組付ける。

6. グリスニップル⑩よりグリスをブッシング部（上）cか
らあふれ出るまで注入する。

0
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5

4

3

1

2

GREASE

OBMOBM

OBM

GREASE

OBMOBM

OBM

ナイロンナット⑤：
　24N・m（17 lb・ft）［2.4kgf・m］

3. PTT ユニットまたはショックアブソーバを組付ける。
「PPTユニット／ショックアブソーバの組付」を参照。

6

a

a
4. 左右のグリスニップル⑥よりブッシング部aからあふれ

出るまでグリスを注入する。

12）クランプブラケットの組付（PTT、ガスアシストモデル）
1.  クランプブラケット①にスイベルブラケットシャフト②を

組付ける。

2.  スイベルブラケット③とクランプブラケット④を組付け、
ナイロンナット⑤を規定トルクで締付ける。

13）PTTユニット／ガスショックアブソーバの取外
1.  船外機を完全にチルトアップして、チルトストッパ①で支

える。

1

警 告 

船外機をチルトアップしたら、必ずチルトストッパで
支えること。PTTユニットの油圧が低下し、急に船
外機が降下することがあり危険です。

マニュアルバルブ：
　1.8 N・m（1.4 lb・ft）［0.18 kgf・m］

・ PTT ユニットが作動しない場合は、マニュア
ルバルブを緩めて船外機を手動で持上げる。
・ マニュアルバルブを緩めた場合は、船外機を
チルトアップした後に、必ず規定トルクで締
付ける。
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ブラケットブラケット

14）PTTモータの取外
1. PTTユニット1からPTTモータ2、Ｏリング3、4お

よびカップリング5を取外す。

5

1

3

2

4

4

注 意 

・ PTT モータ（リザーブタンク）を取外す場合は、
内部圧力により、フルードが噴出するのを防ぐため
に、チルトロッドは完全に伸ばした状態にしておく。
・ フルードがPTTユニット内から噴出するのでPTT
ユニットからPTTモータを取外した状態でチルト
ロッドを押下げない。

2. 取外したPTTモータに電流を流して作動するか点検する。
作動しなければ、PTTモータAss'y を交換する。

GAS ASSIST

2

3
4

5

q

78

5

6

0

9

99
q

9

9

9

2.  スラストロッド②を取外す。

3. ボルト③を外し、シリンダピン（アッパ）④を取外す。

4. チルトダウン操作し、チルトロッドを少し縮める。

5. PTTソレノイドからPTTモータリード線の接続を外す。

6. Cリング⑤を取外し、シリンダピン（ロワ）⑥を取外す。

7. PTTユニット⑦またはガスショックアブソーバ⑧を取外す。

8. ブッシング⑨、⑩、⑪を取外す。

PTTユニットまたはガスショックアブソーバを
片方の手で支え、シリンダピン（ロワ）を引抜き、
ユニットを後方に取外す。
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15）PTTモータの分解
1. ステータ取付スクリュ1を外し、ステータ2を取外す。

3

2
1

アーマチャシャフトの端をきれいな布でかぶせ、
プライヤでシャフトをくわえ、アーマチャ3を
ステータから注意して取外す。

2. アーマチャ3をPTTモータベースから取外す。

グリスやオイルをコンミュテータに付けてはいけ
ない。

3

3. PTTモータリード線4を抜く。
44

4. スクリュ5を外し、PTTモータリード線6を抜き、ブラ
シ7を取外す。

5 6

6

a

5

7

注 意 

・PTTモータリード線をステータから引抜かない。
・ サーキットブレーカの作動に影響するのでバイメ
タルaに触れてはいけない。
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16）PTTモータの点検
1. ブラシの長さを測る。
 限度以下の場合は交換する。

aブラシ摩耗限度 a：
5.0 mm（0.1969 in.）

2. ブラシとサーキットブレーカの導通を点検する。
 導通がなければ交換する。

b

注 意 

・PTTモータリード線をステータから引抜かない。
・ サーキットブレーカの作動に影響するのでバイメ
タルbに触れてはいけない。

コンミュテータの直径限度c：
20.4 mm（0.8032 in.）

3. コンミュテータの直径を測る。
 以下の諸元により交換する。

c

4. アーマチャの導通を点検する。
 規定外であれば交換する。

d

e

f

アーマチャの導通
コンミュテータ部分 導通
コンミュテータ部分d － 

導通なし　　アーマチャコア部分e
コンミュテータ部分d － 

導通なし　　アーマチャシャフト部分f

5. ベースにクラックや損傷の有無を点検し、必要であれば交
換する。

6. ベアリングやオイルシールの損傷の有無を点検し、必要で
あれば交換する。

注 意 

ベアリングやオイルシールを取外した場合は、常に
新品に交換する。

MFS4050J_CH07_140729.indd   30 14.7.29   10:02:44 AM



7-314st 40/50  2014

77

17）PTTモータの組立
1. 分解の逆の手順でブラシ、PTTモータリード線を組付ける。

2. ブラシ1をブラシホルダの中に押し込み、アーマチャ2

を取付ける。
2

11

3. ステータをベースに取付ける。

アーマチャシャフトの端をきれいな布でかぶせ、
プライヤでシャフトをくわえ、アーマチャをス
テータに注意して取付る。

18）PTTポンプとバルブの取外
1.  マニュアルバルブ1を取外し、フィルタ2、PTTポンプ

Ass'y3を取外す。

2.  PTT ユニット4からバルブAss'y5、リリーフバルブ
Ass'y6を取外す。

5

6
2

4

1

3

部品が小さいので紛失しないように注意する。
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19）PTTポンプとバルブの点検
1. ピストンとボールの清掃、損傷または摩耗の有無を点検す

る。必要に応じてPTTポンプを交換する。

2. ドライブギヤとドリブンギヤの損傷または摩耗の有無を点検
する。必要に応じてPTTポンプを交換する。

3. バルブの損傷または詰まりの有無を点検する。必要に応じ
てを交換する。

20）リザーバタンクの取外
1. リザーブタンクキャップ1をゆるめ、PTTフルードを排

出する。

2.  PTTユニット2を木片または、アルミ板aで両側からは
さみ、バイスで固定する。

3.  チルトロッドをレンチで固定し、ジョイントメタル3を
回してゆるめて取外す。

2

3

a

1

a

3

4. リザーブタンク取付ボルト4をゆるめ、リザーブタンク
5を取外す。 3

1

5

4

2
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21）チルトシリンダ、リザーブタンクの点検
1.  リザーブタンク1、リザーブタンク上部のオイルシールの

損傷の有無を点検する。必要に応じてリザーブタンクを交
換する。

2.  チルトロッド2表面のかき傷、損傷の有無を点検する。
必要に応じて交換する。

3.  チルトロッド2の曲り、過度の腐食の有無を点検する。
軽度の錆びの場合は400～600番手のサンドペーパで
磨く、または必要に応じて交換する。

1

2

1
a

a

5

6

22）リザーブタンクの組付
1.  新品のＯリング2をPTTユニット1に組付ける。

2.  リザーブタンク3をPTTユニットに取付け、ボルト4

を規定トルクで締付ける。

3.  PTTユニット1を木片またはアルミ板aで両側からはさ
み、バイスで固定する。

3

4

1

2

4.  チルトロッド6をレンチで固定し、ジョイントメタル5

を締込む。

リザーブタンクボルト4：
4.5 N・m（3.3 lb・ft）［0.45 kgf・m］

ジョイントメタル5：
39 N・m（28 lb・ft）［3.9 kgf・m］

271271 LT

271

MFS4050J_CH07_140729.indd   33 14.7.29   10:02:49 AM



ブラケット

7-34 4st 40/50  2014

1

2

3

4

5
6

7

23）PTTポンプとモータの組付
1.  PTTユニット1を木片または、アルミ板で両側から挟み、

バイスで固定する。

2.  バルブAss'y2、リリーフバルブAss'y3およびPTTポ
ンプAss'y4を組付け、ボルト5を規定トルクで締付ける。

PTTポンプボルト：
5.2 N・m（3.8 lb ･ ft）［0.52 kgf ･ m］

推奨PTTフルード：
ATFデキシロンⅢ

OIL

3.  フィルタ6を取付ける。

4.  マニュアルバルブ7を組付け、規定トルクで締付ける。

5.  図のように、ポンプ室の上面付近まで、PTTフルードを給
油する。

マニュアルバルブ：
1.8 N・m（1.3 lb ･ ft）［0.18 kgf ･ m］

9
8

0

q

スクリュ：
6 N・m（4 lb ･ ft）［0.6 kgf ･ m］

6.  新品のＯリング8、カップリング9およびPTTモータ
Ass'y0を組付け、スクリュqを規定トルクで締付ける。
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7

24）PTTユニットのエア抜き /注油（単体状態）
1. マニュアルバルブ1を一杯まで時計方向（右回り）に回す。

マニュアルバルブ：
1.8 N・m（1.3 lb・ft）［0.18 kgf・m］

9
8

0

1

3

2

警 告 

完全にチルトロッドが伸びた状態でフルード量を確認
する。途中位置でリザーブタンクキャップを取外すと、
規定量が確認できないと共に、フルードが吹き出して
くることがあり危険です。

リザーブタンクキャップ：
1.2 N・m（0.9 lb・ft）［0.12 kgf・m］

チルトロッド PTTモータリード線 バッテリ端子

下降
緑（G） プラス（＋）
青（L） マイナス（－）

G

L

2. PTTユニット2を垂直に置く。

3.  キャップ3を外して、リザーブタンク内のフルード量を
点検する。PTTユニットを分解した場合は規定量まで注油
する。

4.  不足している場合は、PTTフルードを規定量まで補充する。

6.  PTTモータリード線をバッテリ端子に接続してチルトロッ
ドを完全に縮める。

5. キャップ3を組付け、規定トルクで締付ける。

キャップを取外したときに、レベル穴から多少の
フルードがあふれる程度が規定量です。

推奨PTTフルード：
ATFデキシロンⅢ

OIL
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ブラケットブラケット
7.  PTTモータリード線のバッテリ端子への接続を入換え、チ

ルトロッドを完全に伸ばす。

チルトロッド PTTモータリード線 バッテリ端子

上昇
青（L） プラス（＋）
緑（G） マイナス（－）

L

G

8.  チルトロッドが完全に伸びたときのフルード量を点検する。
不足している場合は、PTTフルードを規定量まで補充する。

・ 上記作業を繰返し、チルトロッドを4～ 5回
上下させる（モータリード線の接続を入換える
際は、2～3秒間隔をあける）。
・ チルトロッドが上下にスムーズに動かない場合
は、手で直接押し引きして作動の手助けをする。

推奨PTTフルード：
ATFデキシロンⅢ

OIL

25）PTTユニット／ガスショックアブソーバの組付
1.  船外機を完全にチルトアップし、チルトストッパ①で支える。

2.  ブッシング②、③、④を元の位置に組付ける。

3.  PTTユニット⑤またはガスショックアブソーバ⑥を組付け
て、シリンダシャフト（ロワ）⑦を組付ける。

4.  Cリング⑧を組付ける。

5. バッテリに接続して、電流を流してチルトロッドを完全に
伸ばす。

6.  シリンダピン（アッパ）⑨を組付け、ボルト⑩を締付ける。

7.  スラストロッド⑪を組付ける。

チルトロッドを少し縮ませておく。

1

警 告 
船外機をチルトアップしたら、必ずチルトストッパで
支えること。PTTユニットの油圧が低下し、急に船
外機が降下することがあり危険です。

GAS ASSIST

q

0
9

8

2

56

8

7

3

4

44
2

4

4

4
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77

26）PTTユニットのエア抜き（船外機組付状態）
1. 船外機をボートに取付ける。

2. 船外機を完全にチルトアップし、チルトストッパ1で支
える。

3. キャップ2を外し、リザーブタンク内のフルード量を点
検する。

4. マニュアルバルブを一杯まで反時計方向に回す。

5.  船外機を手動で一杯までチルトアップさせて、自重で下降
させる。

6. マニュアルバルブを一杯まで時計方向に回す。

マニュアルバルブ：
1.8 N・m（1.3 lb・ft）［0.18 kgf・m］

警 告 

船外機をチルトアップしたら、必ずチルトストッパで
支える。PTTユニットの油圧が低下し、急に船外機
が降下することがあり危険です。

22

警 告 

船外機が完全にチルトアップした状態でフルード量を
確認する。途中位置でリザーブタンクキャップを外す
と、規定量が確認できないと共に、PTTフルードが
吹き出してくることがあり危険です。

7. 5分間放置して、PTTフルードを安定させる。

8. PTTスイッチを押して、船外機が完全にチルトアップする
か点検する。

10. キャップ2を取外し、リザーブタンク内のフルード量を
点検する。

9. チルトストッパ1で船外機を支える。

キャップを取外したときに、レベル穴から多少の
フルードがあふれる程度が規定量です。

1

フルチルトまでチルトアップしない時は、マニュ
アルバルブを緩めて手動でチルトアップさせて、
チルトストッパで支える。
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11. 不足している場合は、PTTフルードを規定量まで補充する。

リザーブタンクキャップ：
1.2 N・m（0.9 lb・ft）［0.12 kgf・m］

12. リザーブタンクキャップを組付け、規定トルクで締付ける。

13. PTTフルードが規定量になるまで5～12の作業を繰返す。

推奨PTTフルード：
ATFデキシロンⅢ

OIL

27）PTTソレノイドの点検

PTTソレノイド導通
空色（Sb）－黒（B） 導通あり
桃（P）－黒（B）
端子①－端子④（－） 導通あり
端子②－端子④（－）
端子①－端子③（＋） 導通なし
端子②－端子③（＋）

B

P

Sb

å UPDOWN

4

3
2

4

3 1

- +

UP∫

B

Sb

3
1

4. テスタをPTTソレノイドの端子①と③の間に接続する。

5.  B の図のように空色（Sb）端子をプラス（＋）バッテリ端子、
黒（B）リード線をマイナス（－）バッテリ端子に接続する。

6. 端子①と③間の導通を点検する。導通がない場合はアップ
側PTTソレノイドを交換する。

7. テスタをPTTソレノイドの端子②と③間に接続する。

このテストは、部品を取外さなくても行える。

1. バッテリから＋と－のバッテリコードの接続を外す。

2. 端子①と②から、PTTリード線の接続を外す。

3. PTTソレノイドの導通を点検する。規定外の場合は交換す
る。
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28）PTTスイッチの点検
1.  PTTスイッチの導通を点検する。規定外の場合は交換する。

リード線
スイッチ位置　　淡青（Sb）　    赤（R）  　    桃（P）
アップ（上昇）
フリー
ダウン（下降）

9. 端子②と③間の導通を点検する。導通がない場合はダウン
側ソレノイドを交換する。

- +

DOWNç

B

P

2
3

8.  C の図のように桃（P）端子をプラス（＋）バッテリ端子、
黒（B）リード線をマイナス（－）バッテリ端子に接続する。
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エレクトリック
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1. 特殊工具

スパークの点検

スパークテスタ
P/N. 3F3-72540-0

プレッシャの点検

バキューム／プレッシャゲージ
P/N. 3AC-99020-1
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1

2

6

4

3

5

7

8

9

①レクチファイヤ
②ヒューズ（30A）
③ヒューズ（20A）
④スタータソレノイド
⑤イグニションコイル
⑥オイルプレッシャスイッチ
⑦PTTソレノイドスイッチA（アップ側）
⑧PTTソレノイドスイッチB（ダウン側）
⑨ECU

2. 電装品配置図
左舷側外観
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1

4

2

3

① ISCバルブ
②スタータモータ
③TPS
④ベーパセパレータ

船首側外観
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1

2

3

4

①フュエルインジェクタ
② ISCバルブ
③ベーパセパレータ
④イグニションコイル

右舷側外観

MFS4050J_CH08_140711.indd   5 7/11/14   5:31:12 PM



8-6

エレクトリック

4st 40/50  2014

①エンジンテンプセンサ
②ヒューズ（20A）
③ヒューズ（30A）
④レクチファイヤ
⑤クランクポジションセンサ (CPS)
⑥スタータモータ
⑦T-MAPセンサ
⑧オルタネータ

7

1

5

2
8

4

3

6

上部外観
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①ニュートラルスイッチ

ボトムカウル

1
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3. パーツレイアウト
マグネト

P/L Fig. 7

G17G17

BOND

G17

G17

OIL-COMP.GMSOCSOC

SOC

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 フライホイール W/ ギヤ 1
2 オルタネータアッシ 1
3 キー 1
4 ナット 20-P1.25 1 M20
5 ワッシャ 20.5-37-5 1 M20
6 ボルト 3 M6 L=25mm
7 リングギヤカバー 1
8 グロメット 16-2.5 3
9 フック カバー 2
10 ボルト 1 M6 L=20mm
11 ワッシャ 6-16-1.5 1 M6
12 カラー 6.2-9-7.4 1
13 グロメット 13-2 2
14 コイルブラケット 1

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

15 ボルト 6 M6 L=25mm
16 ダウェルピン 6-12 2 Cylinder Blok-CoilBraket
17 パルサーコイル 1
18 パルサーコイルガ - ド 1
19 スクリュ 2
20 イグニッションコイル W/R- キャップ 3
21 プラグキャップ W/ レジスタンス 1
22 ボルト 6 M6 L=20mm
23 ステー 3
24-1 コーションデカール (B) 1
24-2 コーションデカール (B) 1
25 ヒューズデカール 1
26 ボルト 2 M8 L=30mm
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Fig. 9A  ELECTRIC PARTS
  エレクトリックパーツ
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エレクトリックパーツ P/L Fig. 9
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SOC
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 オイルプレッシャスイッチ 1

2 エンジンテンプセンサ 1

3 ブラケット 1 Electric Braket

4 レクチファイヤコンプリート 1

5 ボルト 2 M6 L=25mm

6 ヒューズホルダブラケット 1

7 スクリュ 2 M5 L=12mm

8 スタータソレノイド 1

9 ボルト 2 M6 L=8mm

10 PTT ソレノイドスイッチ (A) 1 Up 4 Side (Sb) for PTT Model

11 ナット 3 M6

12 スプリングワッシャ 3 M6

13 ターミナルキャップ 2 Red for Gas Assist Model

14 PTT ソレノイドスイッチ (B) 1 Down Side (P) for PTT Model

15-1 ECUアッシ 1 50ps EU

15-2 ECUアッシ 1 40ps EU

15-3 ECUアッシ 1 50ps STD

15-4 ECUアッシ 1 40ps STD

16 ソレノイドスイッチコード (A) 1 Red for PTT Model

17 ボルト 2 M6 L=20mm

18 ワッシャ 6-16-1.5 2 M6

19 ソレノイドスイッチコード (B) L=150 1 Black for PTT Model

20 ターミナルキャップ 6 Red for PTT Model

21 コードアッシ 1

22 グロメット オイルプレッシャスイッチ 1

23 リレー 1

24-1 ヒューズ 30A 1

24-2 ヒューズ 20A 2

25 ケーブルターミナル プラグ 1

26 ボルト 4 M6 L=12mm

27 スクリュ 1 M5 L=12mm

28 バンド リードワイヤ 104 1

29 バンド リードワイヤ 203 1

30 ターミナルキャップ スタータ 2 Black for PTT Model

31 ボルト 4 M6 L=30mm

32 ワッシャ 6-16-1.5 4 In Side M6

33 ワッシャ 6.5-21-1 4 Out Side M6

34 マウント 8.5-14-2.5 4 In Side

35 ラバーマウント 8.5-14-2.5 4 Out Side

36 スペーサ 6.2-9-15.7 4

37 カバー 1

38 ワイヤリングダイヤグラムデカル 1

再使用不可

再使用不可
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エレクトリックパーツ（スタータモータ） P/L Fig. 8

OIL-COMP.GMSOCSOC

SOC

GREASE

OBMOBM

OBM

見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 スタータモータアッシ 1
2 ブラシホルダ 1
3 インターナルギヤ 3
4 ピニオンアッシ 1
5 プラネットギヤ 1
6 ワッシャセット 1
7 シフトレバーセット 1
8 マグネットスイッチ 1
9 ダストカバーセット 1
10 スタータモータバンド 1
11 ダンパ スタータモータ 1
12 ボルト 2 M6 L=16mm
13 バッテリケーブル 1
14 ターミナルキャップ 1 Red
15 ボルト 1 Battery Cable-Ground

M6 L=12mm
16 ナット 1 Starter Motor M8
17 バンド リードワイヤ 135 1
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インテークマニホールド P/L Fig. 5
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 インテークマニホールド 1

2 ISCバルブ 1 Idle Speed Control Valve

3 ボルト 2 M6 L=20mm

4 マップセンサ 1 Manifold Air Temperature & Pressure

5 ボルト 1 M6 L=20mm

6 フュエルレールアッシ 1

7 フュエルインジェクタアッシ 3

8 ボルト 2 M6 L=20mm

9 スロットルボディアッシ 1 φ 45

10 ガスケット スロットルボディ 1

11 ボルト 3 M6 L=20mm

12 インテークサイレンサアッシ 1

13 ガスケット 1

14 リストレクタ 1 40ps

15 ボルト 2 M6 L=25mm

16 ベーパセパレータアッシ 1

17 フロート 1

18 フロートアームピン 1

19 フロートバルブアッシ (W/ バルブピン ) 1

20 フュエルフィードポンプ 1 Upper

21 グロメット 1 Upper

22 ジョイント 1 Upper

23 グロメット 1 Upper

24 フィルタ（アウトレット） 1 Lower

25 グロメット FFP ロワ 1 Lower

26 フィルタ（インレット） 1

27 フュエルレギュレータ 1

28 ホルダ 1

29 Oリング 1

30 Oリング 1

31 ドレンスクリュ 1

32 カバー 1

33 シール 1

再使用不可

再使用不可

再使用不可

再使用不可

再使用不可
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見出
番号 部　品　名 個数 備　考

1 ラバーマウント 3

2 ワッシャ 3 M8

3 ピン 3

4 フュエルホース W/ プロテクタ 1 V/Separator-Fuel Rail EPA-KRI-15G

5 クランプ φ 16.8 2

6 フュエルホース 1 V/Separator-Exposure

7-1 フュエルホース W/ プロテクタ 1 Fuel Pump-V/Separator USA EPA-KRI-15G

7-2 フュエルホース W/ プロテクタ 1 Fuel Pump-V/Separator STD

8 クリップ φ 11.3 2

9 インシュレータ 1

10 Oリング 6

11 ボルト 6 M6 L=35mm

12 ボルト 2 M6 L=25mm

13 ダウェルピン 6-16 2 Intake Manifold-Vapor Separator Assy

14 ブッシング 3

15 フュエルポンプアッシ 1

16 Oリング 3.5-25.7 1

17 ボルト 1 M6 L=25mm

18 ボルト 1 M6 L=45mm

19 スペーサ 1

20-1 ローパーミェーションホース 1 Fuel Filter-Fuel Pump USA EPA-KRI-15G L=445mm

20-2 フュエルホース 1 Fuel Filter-Fuel Pump STD L=445mm

21 クリップ φ 11.3 1

22 クリップ φ 9.4 1

23 フュエルフィルタアッシ 1

24 カップ 1

25 Oリング A 1

26 フィルタ 1

27 フロート フュエルフィルタ 1

28 Oリング B 1

29 ナット 1 M8

30 ワッシャ 2 M8

31 プレート 1

32 ボルト 1 M6 L=12mm

再使用不可

再使用不可

再使用不可

再使用不可
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4.  エンジンを始動させて、火花の状態を確認する。火花が弱
い場合は点火系を点検する。

スパークテスタ：
　P/N. 3F3-72540-0

OK

警 告 
・ 点検時はスパークテスタの配線に触れたり、リーク
しないように電極キャップを確実に被せ、注意する。
・ 点検時には火花が飛ぶので、引火性のガス・燃料、
油脂類等は遠ざける。

2）プラグキャップの点検

プラグキャップ抵抗値：
　3.0 ～ 7.0 k Ω

火花性能：
　10 mm（0.4 in）以上

このテストは部品を取外して単体でテストを行
う。

1. スパークプラグからプラグキャップの接続を外す。

2.   ハイテンションコードからプラグキャップを取外す。

3.  プラグキャップの抵抗値を測定する。規定外の場合は交換
する。

・このテストは部品を取外さなくても行える。
・ イグニッションコイルの作動点検は、ダイアグ
ノシスシステムの「ランニング（ドロップ）テ
スト」を使用して行うことができる。

4. 点火システム、点火制御システム
1）イグニッションスパークの点検
1.   スパークプラグからプラグキャップの接続を外す。

2.  プラグキャップをスパークテスタに接続する。

3.  スパークテスタのワニ口クリップをスパークプラグ先端の
金属へ接続する。
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3）イグニッションコイルの点検
1.  イグニッションコイルカプラの接続を外す。

2.  イグニッションコイルの抵抗値を測定する。規定外の場合
は交換する。

イグニッションコイル抵抗値：
1次コイル：カプラー端子間①
　3.82～ 5.18Ω（20℃時）
2次コイル：ハイテンションコード - 端子間②
　15.6 ～ 23.4k Ω (20℃時 )
　19.4～29.6kΩ (スパークプラグキャップ付き)

4）オルタネータの点検
1. オルタネータカプラー（3ピン）の接続を外す。

2.  オルタネータの抵抗値を測定する。規定外の場合は交換する。

1

2

3.  プラグキャップをハイテンションコードへ時計方向（右回
り）にねじ込み、組付ける。

4.  プラグキャップをスパークプラグに接続する。

オルタネータ（チャージコイル）抵抗値：
　黄 (Y) ー黄 (Y) ー黄 (Y) 間  
　0.28～ 0.42Ω （20℃時）

このテストは部品を取外さなくても行える。

このテストは部品を取外さなくても行える。
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5）クランクポジションセンサ (CPS) の点検
1.  左舷側の＃1CPSカプラ①（2ピン）の接続を外す。

2.  ＃ 1CPSの抵抗値を測定する。規定外の場合は交換する。

クランクポジションセンサ抵抗値（参考値）：
　赤／白（R/W）ー黒（B）間　
　　148～ 222Ω

11

このテストは部品を取外さなくても行える。

6）クランクポジションセンサ (CPS) のギャップ調整
1.  CPS ①の取付スクリュを緩め、シックネスゲージを、

CPS①とフライホイール②のエンコーダリング③の隙間
ⓐに差し込む。

クランクポジションセンサ (CPS) のギャップ : ⓐ
　0.7 - 0.9 mm（0.028 - 0.035 in）

1

2

a
3

2.  CPSの取付スクリュを締付ける。

CPSを上側に軽く押し上げながらスクリュを締
め付けることで、エンコーダリングと CPS の
ギャップを平行に保つことができる。
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1.  オイルプレッシャスイッチ①を取外す。

2.  オイルプレッシャスイッチ①の導通を点検する。導通がな
い場合は交換する。

3.  バキューム／プレッシャゲージをオイルプレッシャスイッ
チに接続する。

TB13271327

1327

バキューム／プレッシャゲージ：
　P/N. 3AC-99020-1

オイルプレッシャスイッチ圧力：
0.020～ 0.029 MPa（2.8 ～ 4.0 PSi）
［0.2 ～ 0.3 kgf/cm2］

オイルプレッシャスイッチ：
　8 N・m（6 lb・ft）［0.8 kgf・m］

7）オイルプレッシャスイッチの点検

このテストは部品を取外して単体でテストを行
う。

4.  バキューム／プレッシャゲージでゆっくり加圧する。

5.  規定圧力状態でオイルプレッシャスイッチの導通がないこ
とを確認する。導通がある場合は交換する。

6. 元通りに組付ける。

11

TB13271327

1327
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1. エンジンからエンジンテンプセンサを取外す。

2.  水を入れた容器にエンジンテンプセンサを入れ、ゆっくり
と水を加熱する。低温時の抵抗値を測る場合には氷水また
は冷蔵庫等に入れた状態で、センサを冷却する。

3.  エンジンテンプセンサの抵抗値を測定する。規定外の場合
は交換する。

エンジンテンプセンサ抵抗値（参考値）：
端子間
約5℃時 ：4.24～ 4.86 k Ω
約 25℃時 ：1.90～ 2.10 k Ω
約 100℃時：0.166～ 0.204 k Ω

9）ニュートラルスイッチの点検

1.  ニュートラルスイッチの導通を点検する。導通がない場合
は交換する。

ab

 スイッチ位置
 リード線色

  緑（G） 緑（G）
フリーa
押す (シフトイン )b

このテストは部品を取外して単体でテストを行
う。

8）エンジンテンプセンサの点検

このテストは部品を取外さなくても行える。
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10）メイン (キー )スイッチの点検
1.  メインスイッチをティラーハンドルまたはリモコンから取

外す。

2.  キースイッチの導通を点検する、導通がない場合は交換
する。

G

R
L

Br

B

R

このテストは部品を取外して単体でテストを行う。

スイッチ位置
リード線色

B Br R R G L
OFF
ON
START

PUSH ON バリアブル
アイドル

11）ストップスイッチの点検
1.  ストップスイッチの導通を点検する、導通がない場合は交

換する。

 スイッチ位置
 リード線色

  茶（Br） 黒（B）
ロック
を取外すa
ロックを
組付けるb
スイッチcを
押す

a b

c
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5. 燃料制御システム
1）インジェクタの点検
1. インジェクタの抵抗値を測定する。

インジェクタ抵抗値（参考値）：（25℃時）
　11.40～ 12.66Ω

・このテストは部品を取外さなくても行える。
・ インジェクタの作動点検は、ダイアグノシスシ
ステムの "エンジン停止におけるテスト "または
"エンジン作動におけるテスト "を使用して行う
ことができる。

2）ISCバルブの点検
1.  ISCバルブの抵抗値を測定する。

S 4

S 3

S 2

S 1

ISCバルブ抵抗値（参考値）：（20℃時）
　S1 - S2 間 : 27～ 33Ω
　S3 - S4 間 : 27～ 33Ω

ISCバルブの作動点検は、ダイアグノシスシステ
ムの“エンジン停止におけるテスト”または“エ
ンジン作動におけるテスト”を使用して行うこと
ができる。

3）T-MAPセンサの点検
1234

MATセンサの点検は冷機時に行う。

　　MATセンサの点検
1. 周囲温度を測定する。

2.  コンピュータを船外機に接続し、ダイアグノシスシステム
を使用して「エアテンプ（吸気温度）」を表示させる。

3.  周囲温度と表示した「エアテンプ（吸気温度）」が±5℃
以上異なる場合は、T-MAPセンサを交換する。

このセンサはMAP( マニホールド圧力 ) センサ
とMAT( 吸気温度 )センサが一体となっている。
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MAT（吸気温度）センサ抵抗値（参考値）：
　25℃時 Vout TEMP①～GND端子②間 :
　　1.8 ～ 2.2k Ω
　*その他温度の場合、右のグラフを参照

4.  MATセンサの抵抗値を測定する。規定外の場合はT-MAPセ
ンサを交換する。

このテストは部品を取外さなくても行える。

24710

2000

113

－30 25 120

±12.7％

±10％
±13％

周囲温度（℃）

抵
抗
値
（
Ω
）

MAX
NOM
MIN

　　MAPセンサの点検
1. MAP センサの抵抗値を測定する。規定値外の場合は

T-MAPセンサを交換する。

MAP（吸気圧力）センサ抵抗値（参考値）：
　Vout TEMP① - Vout MAP③間 : 導通なし
　Vout TEMP① - Vcc ④ 間 : 導通なし

4）フュエルフィードポンプ（FFP）の点検
1. キースイッチをONにしてフュエルフィードポンプ（FFP）

の作動を点検する。

2.  フュエルフィードポンプ（FFP）①の作動音を確認する。
聞こえない場合は燃料系を点検する。

1

このテストは取外さなくても行える。

5）スロットルポジションセンサ (TPS) の点検
1.  スロットルポジションセンサの抵抗値を点検する。規定外

の場合は、スロットルボディごと交換する。
1

2
3

端子間抵抗値：
　5kΩ以下

2.  また、Vta① - E2② 間に5Vの電圧をかけ、E2② -Vc
③間の電圧の変化を確認する。

TPS出力はメインバルブ全閉 ̃ 全開で開度に比
例する。
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6. 始動システム
1）ヒューズの点検
1.  ヒューズの導通を点検する。導通がない場合は交換する。

2）スタータソレノイドの点検
1.  テスタのリード線をスタータソレノイドの両端子に接続す

る。

2.  緑（G）色のリード線をプラスバッテリ端子に接続する。

3.  黒（B）色のリード線をマイナスバッテリ端子に接続する。

4.  スタータソレノイドの端子間の導通を点検する。導通がな
い場合は交換する。

5.  緑（G) または黒（B）リード線からバッテリ端子を取外
し、スタータソレノイドの端子間に導通がないことを確認
する。導通がある場合は交換する。

1 2 3

1 32

ヒューズは平型の小型ブレードヒューズを使用し
ている。
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1

2

3

4

4

5

3）スタータモータの分解
1. スタータモータをパワーユニットから取外す。
 「5章　電装品の取外」を参照。

2. マグネトスイッチ端子のM8ナット1をゆるめ、モータ
リード線を取外す。

6. ブラシホルダ6をコンミュテータより、静かに引抜き、アー
マチャを取外す。

3. スタータモータリヤカバー2のボルト3（M5、2本）
をゆるめ、スタータモータリヤカバーを取外す。

4. スタータモータリヤカバーのスクリュ4（M4、2本）を
ゆるめ、アーマチャを取外す。

5. マイナスドライバを使用して、スラストワッシャA5を
アーマチャシャフトの溝から取外す。

リヤカバーを外した時点では、ブラシホルダは
モータボディに残る。

ヨークの永久磁石の損傷に注意して静かにアーマ
チャを抜き取る。

注 意 

リヤカバーのメタルベアリングの奥にある、スラスト
ワッシャの紛失に注意する。

注 意 

ブラシやコンミュテータへの損傷に注意する。

6
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8. ギヤケース9からヨーク0、センターブラケットAqを
取外す。 9

0

q

9. ギヤケース9からダストラバーwを外した後、センター
ブラケットAss'yeごとシフトレバーrを取外す。

 ダストラバーの亀裂、損傷を点検する。シフトレバーの磨
耗、損傷を点検する。必要であれば交換する。

9

e
w

r

10. センターブラケットAss'y からプラネタリギヤt、アウ
タギヤyを取外す。

 プラネタリギヤ、アウタギヤ、の磨耗、損傷をを点検する。
必要であれば交換する。

t
y

7. マグネトスイッチ7上部のボルト8（M6、2本）をゆるめ、
マグネトスイッチAss'y を取外す。

7

8

7
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i
u

11. ピニオンシャフトからクリップuを外し、ピニオンクラッ
チを取外す。

12. ピニオンシャフト溝からEクリップoを取外す。

o

13. センターブラケットpからピニオンシャフトa、ワッシャ
s、d（2枚）を取外す。 p

s

a
d

注 意 

クリップを取外す時にピニオンシャフトの表面に傷を
付けないように注意する。

・ ピニオンストッパiを一杯までクラッチ側に
ずらす。
・ マイナスドライバを使用してクリップをシャフ
トの溝から取外す。
・ クリップは再使用不可。
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1

4）アーマチャの点検
1.  アーマチャのコンミュテータ1がカーボン等で汚れてい

ないか点検する。必要に応じてサンドペーパー#600で
磨き清掃する。

1

2.  コンミュテータ1の外径を測定する。限度値以下の場合は、
スタータモータAss'y を交換する。

コンミュテータ外径：標準値
　29.0 mm（1.142 in）

b c

d

2

アマーチャ導通：

bコンミュテータセグメント  3-3間 導通あり
cセグメント－アーマチャコア 間 導通なし
dセグメント－アーマチャシャフト 間 導通なし

4.  アーマチャ2の導通を点検する。規定外の場合はスター
タモータAss'y を交換する。

a

3

3
3 3 3

3
1

3.  コンミュテータ1のアンダカットaを測定する。限度値
以下の場合はスタータモータAss'y を交換する。

摩耗限度：
　28.0 mm（1.102 in）

コンミュテータアンダカット：標準値
　0.5 ～ 0.8 mm（0.020～ 0.032 in）

摩耗限度a：
　0.2 mm（0.008 in）
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6）ピニオンの点検
1.  ピニオン歯の亀裂または摩耗の有無を点検する。必要に応

じて交換する。

2. ピニオンだけを回してピニオン1が一方向にスムーズに
作動するか点検する。必要に応じて交換する。

a

5）ブラシの点検
1. ブラシの長さaを点検し、限度値以下の場合はブラシを交

換する。

1

2

3

4

5

2

5

4

1

3

1

2. ブラシとスタータ端子の導通の有無を点検する。下記の表に
示す内容でなければ、ブラシAss'yを交換する。

ブラシの長さa：標準値
　16.0 mm（0.630 in）

ピニオン1を反時計方向に回した時、スムーズ
に回転し、時計方向に回した時ロックするか点検
する。

7）マグネトスイッチの点検
1.  マグネトスイッチの抵抗値を測定する。抵抗値が規定外の

場合はマグネトスイッチを交換する。

3 1

2

マグネトスイッチ抵抗値：@20℃（68 °F）
保持側：1ー2間　0.56～ 0.68 Ω
吸引側：1ー3間　0.33～ 0.41 Ω

摩耗限度：
　12.0 mm（0.472 in）

ブラシ－ブラシ間 
2－3

 導通あり
 4－5

ブラシ－スタータモータ端子間 
2－1

 導通あり
 3ー1

ブラシ－スタータモータ端子間 
4ー1

 導通なし
 5－1

上記以外のブラシ組み合わせ  導通なし
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1

4

3
2

GREASE

MOLMOL

MOL
TEF

GREASE

TEF

8）スタータモータの組立
1. センターブラケット1にワッシャ2、ピニオンシャフト

3、ワッシャ4の順で取付る。

5

2. ピニオンシャフト溝にEクリップ5を取付ける。

7

8

6

GREASE

MOLMOL

MOL
TEF

GREASE

TEF

3. ピニオンシャフトにピニオンクラッチ6を組付け、クリッ
プ7を取付ける。

0

9

GREASE

MOLMOL

MOL
TEF

GREASE

TEF

4. シフトレバー9のトーションスプリング0をピニオンカ
ラーの溝に差込む。

・ クリップは新品を使用する。
・ ピニオンシャフトにテフロングリスまたはモリ
ブデングリスを塗布する。
・ 13 mmのディープソケットなどを使用して、
クリップをピニオンシャフトの溝に押し込む。
・ クリップを取付けた後、ピニオンストッパ8

を上に上げロックさせる。

ピニオンシャフトにテフロングリスまたはモリブ
デングリスを塗布する。

ピニオンカラーにテフロングリスまたはモリブデ
ングリスを塗布する。
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t

e w

r
q

GREASE

MOLMOL

MOL
TEF

GREASE

TEF

5. シフトレバーqとピニオンシャフトAss'ywを、センター
ブラケットAss'yeに組付け、アウタギヤr、プラネタ
リギヤtを取付ける。

y
6. センターブラケットにセンタープレートAyを取付ける。

i

o

u

7. アーマチャuをブラシホルダiに組付け、スラストワッ
シャAoをシャフト溝に取付ける。

s

d

a

p

10. 分解と逆の手順で残りの部品を組付ける。

8. スタータモータリヤカバーにアーマチャAss'y を取付け、
スクリュ（M4、2本）で組付ける。

9. マグネトスイッチAss'y を取付け、ボルト（M6、2本）
を規定トルクで締付る。

・ センターブラケットAss'y、アウタギヤはボル
トの貫通穴に合わせ、図の位置に組付ける。
・ アウタギヤは、面取り側をブラケットに向ける。
・ ピニオンギヤ、アウタギヤにテフロングリスま
たはモリブデングリスを塗布する。

各ブラシを外側に押しながら、コンミュテータ部
を差込む。

センタープレートAはボルトの貫通穴に合わせ、
図の位置に組付ける。

マグネトスイッチのプランジャp、トーション
スプリングa、シフトレバーs、ダストカバー
dの位置はイラストを参照して組付ける。

注 意 

アーマチャをブラシホルダに組付ける際は、コンミュー
テータ部やブラシに傷や損傷を与えないこと。

マグネトスイッチ取付ボルト：
　7 N・m（5 lb・ft）［0.7 kgf・m］

スタータモータスルーボルト：
　6 N・m（4 lb・ft）［0.6 kgf・m］
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7. 充電システム
1）レクチファイヤの点検
 ●  ワイヤハーネスの断線及び端子部の接続に問題ないか点検する。
 ●  下表を参考に各部の導通を確認する。
 ● 測定は接続を全て外し、ユニット単体で実施する。

 レクチファイヤテスタチェック表
 端子間抵抗値

 注） ①  この測定にはHIOKI HiTESTER MODEL 3030を使用している。指定以外のテスタで点検すると異常な抵抗
値が表示され、正確な点検ができないことがある。

 ② 測定は結線をはずし、ユニット単体で実施する。
 ③  テスタの指針が振れた場合はONで表示され導通があることを示す。
 ④  （　）内は1kΩレンジを使用した際の値。ユニット内にはダイオードが入っているためこの値はテスタの種類、

状態（内部電源など）やレンジにより大きく変化する。

・測定条件　使用テスタ：HIOKI3030
　使用レンジ：1kΩ
・抵抗値の許容誤差は±20%
　 ※の既定値はそれぞれのテスタの特性により大
きく誤差がでます。

このテストは部品を取外さなくても行える。

テスタ（＋）端子

1 2 3 4 5

テ
ス
タ
（
－
）
端
子

1 ∞ ∞
1.1k Ω
～ 12kΩ

∞

2 ∞ ∞
1.1k Ω
～ 12kΩ

∞

3 ∞ ∞
1.1k Ω
～ 12kΩ

∞

4 ∞ ∞ ∞ ∞

5
1.1k Ω
～ 12kΩ

1.1k Ω
～ 12kΩ

1.1k Ω
～ 12kΩ

1.6k Ω
～ 34kΩ

5

4

3

2

1

端子番号
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8.ECU カプラ
 ●  ワイヤーハーネスの断線及び端子部の接続に問題ないか

点検する。

 ● 端子No. の位置を右図に示す。

 ● 端子No. の名称とリード線の色を下表に示す。 1 9 u

i h v

iopasdfghjkl;zxcv

1234567890qwertyu

端子 名称 リード線（色）
A1 空き
A2 空き
A3 通信用GND G 緑
A4 空き
A5 通信用電源 R 赤
A6 TPS L/W 青 /白
A7 空き
A8 空き
A9 MATセンサ G/W 緑 /白
A10 エンジンテンプセンサ G/Y 緑 /黄
A11 空き
A12 バリアブルアイドルスイッチ L 青
A13 ストップスイッチ Br 茶
A14 空き
A15 ISC4 G 緑
A16 ISC3 G/B 緑 /黒
A17 パルサコイル（－） B 黒
A18 通信（モード） L 青
A19 通信（TXD） Y 黄
A20 通信（RXD） Ｗ 白
A21 空き
A22 空き
A23 MAPセンサ G/Or 緑 / 橙
A24 センサ電源（5V） R/W 赤 /白
A25 空き
A26 センサ用GND B/L 黒 / 青
A27 空き
A28 オイルプレッシャスイッチ Br/W 茶 /白
A29 空き
A30 タコメータ W 白
A31 空き
A32 ISC2 G/R 緑 /赤
A33 ISC1 G/L 緑 / 青
A34 パルサコイル（＋） R/W 赤 /白

ECU A コネクタ

端子 名称 リード線（色）
B1 水温ワーニングランプ Y/R 黄 /赤
B2 油圧ワーニングランプ Lg 黄緑
B3 空き
B4 メインスイッチ（キー） R/Y 赤 /黄
B5 パワーGND B 黒
B6 ワーニングブザー Y 黄
B7 IGコイル ＃ 3 B/G 黒 /緑
B8 IGコイル ＃ 2 B/Y 黒 /黄
B9 IGコイル ＃ 1 B/W 黒 /白
B10 GND B 黒
B11 電圧ワーニングランプ G/R 緑 /赤
B12 FFP L/B 青 /黒
B13 メインリレー Br/Y 茶 / 黄
B14 バッテリ電源 L 青
B15 空き
B16 インジェクタ #3 Lg/L 黄緑 /青
B17 インジェクタ #2 Lg/B 黄緑 /黒
B18 インジェクタ #1 Lg/R 黄緑 /赤

1 9

0 i

0qwertyui

123456789

ECU B コネクタ

MFS4050J_CH08_140711.indd   35 7/11/14   5:33:34 PM



8-36

エレクトリック

4st 40/50  2014

MFS4050J_CH08_140711.indd   36 7/11/14   5:33:34 PM



9

OK
9

トラブルシュート

OK
1 トラブルシュート一覧 ……………………  9-2
 パワーユニット ………………………………  9-13
 状態1 エンジンが始動しない、始動しにくい。  9-13
  始動系 …………………………………………  9-13
  点火系 …………………………………………  9-15
  燃料系 …………………………………………  9-17
 状態2  全開回転数が低い。回転数が低下する。
  エンジンが停止する。 ……………………  9-19
  点火系 …………………………………………  9-20
  燃料系 …………………………………………  9-21
  潤滑系 …………………………………………  9-22
  冷却系 …………………………………………  9-23
 状態3  低速域でエンジン回転が安定しない、
  またはハンチングが発生する。 …………  9-24
  点火系 …………………………………………  9-25
  燃料系 …………………………………………  9-26
 PTTユニット ………………………………  9-27
 状態1　PTTユニットが作動しない。 …………  9-27
 状態2　PTTユニットが船外機を保持できない。  9-28
 ダイアグノシス …………………………  9-29
 1. セットアップ ………………………………  9-29
  1）ダイアグソフトウェアのインストール ……  9-30
  2）  USB シリアルコンバータドライバの
  　　インストール (RS 232C ポートが無い場合 )
  　　 ……………………………………………  9-31

 2. ダイアグソフトの接続 …………………  9-32
  1）準備する物 …………………………  9-32
 3. 操作手順 …………………………………  9-33
  1）スタートアップ ……………………  9-33
  2）モデルとメニュー選択 ……………  9-33
  3）注意事項 ……………………………  9-33
  4）コミュニケーションポートのセットアップ
  　   RS232Cポート番号のセットアップ ………  9-34
  5）エンジンモニタ ……………………  9-36
  6）故障診断履歴 ………………………  9-37
  7）エンジン停止におけるテスト ……  9-38
　  8）エンジン作動におけるテスト ……  9-39
  9）エラーコードの説明 ………………  9-40
  10）ダイアグノシスの終了  ……………  9-40
2. 自己診断機能 ……………………………  9-41
  1）自己診断に関する用語解説 ………  9-41
  2）  自己診断機能の操作手順 …………  9-42
  3） ワーニング表示一覧表（運転中の異常表示） …  9-46
  4）運転時間表示一覧表（自己診断・モード2） …  9-49
  5）故障表示一覧（自己診断・モード3） …  9-50

MFS4050J_CH09_140829.indd   1 14.8.30   9:14:10 AM



9-2

トラブルシュートOK

4st 40/50  2014

1. トラブルシュート一覧
本トラブルシュートには電気部品の故障や異常を折り込んであるが、本製品では電気部品の故障や異常はブザーやワーニング（警報）

ランプにより警報される。

ブザー及びワーニングランプの詳細は ”ワーニング表示一覧表”を参照する。

症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

スタータ
モータが回らない。
又は回転が低い

1-1. シフト 1-1-1. シフトが前進 (F) 又は後進 (R) 中立 (N) 位置にする。.

1-2. バッテリ ○ 点滅 1-2-1.
バッテリが弱い。又はバッテリ線や途中の回路の接続部がゆるん
でいるか腐食している

バッテリを交換、又は充電する。
ターミナルとケーブル類の状態を点検する。

1-3. ヒューズ 1-3-1. ヒューズが切れている。
3個あるヒューズの内、どこが切れたか調べる。そのヒューズに
関連する個所を調べ、修理後ヒューズを交換する。

1-4. 配線 1-4-1. 配線あるいは電気的接続部の不良

1-5. 電気部品 1-5-1.
メインスイッチの故障、 ニュートラルスイッチの故障 、
スタータソレノイドの故障、 スタータモータの故障

点検、交換

エンジンは
クランキングするが
始動しない

2-1.
パワーヘッド

圧縮不足
2-1-1. ピストンリングの膠着

点検、修理、交換
2-1-2. リードバルブの浮上がり、摩耗、破損

2-2.
燃料系

フュエルタンク
2-2-1. 燃料タンクが空、又は少ない。 燃料を補給し2-2-3. の操作を行う。

2-2-2. エアベントが閉じ状態になっている。 エアベントを開き2-2-3. の操作を行う。

フュエルフィルタ 2-2-3. フュエルフィルタに水が溜まっている。 燃料回路に水が回っていないか点検、清掃する。

燃料圧力が低い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

2-2-4. 燃料が燃料ライン内に供給されていない。 プライマバルブが硬いかどうか点検する。プライマバルブを
握り、硬くなったらメインスイッチキーを2秒間 [ON] にする。
この操作をプライマバルブが硬くなるまで繰り返す。2-2-5. 燃料補給後、燃料ラインに燃料を送る操作をしていない。

2-2-6. フュエルフィルタが詰まっている。
燃料タンク内、船体、エンジン内のフュエルフィルタを点検、
清掃又は交換する。

2-2-7. 燃料配管が詰まっている。 ねじれ、つぶれ折れ曲がりがないか点検する。

○ 点滅 点滅 点滅 2-2-8. FFP (*1) が作動していない。
メインスイッチキーを [OFF] から [ON] 位置に回した時、FFP (*1)
Ass'y 内モータの稼動する音が約8秒間聞こえるか確認する。

2-2-9. FFP (*1) の内部部品が破損している。 FFP (*1) を交換する。

2-2-10. FFP (*1) ケース内でリークしている。 内部部品のシールゴムや FFP (*1) を点検する。

FFP (*1) : 電動燃料ポンプ
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症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

スタータ
モータが回らない。
又は回転が低い

1-1. シフト 1-1-1. シフトが前進 (F) 又は後進 (R) 中立 (N) 位置にする。.

1-2. バッテリ ○ 点滅 1-2-1.
バッテリが弱い。又はバッテリ線や途中の回路の接続部がゆるん
でいるか腐食している

バッテリを交換、又は充電する。
ターミナルとケーブル類の状態を点検する。

1-3. ヒューズ 1-3-1. ヒューズが切れている。
3個あるヒューズの内、どこが切れたか調べる。そのヒューズに
関連する個所を調べ、修理後ヒューズを交換する。

1-4. 配線 1-4-1. 配線あるいは電気的接続部の不良

1-5. 電気部品 1-5-1.
メインスイッチの故障、 ニュートラルスイッチの故障 、
スタータソレノイドの故障、 スタータモータの故障

点検、交換

エンジンは
クランキングするが
始動しない

2-1.
パワーヘッド

圧縮不足
2-1-1. ピストンリングの膠着

点検、修理、交換
2-1-2. リードバルブの浮上がり、摩耗、破損

2-2.
燃料系

フュエルタンク
2-2-1. 燃料タンクが空、又は少ない。 燃料を補給し2-2-3. の操作を行う。

2-2-2. エアベントが閉じ状態になっている。 エアベントを開き2-2-3. の操作を行う。

フュエルフィルタ 2-2-3. フュエルフィルタに水が溜まっている。 燃料回路に水が回っていないか点検、清掃する。

燃料圧力が低い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

2-2-4. 燃料が燃料ライン内に供給されていない。 プライマバルブが硬いかどうか点検する。プライマバルブを
握り、硬くなったらメインスイッチキーを2秒間 [ON] にする。
この操作をプライマバルブが硬くなるまで繰り返す。2-2-5. 燃料補給後、燃料ラインに燃料を送る操作をしていない。

2-2-6. フュエルフィルタが詰まっている。
燃料タンク内、船体、エンジン内のフュエルフィルタを点検、
清掃又は交換する。

2-2-7. 燃料配管が詰まっている。 ねじれ、つぶれ折れ曲がりがないか点検する。

○ 点滅 点滅 点滅 2-2-8. FFP (*1) が作動していない。
メインスイッチキーを [OFF] から [ON] 位置に回した時、FFP (*1)
Ass'y 内モータの稼動する音が約8秒間聞こえるか確認する。

2-2-9. FFP (*1) の内部部品が破損している。 FFP (*1) を交換する。

2-2-10. FFP (*1) ケース内でリークしている。 内部部品のシールゴムや FFP (*1) を点検する。
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症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

エンジンは
クランキングするが
始動しない。

2-2.
燃料系

燃料圧力が低い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

2-2-12. フュエルレギュレータが不良。 交換

2-2-13. 燃料漏れが発生している。 配管の損傷や接続部を点検する。

燃料圧力が高い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

2-2-14. フュエルレギュレタ入口通路が閉塞 点検、修理

2-2-15. フュエルレギュレータが不良。 交換

2-4.
電気系

ヒューズ 2-4-1. ヒューズが切れている。 ヒューズが切れた(過負荷)原因を調べ、修理後ヒューズを交換する。

ストップスイッチ
2-4-2. ロックが外れている。 点検

2-4-3. ストップスイッチがショートしている。 点検、修理

フュエルインジェクタ 2-4-4. 燃料噴射部カーボン堆積、又は故障。
清掃、交換。
各ハーネスに正常なインジェクタを接続し、クランキング時にイ
ンジェクタがカチカチと作動音がすれば正常。

スパークプラグ 2-4-5. スパークプラグ不良。

基準値以外のギャップは修正。
電極の摩耗大、亀裂や破損品は交換。
カーボンで電極ギャップがリークしている場合、又はカーボンで
電極が完全に黒い場合は交換。
燃料で湿ってしまい点火しないものは交換。

スパークプラグキャップ
2-4-6. キャップがゆるんでいる。 点検

2-4-7. キャップが不良。 交換

クランクポシションセンサ 2-4-8. エンコーダ (フライホイール )とのギャップ不良。 点検、調整

ECU 2-4-9. ECUが機能していない。 ECUを交換する。

自己診断でバッテリ電圧 (異常 ) 低下
が表示される。

○ 点滅 2-4-10.
バッテリが弱い。又はスタータモータの不良で、クランキング時
にバッテリ電圧が10ボルト未満になる。

バッテリを交換、又は充電。
ターミナルとケーブルの状態を点検。
スタータモータの状態を点検。

自己診断で部品の異常が表示される。 ○ 2-4-11. 部品の故障、接続不良、又はハーネスが断線している。 点検、交換、修理

自己診断でTPS (*2) の故障が表示さ
れている。

○ 2-4-12. TPS (*2) が機能していない。 点検、交換

TPS (*2) : スロットルポジションセンサ
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9-54st 40/50  2014

症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

エンジンは
クランキングするが
始動しない。

2-2.
燃料系

燃料圧力が低い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

2-2-12. フュエルレギュレータが不良。 交換

2-2-13. 燃料漏れが発生している。 配管の損傷や接続部を点検する。

燃料圧力が高い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

2-2-14. フュエルレギュレタ入口通路が閉塞 点検、修理

2-2-15. フュエルレギュレータが不良。 交換

2-4.
電気系

ヒューズ 2-4-1. ヒューズが切れている。 ヒューズが切れた(過負荷)原因を調べ、修理後ヒューズを交換する。

ストップスイッチ
2-4-2. ロックが外れている。 点検

2-4-3. ストップスイッチがショートしている。 点検、修理

フュエルインジェクタ 2-4-4. 燃料噴射部カーボン堆積、又は故障。
清掃、交換。
各ハーネスに正常なインジェクタを接続し、クランキング時にイ
ンジェクタがカチカチと作動音がすれば正常。

スパークプラグ 2-4-5. スパークプラグ不良。

基準値以外のギャップは修正。
電極の摩耗大、亀裂や破損品は交換。
カーボンで電極ギャップがリークしている場合、又はカーボンで
電極が完全に黒い場合は交換。
燃料で湿ってしまい点火しないものは交換。

スパークプラグキャップ
2-4-6. キャップがゆるんでいる。 点検

2-4-7. キャップが不良。 交換

クランクポシションセンサ 2-4-8. エンコーダ (フライホイール )とのギャップ不良。 点検、調整

ECU 2-4-9. ECUが機能していない。 ECUを交換する。

自己診断でバッテリ電圧 (異常 ) 低下
が表示される。

○ 点滅 2-4-10.
バッテリが弱い。又はスタータモータの不良で、クランキング時
にバッテリ電圧が10ボルト未満になる。

バッテリを交換、又は充電。
ターミナルとケーブルの状態を点検。
スタータモータの状態を点検。

自己診断で部品の異常が表示される。 ○ 2-4-11. 部品の故障、接続不良、又はハーネスが断線している。 点検、交換、修理

自己診断でTPS (*2) の故障が表示さ
れている。

○ 2-4-12. TPS (*2) が機能していない。 点検、交換
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9-6

トラブルシュートOK

4st 40/50  2014

症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

エンジンはクランキ
ングし始動するが、
アイドル回転持続し
ない。またはアイド
ル回転が不安定

3-1. 
パワーヘッド

エンジン回転が重い。(焼きつき ) 3-1-1. ピストンに傷がある。又は抵抗となる原因がある。

点検、修理
圧縮不足

3-1-2. ピストンリングの膠着。

3-1-3. リードバルブの浮上がり、摩耗、破損。

3-1-4. シリンダヘッドガスケット、又はエンジンベースガスケットの不良。

3-1-5. ヘッドボルト、クランクケースボルト等のゆるみ。

3-2.
燃料系

燃料タンク
3-2-1. 燃料タンク内燃料が空、又は少ない。 2-2-1. 参照

3-2-2. エアベントが閉じた状態になっている。 2-2-2. 参照

燃料フィルタ 3-2-3. フュエルフィルタ内に水が溜まっている。
燃料タンク内、船体、エンジン内の燃料フィルタを点検、清掃、
又は交換する。

燃料圧力が低い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

3-2-4. フュエルフィルタが詰まっている。

3-2-5. 燃料配管が詰まっている。 ねじれ、つぶれ、折れ曲がりがないか点検する。

3-2-6. フュエルポンプ (*3) が作動していない。 点検、修理、交換

3-2-7. FFP (*1) ケース内でリークしている。 2-2-10. 参照

3-2-8. フュエルレギュレータが不良。 2-2-12. 参照

3-2-9. 燃料漏れが発生している。 2-2-13. 参照

3-2-10. 燃料圧力が低い。 2-3. 参照

燃料圧力が高い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

3-2-11. フュエルレギュレータが不良。 交換

3-2-12. ベーパセパレータからフュエルレギュレタ入口通路が閉塞。 点検、修理

3-4.
電気系

スパークプラグ 3-4-1. 2-4-3. 参照 2-4-3. 参照

スパークプラグキャップ
3-4-2. キャップがゆるんでいる。 点検

3-4-3. キャップが不良 交換

自己診断で部品の異常が表示される ○ 3-4-4. 部品の故障、接続不良 点検、修理、交換

自己診断でTPS (*2) の故障が表示さ
れている。

○ 3-4-5. TPS  (*2) が機能していない。 点検、交換

フュエルインジェクタ 3-4-7. 故障
清掃、交換。
各ハーネスに正常なインジェクタを接続し、クランキング時にイ
ンジェクタがカチカチと作動音がすれば正常。

アイドル回転が
高すぎる

4-1.
電気系

バリアブルアイドルスイッチ 4-1-1. アイドル回転設定が変わっている。 バリアブルアイドルでアイドル回転を設定変更。

自己診断でTPS (*2) の故障が表示さ
れている。

○ 点滅 点滅 点滅 4-1-2. TPS (*2) が機能していない。 点検、交換

FFP (*1) : 電動燃料ポンプ TPS (*2) : スロットルポジションセンサ  フュエルポンプ (*3) : ダイヤフラム式燃料ポンプ
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9-74st 40/50  2014

症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

エンジンはクランキ
ングし始動するが、
アイドル回転持続し
ない。またはアイド
ル回転が不安定

3-1. 
パワーヘッド

エンジン回転が重い。(焼きつき ) 3-1-1. ピストンに傷がある。又は抵抗となる原因がある。

点検、修理
圧縮不足

3-1-2. ピストンリングの膠着。

3-1-3. リードバルブの浮上がり、摩耗、破損。

3-1-4. シリンダヘッドガスケット、又はエンジンベースガスケットの不良。

3-1-5. ヘッドボルト、クランクケースボルト等のゆるみ。

3-2.
燃料系

燃料タンク
3-2-1. 燃料タンク内燃料が空、又は少ない。 2-2-1. 参照

3-2-2. エアベントが閉じた状態になっている。 2-2-2. 参照

燃料フィルタ 3-2-3. フュエルフィルタ内に水が溜まっている。
燃料タンク内、船体、エンジン内の燃料フィルタを点検、清掃、
又は交換する。

燃料圧力が低い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

3-2-4. フュエルフィルタが詰まっている。

3-2-5. 燃料配管が詰まっている。 ねじれ、つぶれ、折れ曲がりがないか点検する。

3-2-6. フュエルポンプ (*3) が作動していない。 点検、修理、交換

3-2-7. FFP (*1) ケース内でリークしている。 2-2-10. 参照

3-2-8. フュエルレギュレータが不良。 2-2-12. 参照

3-2-9. 燃料漏れが発生している。 2-2-13. 参照

3-2-10. 燃料圧力が低い。 2-3. 参照

燃料圧力が高い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

3-2-11. フュエルレギュレータが不良。 交換

3-2-12. ベーパセパレータからフュエルレギュレタ入口通路が閉塞。 点検、修理

3-4.
電気系

スパークプラグ 3-4-1. 2-4-3. 参照 2-4-3. 参照

スパークプラグキャップ
3-4-2. キャップがゆるんでいる。 点検

3-4-3. キャップが不良 交換

自己診断で部品の異常が表示される ○ 3-4-4. 部品の故障、接続不良 点検、修理、交換

自己診断でTPS (*2) の故障が表示さ
れている。

○ 3-4-5. TPS  (*2) が機能していない。 点検、交換

フュエルインジェクタ 3-4-7. 故障
清掃、交換。
各ハーネスに正常なインジェクタを接続し、クランキング時にイ
ンジェクタがカチカチと作動音がすれば正常。

アイドル回転が
高すぎる

4-1.
電気系

バリアブルアイドルスイッチ 4-1-1. アイドル回転設定が変わっている。 バリアブルアイドルでアイドル回転を設定変更。

自己診断でTPS (*2) の故障が表示さ
れている。

○ 点滅 点滅 点滅 4-1-2. TPS (*2) が機能していない。 点検、交換
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トラブルシュートOK

4st 40/50  2014

症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

3000rpm以上で
エンジンの回転が
不安定になる

5-1. スパークプラグ 5-1-1. 2-4-3. 参照 2-4-3. 参照

5-2. 回転数が制御される 5-1-2. 10-1. 参照 10-1. 参照

5-3. 燃料圧力が低い 5-1-3. 3-2. 参照 3-2. 参照

5-4. TPS (*2) の機能不良 5-1-4. 2-4-12. 参照 2-4-12. 参照

スロットルを全開に
してもエンジンが
充分に回転上昇
しない

6-1.
パワーヘッド

スロットルアームが稼動していない
6-1-1. リモコンケーブルの組付け不良。 点検、調整

6-1-2. スロットルリンク部品の変形や摩耗。 点検、交換

圧縮不良

6-1-3. ピストン , 又はシリンダライナの傷。

点検、修理6-1-4. 燃焼室カーボンの堆積。

6-1-5. ピストンリングの異常摩耗又はリングの固着。

6-1-6. クランクケースヘッドのオイルシール不良。 点検、修理

6-2.
燃料系

燃料タンク
6-2-1. 燃料タンク内燃料が空、又は少ない。 2-2-1. 参照

6-2-2. エアベントが閉じた状態になっている。 2-2-2. 参照

燃料ホース 6-2-3. 亀裂、接続不良等でエアを吸っている。 点検、修理

フュエルフィルタ 6-2-4. フュエルフィルタ内に水が溜まっている。 点検、清掃

燃料圧力が低い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

6-2-5. フュエルフィルタが詰まっている。
燃料タンク内、船体、エンジン内のフュエルフィルタを点検、
清掃、又は交換する。

6-2-6. 燃料配管が詰まっている。 ねじれ、つぶれ、折れ曲がりがないか点検する。

6-2-7. フュエルポンプが作動していない。 点検、修理、交換

6-2-8. FFP (*1) ケース内でリークしている。 内部部品のゴムシール及び電動燃料ポンプを点検する。

6-2-9. フュエルレギュレータがリークしている。 交換

6-2-10. 燃料漏れが発生している。 配管の損傷や接続部を点検する。

6-3.
電気系

スパークプラグ 6-3-1. 2-4-3. 参照 2-4-3. 参照

フュエルインジェクタ 6-3-2. 燃料噴射部カーボン堆積。 点検、清掃、交換

自己診断で部品の異常が表示される ○ 6-3-3. 部品の故障、接続不良。 点検、修理、交換

FFP (*1) : 電動燃料ポンプ 
TPS (*2) : スロットルポジションセンサ  
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9-94st 40/50  2014

症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

3000rpm以上で
エンジンの回転が
不安定になる

5-1. スパークプラグ 5-1-1. 2-4-3. 参照 2-4-3. 参照

5-2. 回転数が制御される 5-1-2. 10-1. 参照 10-1. 参照

5-3. 燃料圧力が低い 5-1-3. 3-2. 参照 3-2. 参照

5-4. TPS (*2) の機能不良 5-1-4. 2-4-12. 参照 2-4-12. 参照

スロットルを全開に
してもエンジンが
充分に回転上昇
しない

6-1.
パワーヘッド

スロットルアームが稼動していない
6-1-1. リモコンケーブルの組付け不良。 点検、調整

6-1-2. スロットルリンク部品の変形や摩耗。 点検、交換

圧縮不良

6-1-3. ピストン , 又はシリンダライナの傷。

点検、修理6-1-4. 燃焼室カーボンの堆積。

6-1-5. ピストンリングの異常摩耗又はリングの固着。

6-1-6. クランクケースヘッドのオイルシール不良。 点検、修理

6-2.
燃料系

燃料タンク
6-2-1. 燃料タンク内燃料が空、又は少ない。 2-2-1. 参照

6-2-2. エアベントが閉じた状態になっている。 2-2-2. 参照

燃料ホース 6-2-3. 亀裂、接続不良等でエアを吸っている。 点検、修理

フュエルフィルタ 6-2-4. フュエルフィルタ内に水が溜まっている。 点検、清掃

燃料圧力が低い
0.29 MPa (43 psi) [3.0 kgf/cm3 ± 10%]

6-2-5. フュエルフィルタが詰まっている。
燃料タンク内、船体、エンジン内のフュエルフィルタを点検、
清掃、又は交換する。

6-2-6. 燃料配管が詰まっている。 ねじれ、つぶれ、折れ曲がりがないか点検する。

6-2-7. フュエルポンプが作動していない。 点検、修理、交換

6-2-8. FFP (*1) ケース内でリークしている。 内部部品のゴムシール及び電動燃料ポンプを点検する。

6-2-9. フュエルレギュレータがリークしている。 交換

6-2-10. 燃料漏れが発生している。 配管の損傷や接続部を点検する。

6-3.
電気系

スパークプラグ 6-3-1. 2-4-3. 参照 2-4-3. 参照

フュエルインジェクタ 6-3-2. 燃料噴射部カーボン堆積。 点検、清掃、交換

自己診断で部品の異常が表示される ○ 6-3-3. 部品の故障、接続不良。 点検、修理、交換
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4st 40/50  2014

症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

エンジン回転は上昇
するがボートスピー
ドは上昇しない

7-1.  
船外機

プロペラ

7-1-1. プロペラピッチの選択不良。

点検、修理、交換7-1-2. プロペラスリップしている。

7-1-3. プロペラの変形、損傷。

取付け
7-1-4. トランサム長さがボートとマッチングしていない。

点検、調整
7-1-5. トリム角不良。

ボート

7-1-6. ボート底が汚れている。 点検、清掃

7-1-7. 積載位置の不良。

点検、調整7-1-8. 過積載。

7-1-9. ボート形状不良。

メインスイッチ操作
でエンジン停止不能

8-1.
電気系

メインスイッチ 8-1-1. メインスイッチの電気接点不良、又はハーネス内で断線。

点検、修理、交換ストップスイッチ 8-1-2. ストップスイッチの電気接点不良、又はハーネス内で断線。

アース線 8-1-3. アース線の接触不良、又は ハーネス内で断線している。

スロットルを上げ
てもエンジンが
3000rpm以上に
上昇しない。
又は運転中に
3000rpmまで
回転が下がり、
3000rpmに制御
される

10-1. 
電気制御

エンジン温度が高い (100℃）
* 更に、エンジン温度（140℃）が上
がった場合はA, B, C, ランプ点滅し
強制アイドル

○ 連続音 点滅 9-1-1. 冷却水入り口が塞がれている。

点検、修理、交換
○ 連続音 点滅 9-1-2. ウォータポンプ不良。

○ 連続音 点滅 9-1-3. サーモスタット不良。

○ 連続音 点滅 9-1-4. 冷却水通路の塞がれている。

バッテリ電圧が異常に低い

○ 点滅 9-1-5. バッテリ不良。 交換

○ 点滅 9-1-6. 充電コイル不良。 点検、交換

○ 点滅 9-1-7. 充電コイル系配線の断線。
点検、修理

○ 点滅 9-1-8. バッテリ線あるいは電気的接続部の不良。

○ 点滅 9-1-9. レクチファイヤレギュレータ不良。 点検、交換

TPS (*2) が機能していない ○ 点滅 点滅 点滅 9-1-10.
TPS (*2) が故障、又は配線が接続されていない、
又はハーネスが断線している。

点検、修理、交換

TPS (*2) : スロットルポジションセンサ  
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症状 項目
自己診断機能
で確認できる

項目
ブザー

ワーニング
ランプ A

ワーニング
ランプ B

ワーニング
ランプ C

原因
処置

(基準値はサービスデータを参照 )

エンジン回転は上昇
するがボートスピー
ドは上昇しない

7-1.  
船外機

プロペラ

7-1-1. プロペラピッチの選択不良。

点検、修理、交換7-1-2. プロペラスリップしている。

7-1-3. プロペラの変形、損傷。

取付け
7-1-4. トランサム長さがボートとマッチングしていない。

点検、調整
7-1-5. トリム角不良。

ボート

7-1-6. ボート底が汚れている。 点検、清掃

7-1-7. 積載位置の不良。

点検、調整7-1-8. 過積載。

7-1-9. ボート形状不良。

メインスイッチ操作
でエンジン停止不能

8-1.
電気系

メインスイッチ 8-1-1. メインスイッチの電気接点不良、又はハーネス内で断線。

点検、修理、交換ストップスイッチ 8-1-2. ストップスイッチの電気接点不良、又はハーネス内で断線。

アース線 8-1-3. アース線の接触不良、又は ハーネス内で断線している。

スロットルを上げ
てもエンジンが
3000rpm以上に
上昇しない。
又は運転中に
3000rpmまで
回転が下がり、
3000rpmに制御
される

10-1. 
電気制御

エンジン温度が高い (100℃）
* 更に、エンジン温度（140℃）が上
がった場合はA, B, C, ランプ点滅し
強制アイドル

○ 連続音 点滅 10-1-1. 冷却水入り口が塞がれている。

点検、修理、交換
○ 連続音 点滅 10-1-2. ウォータポンプ不良。

○ 連続音 点滅 10-1-3. サーモスタット不良。

○ 連続音 点滅 10-1-4. 冷却水通路の塞がれている。

バッテリ電圧が異常に低い

○ 点滅 10-1-5. バッテリ不良。 交換

○ 点滅 10-1-6. 充電コイル不良。 点検、交換

○ 点滅 10-1-7. 充電コイル系配線の断線。
点検、修理

○ 点滅 10-1-8. バッテリ線あるいは電気的接続部の不良。

○ 点滅 10-1-9. レクチファイヤレギュレータ不良。 点検、交換

TPS (*2) が機能していない ○ 点滅 点滅 点滅 10-1-10.
TPS (*2) が故障、又は配線が接続されていない、
又はハーネスが断線している。

点検、修理、交換
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エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し
な
い

エ
ン
ジ
ン
回
転
が
不
安
定

船
速
不
足
・
回
転
不
足

バ
ッ
テ
リ
が
充
電
さ
れ
な
い

ス
タ
ー
タ
モ
ー
タ
が
回
ら
な
い

パ
ワ
ー
チ
ル
ト
が
作
動
し
な
い

ワ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ン
プ
A
が
点
灯

ワ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ン
プ
B
が
点
滅

ワ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ン
プ
C
が
点
滅

3
つ
の
ワ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ン
プ
が
点
滅

ワ
ー
ニ
ン
グ
ブ
ザ
ー
が
作
動

推  定  原  因

燃  

料  

系

● フュエルタンクが空である

● ● ● 燃料系統の連結が不完全である

● ● ● 燃料系統より空気の吸い込み

● ● ● 燃料パイプがねじれている、損傷している

● ● ● フュエルタンクのエアベントスクリュの開け忘れ

● ● ● フュエルフィルタ、フュエルポンプ、ベーパセパレータのゴミ詰まり

● ● ● フュエルポンプ不良

● ● 悪いエンジンオイルの使用

● ● ● 悪いガソリンの使用

● プライマバルブでの燃料圧送忘れ

電  

気  

系

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 電装部品の不良、配線の断線、接触不良

● ● 指定以外のスパークプラグを使用

● ● ● スパークプラグの汚損

● ● ● 点火不良（点火システムの不良）

● ストップスイッチの短絡

● ロックプレートの入れ忘れ又は挿入不完全

● ● レクチファイヤ不良

● ● ● ヒューズ切れ

● ● シフトレバーが中立 (N) の位置ではない

● ● ● ● ● バッテリの寿命、バッテリ端子の緩み・腐食

● ● キースイッチの不良

● ● スタータモータ又はソレノイド不良

● パワーチルトスイッチ不良、ソレノイド不良

圧  

縮
、
潤  

滑  

系

● ● ● 圧縮圧力不足

● ● 燃焼室内のカーボン堆積

● ● バルブクリアランス不良

● ● ● オイル圧低下、オイル不足、オイルポンプ不良 (　スイッチON)

● ● ● ● ● 冷却水不足、ポンプ不良又はゴミ詰まり

そ
の
他

● ● ● ● ● サーモスタットの作動不良

● ● ● ● ● キャビテーション、ベンチレーションの発生

● ● ● 適正なプロペラを使用していない

● ● ● プロペラの損傷、変形

● スラストロッドの位置が適正でない

● 積荷の位置がアンバランス

● ● ● トランサムが高すぎる又は低すぎる

● パワーチルトの油圧系統に空気混入

● スロットル開度不足
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YES

YES

YES

NO

中立（N）にする。

点火系または燃料系を点検
する。

不良部品を修復または交換
する。

スタータモータの作動を点検する。

中立（N）に
入っているか？

正常か？

ギヤシフトが中立（N）に
入っているか点検する。

正常か？

スタータソレノイドの作動を
点検する。

NO

YES

NO

バッテリコードの接触不良、ア
ース線取付ボルトの緩みおよび
外れ、スタータモータプラス端
子の折損、ヒューズ切れを点検
する。

スタータソレノイドを交換する。正常か？
NO

次ページへ

作業を行う前に、船体・艤装・エンジンの取付け状態・燃料が正常でバッテリーが完全に充電されているこ
とを確認する。機械的な故障診断には、関連する項目のトラブルシューティングを参考に不具合箇所を判断
する。また、船外機の点検・整備を行う場合は、整備手順・要領を参照して、安全に作業を行う。

パワーユニット

始動系

状態1　エンジンが始動しない、始動しにくい。
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トラブルシュートOK

ニュートラルスイッチを交換
する。

ワイヤハーネスを修復または
交換する。

スタートスイッチまたはメイン
スイッチキーを点検する。

ニュートラルスイッチの導通を
点検する。

導通するか？

スタートスイッチまたはメイン
スイッチキーを交換する。

ワイヤハーネスの導通を
点検する。

正常か？

導通するか？

スタータモータを分解して点検
する。

NO

NO

NO

YES

YES

YES
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スパークプラグの状態を
点検する。

パルサコイルの抵抗値または
ギャップを点検する。

スパークテスタを使用して、
点火火花を点検する。

正常か？

正常か？

正常か？

プラグキャップの接続具合と
抵抗値を点検する。

正常か？

ストップスイッチとメインスイッチ
キーを点検する。

燃料系と圧縮圧力を点検する。

正常か？

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

イグニッションコイルの抵抗値
を点検する。

YESNO

パルサコイルのギャップを調整
または交換する。

スパークプラグを清掃、調整
または交換する。

ストップスイッチまたはメイン
スイッチキーを交換する。

プラグキャップを修復または
交換する。

次ページへ

警 告 
・ 点検時はスパークテスタの配線に触れたり、リークしないように電極
キャップを確実に被せる。
・ 点検時には火花が飛ぶので、引火性のガス・燃料・油脂類等は遠ざける。

点火系
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トラブルシュートOK
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トラブルシュートOK

バッテリを点検する。

バッテリを交換する。

ECUを点検する。

正常か？

イグニッションコイルを交換
する。正常か？

YES

YES

NO

NO
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燃圧を測定する。

規定内？

不良部品を修復または
交換する。

ワイヤハーネスとヒューズの導
通を点検する。

YES

NO

NO

NO

YES

NO

NO

YES

次ページへ

YES

YES

フュエルフィードポンプ（FFP）
の作動を点検する。

作動音が聞こえ
るか？

導通するか？

ECUからフュエルフィードポンプ
（FFP）への出力を点検する。

出力があるか？
ECUまたは、バッテリを
点検または交換する。

フュエルフィードポンプ
（FFP）を交換する。

フュエルフィルタの詰まり、汚れ、
または配管・フュエルレールの
漏れを点検する。

正常か？
不良部品を修復または
交換する。

インジェクタを交換する。

YES

NO

インジェクタの詰まり、抵抗値
を点検する。

正常か？

フュエルレギュレータを交換
する。

燃料系
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トラブルシュートOK

NO

NO

フュエルポンプを点検する。

正常か？

ベーパセパレータのニードルバルブ
に曲がり、摩耗がないか点検する。

正常か？ フュエルポンプを交換する。

ニードルバルブを交換する。

YES

YES

点火系と圧縮圧力を点検する。
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バッテリコードの接触不良、
アース線取付ボルトの緩み
および外れを点検する。

正常か？

正常か？

不良部品を修復または交換
する。

不良部品を修復または交換
する。

スロットルバルブの曲り、シャ
フトの固着を点検する。

正常か？

圧縮圧力を点検する。

スロットルボディを交換する。

正常か？

点火系、燃料系、潤滑系、また
は冷却系を点検する。

バルブクリアランスを点検するか、
エンジンを分解して点検する。

スロットルポジションセンサおよ
びISCバルブのコネクタの接続
具合を点検する。

YES

YES

NO

NO

NO

NO

YES

YES

状態2　全開回転数が低い。回転数が低下する。エンジンが停止する。（加速不良または減速不良）
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トラブルシュートOK

YES

NO

NO

NO

YES

NO

正常か？

正常か？

スパークテスタを使用して、
点火火花を点検する。

スパークプラグの状態を点検
する。

ストップスイッチとメインスイッチ
キーを点検する。

正常か？

正常か？

燃料系と圧縮圧力を点検する。

NO YES

スパークプラグを清掃、調整
または交換する。

正常か？

YES

プラグキャップの接続具合と抵抗値
を点検する。

イグニッションコイルの抵抗値
を点検する。

ストップスイッチまたはメイン
スイッチキーを交換する。

プラグキャップを修復または
交換する。

NO
正常か？ イグニッションコイルを交換

する。

ECUを点検する。

パルサコイルの抵抗値または
ギャップを点検する。

パルサコイルのギャップを
調整または交換する。

YES

YES

点火系

警 告 
・ 点検時はスパークテスタの配線に触れたり、リークしないように電極
キャップを確実に被せる。
・ 点検時には火花が飛ぶので、引火性のガス・燃料・油脂類等は遠ざける。
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9

YES

NO

燃圧を測定する。

フュエルポンプを点検する。

正常か？　　 フュエルポンプを交換する。

規定内？

YES

NO

NO

YES

フュエルフィルタの詰まり、汚れ、
または配管・フュエルレールの
漏れを点検する。

正常か？
不良部品を修復または
交換する。

インジェクタを交換する。

YES

NO

インジェクタの詰まり、抵抗値
を点検する。

正常か？

フュエルレギュレータを交換
する。

YES

NO

ベーパセパレータのニードルバ
ルブを点検する。

ニードルバルブを交換する。

点火系、潤滑系または冷却系を
点検する。

正常か？

燃料系
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トラブルシュートOK

NO

NO

YES

NO

NO

オイルポンプの損傷またはオイ
ル漏れの有無を点検する。

不良部品を清掃または交換
する。

詰まりまたは漏れ
があるか？ オイル通路を点検する。

規定レベルまでエンジンオイル
を補充する。

オイルプレッシャスイッチを
交換する。

油圧を測定する。

点火系、燃料系または冷却系を
点検する。

正常か？

エンジンオイル量を点検する。

オイルプレッシャスイッチを
点検する。

規定レベル内か？

正常か？

YES

YES

YES

潤滑系
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NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

エンジンテンプセンサの抵抗値
を測定する。

ウォータポンプを点検する。

正常か？

正常か？

エンジンテンプセンサを
交換する。

冷却水経路の詰まり、または
漏れを点検する。

サーモスタットを点検する。

冷却水経路の清掃または交換を
する。

正常か？

サーモスタットを交換する。

正常か？ ウォータポンプを交換する。

点火系、燃料系または潤滑系を
点検する。

冷却系
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NO

NO

点火系または燃料系を点検
する。

正常か？ 不良部品を修復または交換
する。

スロットルポジションセンサおよ
びISCバルブのコネクタの接続
具合と抵抗値を点検する。

YES

スロットルリンクの調整、ま
たはスロットルボディを交換
する。

スロットルリンクや、スロットル
バルブにガタや摩耗がないか点
検する。

正常か？

インテークマニホールドの
エア漏れを点検する。

不良部品を修復または交換
する。正常か？

YES

YES

NO

状態3　低速域でエンジン回転が安定しない、またはハンチングが発生する。

MFS4050J_CH09_140829.indd   24 14.8.30   9:14:23 AM



9

9-254st 40/50  2014

NO

YES

NO

NO

YES

NO

YES

YES

プラグキャップの接続具合と
抵抗値を点検する。

イグニッションコイルの抵抗値
を点検する。

正常か？

正常か？

プラグキャップを修復または
交換する。

スパークプラグの状態を点検
する。

スパークテスタを使用して、
点火火花を点検する。

スパークプラグを清掃、調整
または交換する。

正常か？

正常か？

ECUを点検する。

イグニッションコイルを交換
する。

燃料系を点検する。

警 告 
・ 点検時はスパークテスタの配線に触れたり、リークしないように電極
キャップを確実に被せる。
・ 点検時には火花が飛ぶので、引火性のガス・燃料・油脂類等は遠ざける。

点火系
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NO

YES

NO

NO

YES

YES

インジェクタの詰まり、抵抗値
を点検する。

点火系を点検する。

正常か？

正常か？

正常か？

インジェクタを交換する。

フュエルポンプを点検する。

ベーパセパレータのニードルバルブ
に曲がり、摩耗がないかを点検する。

フュエルポンプを交換する。

ニードルバルブを交換する。

YES

NO
正常か？

フュエルフィルタの詰まり、汚
れまたは配管の漏れを点検する。

不良部品を修復または交換
する。

燃料系
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NO
閉じているか？

NO

YES

NO

NO

NO

YES

YES

YES

NO

YES

作動音が聞こえ
るか？

PTTモータの作動を点検する。

マニュアルバルブが閉じている
か点検する。

バッテリとヒューズを点検
する。

PTTスイッチの導通を点検
する。

正常か？ 不良部品を修復または交換
する。

PTTソレノイドの導通を点検
する。

導通するか？

導通するか？

導通するか？

PTTスイッチを交換する。

PTTソレノイドを交換する。

PTTモータを分解し点検する。

マニュアルバルブを閉じる。

不良部品を修復または交換
する。

バッテリ、PTTソレノイドおよび
PTTスイッチ間のワイヤハー
ネスを点検する。

YES次ページへ

PTTユニット
状態1　PTTユニットが作動しない。

MFS4050J_CH09_140829.indd   27 14.8.30   9:14:25 AM



9-28

トラブルシュートOK

4st 40/50  2014

トラブルシュートOK

PTTユニットを分解し点検
する。

YES

NO

NO

PTTユニットを分解し点検
する。

規定レベル内か？

PTTフルード量を点検する。

規定レベル内か？

閉じているか？

PTTフルード量を点検する。

マニュアルバルブが閉じている
か点検する。

規定レベルまでPTTフルード
を補充する。

マニュアルバルブを閉じる。

規定レベルまでPTTフルード
を補充する。

NO

YES

YES

状態2　PTTユニットが船外機を保持できない。

MFS4050J_CH09_140829.indd   28 14.8.30   9:14:26 AM



9

9-294st 40/50  2014

9

ダイアグノシス

1. セットアップ
このマニュアルをよく読み、ダイアグノシスケーブルをコンピュー
タに接続してからソフトウェアの操作を行う。
・コンピュータに不具合がないか確認する。
・バッテリをフル充電にする（12 V以上）。
・ バッテリ端子のゴミや腐食を取り除き、バッテリケーブルを確
実に接続する。
・ ダイアグノシスケーブルとその他すべてのケーブルの接続を確
認する。
・ギヤシフトを中立（N）にする。

対象モデル
以下のモデルにダイアグノシスは使用できる。（各ファミリ専用の
ケーブルが必要）
・MFS25/30
・MFS40/50

警 告 

・ ダイアグノシスを使用する際はこの章の注意事項をよく読
んだ上で操作する。
・ ボートを運転しているときはダイアグノシスを使用しない。

注 意 

コンピュータや接続ケーブルに水がかからないように注意して
作業する。

エンジンの不具合診断に使用

ダイアグツールキット
P/N. 3KY-72920-0
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 1）ダイアグソフトのインストール
1.  販売店専用ページに入った後、ダイアグソフトのダウン

ロードをクリックする。

2.  「diag」をダブルクリックする。

4.  「次へ」をクリックする。」

5.  デスクトップにショートカットを作成する」にチェックを
入れ「次へ」をクリックする。

6.  「完了」をクリックするとデスクトップにダイアグソフト
のショートカットが作成される。

7.  デスクトップのショートカットをダブルクリックし、ダイ
アグソフトを起動させる。

3.  「install」をダブルクリックする。
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2） USB シリアルコンバータドライバのインス
トール (RS 232Cポートが無い場合 )
シリアルコンバータのドライバのインストール方法は、シリ
アルコンバータのメーカーによって、使用するパソコンによっ
ても様々である。
下記は一例であり、詳細なインストールの手順は使用するコ
ンバータの取扱説明書を参照する。

1.  USB ポートにシリアルアダプタを接続させる (後の為に
接続させたUSB ポートにマークをしておく )。 

2.  下側に説明文が現れたら、クリックする。

3.  ウインドウが現れ、自動的にドライバが設定される。

4.  ダイアグソフト接続時に必要なCOMポートの情報をメモ
する。

もしウインドウが現れない場合は、“デバイスマ
ネージャ”からCOMポートを確認する (ダイア
グソフト内の「COMポートの確認 」の手順を参
照 )。
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2. ダイアグソフトの接続

1）準備する物
ダイアグノシスハーネス
バッテリ (12V)
コンピュータ

 お手持ちのコンピュータにRS232C Port (9 Pins) が無
い場合は、右図の様なUSB変換ケーブルを使用する。

 ダイアグノシスの接続場所（エンジン）
・ECUの横側にあるコネクターに接続する。

・ USB変換ケーブルを使用する際は、その取扱
説明書に従い、必要な「ソフトウェア」をイン
ストールした上で次の操作に進む。
・ USBポートはウィンドウズ98以降のOSで
作動する。（ウィンドウズ95では作動しない）

USBシリアルコンバータ
（市販品）
※RS232Cポートが無い
パソコンのみ必要

ECU（エンジン）に接続ECU（エンジン）に接続

コンピュータに接続コンピュータに接続 RC232C Port (9 Pins) USB Port

パソコン（市販品）

バッテリ端子はケーブルにない。
エンジンのバッテリケーブルをバッテリに接続し
ておく必要がある。
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3. 操作手順
1）スタートアップ
 コンピュータの「プログラム」またはショートカットアイ

コンの「3AC_DIAGNOSTICS」ファイルをダブルクリッ
クする。モデル選択が表示される。

2）モデルとメニュー選択
 キーボードの“↑”キー と “↓”キーでカーソルを操作し、

実行したい項目に移動させ、「Enter」キーを押す。もしく
は、“1”～“9”の数字キーで選択する。

ダイアグツールマニュアルが閲覧できます。

3）注意事項（Preface and Introduction）
 9章「セットアップ」の注意を良く読んでから操作する。
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4） コミュニケーションポートのセットアップ 
RS232Cポート番号のセットアップ 

・ 自動で“5”以下のCOMポートが割り当てら
れる。
・ もし、5以下のCOMポートがすべて使われて
いる又はダイアグケーブルが接続されていない
場合は手動セットアップ画面に切り替わる ( 次
頁 )。
※エンジンキーをONにしておく必要がある。
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 “通信ポートナンバー = □ ”
　　現在のCOMポート番号が表示される。 

 “新しい通信ポートナンバー = □ ”
　　新しいCOMポート番号が入力できる。 

  使用したいコンピュータのCOMポート番号を入力する。

 「Enter」キーで“Menu”画面に戻る。

・ 【コントロールパネル】→【ハードウェア】→【デ
バイスマネージャ】で使用されているCOMポー
ト番号を調べることができる。
・ COMポートには1～5のみ入力できる。
・ USB アダプタを使用する際に使用するコン
ピュータのUSBポートのCOMポート番号が
6以上に設定の場合は、1～ 5の空いている
COMポートへ変更した後で、あらためてCOM
ポート番号設定を行う。

※1

※2

　　※1 現在のCOMポート番号
　　※2  使用するCOMポート番号を入力する。この番号の確認方法は“ダイアグツールマニュアル ̃COMポートの設定～”

で確認できる。
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5） エンジンモニタ 
 現在のエンジンの状態を見ることができる。

 “F1”キーで“Menu”画面に戻る。

※1 ※2

　　※1 現在、不具合が起こっている場合に“故障”と表示される。
　　※2  過去に不具合があった場合に、その不具合が最後に起こった時間を示す。
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6） 故障診断履歴 
 エンジンの故障履歴を見ることができる。 

 “F1”キーで“Menu”メニュー画面に戻る。

※1

※2 ※3

※4

※5

　　※1 過去にエンジン温度が最高でどのくらいまで上がったかを示す。また、その発生時間。
　　※2  不具合が起こった回数。
　　※3  現在不具合が起こっているかどうか。
　　※4  どのセンサーが作動して低速ESGが作動したかが示される (例 : オイルプレッシャスイッチ )。
　　※5  F3を押すとこの画面が保存できる。
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7） エンジン停止におけるテスト 

 インジェクタ等の故障や作動状況を確認できる。 

 チェックする項目の数字を入力する。 
 “1”：#1 インジェクタの作動（ON／OFF） 
 “2”：#2 インジェクタの作動（ON／OFF）
 “3”：#3 インジェクタの作動（ON／OFF）
 “4”：ISCバルブの作動（ON／OFF）
 “5”：ベーパセパレータ内のフュエルフィードポンプ
  （FFP）の作動（ON／OFF）
 “6”：ワーニングブザー 音の吹鳴
 “7”： ワーニングランプの点灯
  ティラーハンドルモデル：ティラーハンドルのワーニングランプ（LED） 

リモコンモデル：タコメータ上のワーニングランプ　

 “9”：1項～7項 全てをテスト
 “0”：テスト中断

 “F1”キーで“Menu”画面に戻る。

※1

　　※1 各部品のキーを押し、作動音が聞こえるかで良否判定をする。

MFS4050J_CH09_140829.indd   38 14.8.30   9:15:44 AM



9

9-394st 40/50  2014

8） エンジン作動におけるテスト 

 エンジン運転中にインジェクタとイグニションコイルの作
動を一時停止させ、音や回転速度の低下具合から、作動状
況を確認する。

 診断する項目の数字を入力する。 
  “1”：#1 インジェクタの一時停止
  “2”：#2 インジェクタの一時停止
  “3”：#3 インジェクタの一時停止
  “4”：#1 イグニッションコイルの一時停止
  “5”：#2 イグニッションコイルの一時停止
  “6”：#3 イグニッションコイルの一時停止

  “9”：1項～6項 全てをテスト
  “0”：テスト中断

 “F1”キーで“Menu”画面に戻る。

※1

　　※1  各部品のキーを押すと、その部品の作動が一時的に停止する。各部品の作動を停止させた時の音や回転の変化から
作動状況を確認する。(例 : #1インジェクタを停止させ回転が低下→#1インジェクタは正常に作動していた。)
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9）  エラーコードの説明 
 エラーコードの説明が表示される。

 例
 Error code ：1 　通信エラー
  ECUとの通信準備が出来ていない。
  以下の項目を点検する。
  ＊コンピュータとECUの接続を確認する。
  ＊バッテリーとの接続を確認する。
  ＊  コンピュータのCOMポート番号が正しく設定され

ているか確認する。COMポート番号を設定するには
“Menu”画面の“Setup Communication port”で行う。
 

 どのキーを押しても“Menu”画面に戻る。

10） ダイアグノシスの終了  
 ダイアグノシスを終了する。
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ティラ－ハンドルモデル用

タコメータ

オイル
プレッシャ エンジン温度 バッテリ

オイル
プレッシャ

エンジン
温度

バッテリ

2. 自己診断機能
自己診断機能とは、エンジンに搭載されたECUによって電気系の故障箇所を検出し表示する機能をいう。このエンジンでは
自己診断を行う際、検査機器及びパソコン等の特別な機器類は不要、キースイッチの操作、タコメータの回転指示、3つのワー
ニングランプ（警告ランプ）の組合せによって簡単に以下の4つのモードの必要な情報が確認出来る。

このエンジンの自己診断機能は次の4つのモードから構成されている。
　　モード1……タコメータ作動テスト
　　モード2……エンジン運転時間の表示
　　モード3……故障箇所及び故障履歴の表示
　　モード4……故障履歴の消去
　　※モードは、1→2→3を1サイクルとして順次移行する。
　　＜自己診断機能の操作手順＞参照。

1）自己診断に関する用語解説
キースイッチ
キースイッチはリモコンボックス、ティラーハンドル又は、スイッ
チパネルに付いている。
キーポジションはOFF－ON－STARTとONの状態でキーを
押し込む4通りです。
自己診断機能はONのポジションで使用する。

ワーニング（警報）ランプ
ワーニングランプはタコメータ又は、スイッチBOXに、エンジ
ン温度、オイルプレッシャ、バッテリの各異常を知らせるランプ
が付いてる。
電気部品等の故障や異常が発生した場合には3個のランプが同時
に点滅し、警報する。　　　　（ワーニング表示一覧表参照）
自己診断機能ではこれら3個のランプとタコメータ表示の組合せ
によって故障の種類を表示する。　　（故障表示一覧表参照）

ワーニングブザー

ワーニングブザーはリモコンボックス、スイッチBOX又はスイッ
チパネルに内蔵されている。
作動パターンは以下の4通りです。
　　長音…2秒間（ピィー！！）
　　短音…0.3秒間（ピ！！）
　　連続音

故障履歴
過去に故障又は異常が発生し、その後正常復帰した場合にはECU
内部のメモリーに故障履歴として記録される。
自己診断機能では故障履歴を確認する事が出来る。

OFF

ON
START

RUN

OFF

ONOFF START

押込む

リモコンBOX ティラーハンドル スイッチパネル
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2）自己診断機能の操作手順

＊自己診断機能はエンジン停止状態でなければ作動しない。
＊ 下記手順中のいずれにおいても、キースイッチをOFFにすれば
　　　自己診断機能は終了する。

メーターの動作確認として、3個の警報ランプが点灯し、ブザーが
鳴る。
又、同時にフューエルフィードポンプ（FFP）が約2秒間作動する。

通
常
の
運
転
操
作

故障もしくは異常があった場合、その種類に応じてワーニングラン
プ及びブザーが作動する。

→ワーニング表示一覧表参照

ECUが、各部の故障もしくは異常を確認する。

ストップスイッチロック取付後
キースイッチON

ONOFF

ピィー!!
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ここから自己診断操作に入る

自己診断・モード1［タコメータ作動テスト］
ブザーの長音が2回鳴り、同時にタコメータの針が5,000rpmを
指す。針が0に戻ってからモード2へ自動的に進む。

自己診断・モード2［エンジン運転時間表示］
タコメータの表示及び3個の警報ランプの組合せでエンジン運転
時間が表示される。

→運転時間表示一覧表参照

自己診断・モード3［故障箇所及び故障履歴の表示］
ブザーの短音が1回鳴った後、タコメータ及び3個のワーニングラ
ンプの組合せで1つ目の故障箇所及び履歴が表示される。

→故障表示一覧表 を参照し対応する。

次に、キースイッチをONの状態でブザーが鳴るまで（約1秒間）押
し込む毎に次の故障箇所及び履歴が表示される。
上記操作によって全ての故障箇所を表示し終えた後は一度何も表
示しない状態になる。この状態からキースイッチを押す操作を行う
と再び1つ目の故障箇所から繰り返し表示される。
故障履歴が無い場合は、何も表示されない（タコメータ及びワーニ
ングランプは作動しない）。

キーをONの状態でブザーが鳴るまで（約5秒間）
押し込む。

キーをONの状態でブザーが鳴るまで（約1秒間）
押し込むとモード3に進む。

ピィー!!

ピィー!!

ピィー!!

ON

5秒

ON

1秒

ON

1秒

ピィー!! ピィー!!
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自己診断・モード4［故障履歴の消去］
自己診断モード3のどの状態でも、ストップスイッチのロックプレー
トを外した後、キーを約3秒間押し込むと、ブザーの短音が3回鳴り
、故障履歴が消去される。

注）運転時間は消去されない。

通常の運転状態に戻る。
故障もしくは異常が残っている場合は、ワーニングランプ及びブザ
ーが作動する。

→ワーニング表示一覧表 参照

キースイッチをOFFにする。
自己診断機能終了。

ストップスイッチのロックプレートを取付ける。

備考）上記手順中のいずれにおいても、キースイッチをOFFにすれば自
己診断機能は終了する。

ONOFF

ピ!!
ピ!!
ピ!!
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3）ワーニング表示一覧表…運転中の異常表示

ワーニング表示

ESG
制御

内容 参考 対処方法
ブザー

Aランプ Bランプ Cランプ

連続音 × × × 高速ＥＳＧ (*8) エンジン過回転 約6,200 r/min プロペラ、船外機取付高さ、トリムの設定調整

連続音 点灯 × × 低速ＥＳＧ (*9) 油圧低下 エンジンオイル給油

連続音 × 点滅 ① × 低速ＥＳＧ (*9) エンジン温高温 100℃ (212̊F)

トラブルシュート　参照連続音 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① 強制アイドル エンジン温異常高温 140℃ (284̊F)

̶ × × 点滅 ① ̶ バッテリ電圧低下
約9Ｖ以下、アイドルアッ
プ

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① 低速ＥＳＧ (*9) センサ電源故障

故障表示一覧　参照

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ フュエルインジェクタ故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ イグニッションコイル故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ ＦＦＰ (*3) 故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ ＣＰＳ (*4) 故障 (*1) (*1) 断線は検出出来ない。

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ ＴＰＳ (*5) 故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① 低速ＥＳＧ (*9) エンジン温度センサ故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① 低速ＥＳＧ (*9) MAP (*6) センサ故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ MAT (*7) センサ故障

連続音 (*2) 点灯 (*2) 点灯 (*2) 点灯 (*2) ̶ キーＯＮ時 (*2) １秒間作動する。

̶ 点滅 ② × × ̶ オイル交換時期お知らせ（１００時間毎）
ストップスイッチ操作でリ
セット

リセット手順　参照

短音1回 × × × ̶ バリアブルアイドル 最低回転セット時

短音2回 × × × ̶ バリアブルアイドル 最大回転セット時

短音1回 : 0.3 鳴動
短音2回 : 0.3 鳴動 → 0.3 秒 OFF → 0.3 秒鳴

点滅 ① パターン : 1 秒オン、1秒オフ
点滅 ② パターン : 1 秒オン、9秒オフ

FFP  (*3) : 電動燃料ポンプ 
CPS  (*4) : クランクポジションセンサ  
TPS  (*5) : スロットルポジションセンサ  
MAP  (*6) : 吸気温 
MAT  (*7) : 吸気圧  
高速 ESG  (*8) : 6,200 r/min に回転制御する。
低速ESG  (*9) : 3,000 r/min に回転制御する。
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ワーニング表示

ESG
制御

内容 参考 対処方法
ブザー

Aランプ Bランプ Cランプ

連続音 × × × 高速ＥＳＧ (*8) エンジン過回転 約6,200 r/min プロペラ、船外機取付高さ、トリムの設定調整

連続音 点灯 × × 低速ＥＳＧ (*9) 油圧低下 エンジンオイル給油

連続音 × 点滅 ① × 低速ＥＳＧ (*9) エンジン温高温 100℃ (212̊F)

トラブルシュート　参照連続音 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① 強制アイドル エンジン温異常高温 140℃ (284̊F)

̶ × × 点滅 ① ̶ バッテリ電圧低下
約9Ｖ以下、アイドルアッ
プ

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① 低速ＥＳＧ (*9) センサ電源故障

故障表示一覧　参照

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ フュエルインジェクタ故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ イグニッションコイル故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ ＦＦＰ (*3) 故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ ＣＰＳ (*4) 故障 (*1) (*1) 断線は検出出来ない。

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ ＴＰＳ (*5) 故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① 低速ＥＳＧ (*9) エンジン温度センサ故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① 低速ＥＳＧ (*9) MAP (*6) センサ故障

̶ 点滅 ① 点滅 ① 点滅 ① ̶ MAT (*7) センサ故障

連続音 (*2) 点灯 (*2) 点灯 (*2) 点灯 (*2) ̶ キーＯＮ時 (*2) １秒間作動する。

̶ 点滅 ② × × ̶ オイル交換時期お知らせ（１００時間毎）
ストップスイッチ操作でリ
セット

リセット手順　参照

短音1回 × × × ̶ バリアブルアイドル 最低回転セット時

短音2回 × × × ̶ バリアブルアイドル 最大回転セット時
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4）運転時間表示一覧表（自己診断・モード2）

エンジン運転時間 (h)

ランプ表示

タコメータ指示 (r/min) A ランプ Bランプ Cランプ

0～1 1,000 － － －

1～2 2,000 － － －

2～3 3,000 － － －

3～4 4,000 － － －

4～5 5,000 － － －

5～6 6,000 － － －

6～7 7,000 － － －

7～8 800 － － 点灯

8～9 900 － － 点灯

9～10 1,000 － － 点灯

10～ 20 2,000 － － 点灯

20～ 30 3,000 － － 点灯

30～ 40 4,000 － － 点灯

40～ 50 5,000 － － 点灯

50～ 60 6,000 － － 点灯

60～ 70 7,000 － － 点灯

70～ 80 800 － 点灯 点灯

80～90 900 － 点灯 点灯

90～100 1,000 － 点灯 点灯

100～ 200 2,000 － 点灯 点灯

200～ 300 3,000 － 点灯 点灯

300～ 400 4,000 － 点灯 点灯

400～ 500 5,000 － 点灯 点灯

500～ 600 6,000 － 点灯 点灯

600～ 700 7,000 － 点灯 点灯

700～ 800 800 点灯 点灯 点灯

800～ 900 900 点灯 点灯 点灯

900～ 1,000 1,000 点灯 点灯 点灯

1,000～ 2,000 2,000 点灯 点灯 点灯

2,000～ 3,000 3,000 点灯 点灯 点灯

Tacho meter
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5）故障表示一覧（自己診断・モード3）

故障・異常の表示

故障・異常の内容

履 歴 表 示

対処方法　及び　備考

故障中 故障履歴 有

タコメータ指示 (r/min) Ａランプ Ｂランプ Ｃランプ

0 消灯 故障・異常なし 消灯 消灯

1,000 点灯 ＃１フュエルインジェクタ故障

× (*1) 断線又は故障履歴有り (*2)

*1 エンジン停止中は異常判定不可の為、故障中でもＢランプは点灯しない。
*2 Ｃランプが点灯する場合は現在断線及び故障中の可能性もある。
→ 対処方法：一度履歴を消去 [モード4- 故障履歴の消去参照 ]した後に、エンジンを運転（クランキング5秒以上でもＯＫ )し、自己診断で
故障 /異常の内容を確認する。もし同じ故障 /異常がCランプで表示される場合は対処する。
→インジェクタの場合……新品に交換し、直らなければ配線を確認する。
→イグニッションコイルの場合……1個のみ故障と表示される場合は部品交換し、直らなければ配線を確認する。

3個とも故障と表示される場合は配線がショートしている場合と、イグニッションコイルのどれか１個が
内部ショートしている可能性がある。

2,000 点灯 ＃２フュエルインジェクタ故障

3,000 点灯 ＃３フュエルインジェクタ故障

1,000 点滅 ＃１イグニッションコイル故障

2,000 点滅 ＃２イグニッションコイル故障

3,000 点滅 ＃３イグニッションコイル故障

500 消灯 油圧低下 × (*3) 油圧低下履歴有り
*3 エンジン停止中は油圧検知不可の為、故障中でもＢランプは点灯しない。
  エンジンオイルが十分に入っているにもかかわらずランプが点灯する場合、配線がショートしているか、又はオイルポンプの不良、オイル通
路の不具合がある可能性がある。

500 点灯 バッテリ電圧低下 電圧低下中 電圧低下履歴有り トラブルシュート参照

5,000 消灯 ＣＰＳ (*5) 故障 故障中 (*4) 故障履歴有り
*4 断線時にはランプは点灯しない。また、回転変動が大きい場合、部品や配線に異常が無くても故障を示す場合がある。
 部品交換、又は配線や結線に異常無いか確認、修理する

5,500 消灯 ＴＰＳ (*6) 故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り 部品交換、又は配線や結線に異常無いか確認、修理する

5,500 点灯 センサ電源上昇 電圧異常発生中 電圧異常発生履歴有り
トラブルシュート参照

5,500 点滅 センサ電源低下 電圧異常発生中 電圧異常発生履歴有り

6,500 消灯 エンジンテンプセンサ故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り 部品交換、又は配線や結線に異常無いか確認、修理する

6,500 点灯 エンジンテンプ高温 過熱発生中 過熱発生履歴有り
トラブルシュート参照

6,500 点滅 エンジンテンプ異常高温 異常過熱発生中 異常過熱発生履歴有り

7,000 消灯 ＦＦＰ (*7) 故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り

部品交換、又は配線や結線に異常無いか確認、修理する4,500 点灯 ＭＡＰ (*8) センサ故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り

4,500 消灯 ＭＡT (*9) センサ故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り

Tacho meter

CPS  (*5) : クランクポジションセンサ  
TPS  (*6) : スロットルポジションセンサ  
FFP  (*7) : 電動燃料ポンプ 
MAP  (*8) : 吸気温  
MAT  (*9) : 吸気圧 
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故障・異常の表示

故障・異常の内容

履 歴 表 示

対処方法　及び　備考

故障中 故障履歴 有

タコメータ指示 (r/min) Ａランプ Ｂランプ Ｃランプ

0 消灯 故障・異常なし 消灯 消灯

1,000 点灯 ＃１フュエルインジェクタ故障

× (*1) 断線又は故障履歴有り (*2)

*1 エンジン停止中は異常判定不可の為、故障中でもＢランプは点灯しない。
*2 Ｃランプが点灯する場合は現在断線及び故障中の可能性もある。
→ 対処方法：一度履歴を消去 [モード4- 故障履歴の消去参照 ]した後に、エンジンを運転（クランキング5秒以上でもＯＫ )し、自己診断で
故障 /異常の内容を確認する。もし同じ故障 /異常がCランプで表示される場合は対処する。
→インジェクタの場合……新品に交換し、直らなければ配線を確認する。
→イグニッションコイルの場合……1個のみ故障と表示される場合は部品交換し、直らなければ配線を確認する。

3個とも故障と表示される場合は配線がショートしている場合と、イグニッションコイルのどれか１個が
内部ショートしている可能性がある。

2,000 点灯 ＃２フュエルインジェクタ故障

3,000 点灯 ＃３フュエルインジェクタ故障

1,000 点滅 ＃１イグニッションコイル故障

2,000 点滅 ＃２イグニッションコイル故障

3,000 点滅 ＃３イグニッションコイル故障

500 消灯 油圧低下 × (*3) 油圧低下履歴有り
*3 エンジン停止中は油圧検知不可の為、故障中でもＢランプは点灯しない。
  エンジンオイルが十分に入っているにもかかわらずランプが点灯する場合、配線がショートしているか、又はオイルポンプの不良、オイル通
路の不具合がある可能性がある。

500 点灯 バッテリ電圧低下 電圧低下中 電圧低下履歴有り トラブルシュート参照

5,000 消灯 ＣＰＳ (*5) 故障 故障中 (*4) 故障履歴有り
*4 断線時にはランプは点灯しない。また、回転変動が大きい場合、部品や配線に異常が無くても故障を示す場合がある。
 部品交換、又は配線や結線に異常無いか確認、修理する

5,500 消灯 ＴＰＳ (*6) 故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り 部品交換、又は配線や結線に異常無いか確認、修理する

5,500 点灯 センサ電源上昇 電圧異常発生中 電圧異常発生履歴有り
トラブルシュート参照

5,500 点滅 センサ電源低下 電圧異常発生中 電圧異常発生履歴有り

6,500 消灯 エンジンテンプセンサ故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り 部品交換、又は配線や結線に異常無いか確認、修理する

6,500 点灯 エンジンテンプ高温 過熱発生中 過熱発生履歴有り
トラブルシュート参照

6,500 点滅 エンジンテンプ異常高温 異常過熱発生中 異常過熱発生履歴有り

7,000 消灯 ＦＦＰ (*7) 故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り

部品交換、又は配線や結線に異常無いか確認、修理する4,500 点灯 ＭＡＰ (*8) センサ故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り

4,500 消灯 ＭＡT (*9) センサ故障 断線又は故障中 断線又は故障履歴有り
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1. サービス情報
取付け作業者は、身体や製品を損傷する事無く、火災や換気にも注意するなど充分な安全確保を行う。
ボートを走航テストする場合は、取扱説明書をよく読み、運転手順に精通した人が操縦を行う。

2. サービスデータ
1）ボートの搭載制限
 ボートに過大な出力のエンジンを搭載したり、過負荷をかけないよう注意する。ボートには、特定の基準に従って、メー

カーが設定した許容最大出力と定員を示すプレートが表示されている。不明な点がある場合は、販売店、またはボー
トメーカーに問合せる。

警 告 

ボートメーカーが設定した最大出力を超えた船外機を搭載すると、次のような問題が発生するので絶対に使用し
ない。
・ボートコントロールができなくなる。
・ トランサムに過大な重量を載せることになり、ボートの設計浮力特性が変化する。
・ 特にトランサム周辺で、ボートに亀裂が生じたり、破損したりする。
オーバーパワーのボートは、大怪我、死亡事故、またはボートの損傷の原因となる。

2）取付け寸法
 トランサム開口部最小寸法：a
 一機掛（リモコンモデル）848 mm（33.39 in.）
 二機掛1,518mm（59.76 in.）

 二機掛のエンジン中心線最小距離：b
 560～ 660 mmmm（22.05～ 26.00 in.）

船外機の取付け高さが高すぎると、エンジンの
オーバーヒートやギヤケースの構成部品が損傷す
る場合がある。

a

a

b
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3) トランサム寸法

DIAMETER

DIAMETER

ø12.5 mm
（0.49） in

163.5 mm

(6.45 in)

163.5 mm

(6.45 in)

125.5 mm
(4.95 in)

(1
0.

00
 in

)
25

3.
5 

m
m

(2
.2

0 
in

)

56
 m

m

125.5 mm
(4.95 in)

中心線

ボートのトランサム上面 

許容のトランサム板厚 
31~70mm (1.22~2.76 in)

351 mm (13.82 in)

251 mm (9.88 in)

51
 m

m
 (

2.
01

 in
)

327 mm (12.87 in)

18
 m

m
 (

0.
17

 in
)

ø12.5 mm
（0.49） in
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(1.89 in)
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5.
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m
m
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付
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ン
サ
ム
上
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船
外
機
の
ト
ラ
ン
サ
ム
ボ
ー
ド
に
固
定
さ
せ
る
場

合
は
、上
部
の
取
付
ボ
ル
ト
は
図
の
よ
う
に
ト
ラ
ン

サ
ム
の
内
か
ら
外
に
通
し
、下
部
の
取
付
ボ
ル
ト
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外
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ら
内
に
通
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て
ボ
ル
ト
を
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と
ナ
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取
付
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る
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性
と
ト
ラ
ン
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ム
に
確
実
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固
定
さ
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て
い
る
か
を
点
検
す
る
。

船
外
機
を
確
実
に
ボ
ル
ト
付
け
し
な
い
と
ボ
ー
ト
を

破
損
し
た
り
、船
外
機
を
水
没
さ
せ
た
り
ボ
ー
ト
の

乗
員
に
怪
我
を
さ
せ
た
り
す
る
結
果
と
な
る
。警
 告

上
部
の
取
付
穴
は
ト
ラ
ン
サ
ム
の
上
面
か
ら
2
5
.4
 m
m（
1
 i
n）
以
下
の
位

置
に
開
け
て
は
い
け
な
い
。

警
 告

トランサム寸法穴開けテンプレート（サンプル） 
※巻末に原寸大のトランサム寸法穴開けテンプレートを掲載。
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4）船外機の吊上げ
エンジンのハンガを使用する。

5）船外機の取付
1. アンチベンチレーションプレートの位置と船底との間隔

が、10～30mmになるよう取付ける。

船外機の取付け高さが高すぎると、次のような状
態になる。
1） 冷却水取入口より空気を吸い込み、オーバー
ヒートが起こりやすくなる。

2）操舵性が悪化する。
3） プレーニングの最中、または重荷重でプロペ
ラが空転しやすくなる。 a

a： 船外機の取付け高さとは、ボートの船底から船外機ト
ランサムブラケットまでの高さである。

3.  マウント穴をマークし、4ケの直径 12.5 mm（0.49 
in.）の穴をあける。

ボートトランサム中心に、テンプレートの中心線
を正確に合せる。

船外機のトランサムブラケットの穴位置と正しく
合せるため、トランサムに対して垂直に穴を開け
る。

船底

アンチベンチレーション
プレート

10～30mm

2. ボートトランサムに船外機取付けテンプレートを貼付け
る。
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4. 「取付け寸法」を参照に推奨する取付け高さに船外機を取
付ける。

5. 図のように同梱の取付用ボルト・ナット類で船外機を固定
する。

 1：直径12 mmのボルト（4ケ）
 2：平ワッシャ（4ケ）
 3：ロックナット（4ケ）
 4：平ワッシャ（4ケ）
 5：マリンシール剤：ボルトのねじ部を避けて塗布する。

1

2

4

3

5

3. フュエルシステム
ボート内に大型フュエルフィルタを取付け燃料内の水や異物を除去するのは有効でありお奨めする。しかし反面フュエル
フィルタをフュエルシステムに追加すると、燃料の流れを制限する原因となり、低速でエンジンが自然に停止したり、高回
転数で燃料が薄くなり、エンジンの損傷の原因となる場合があるので注意する。フュエルフィルタだけでなくバルブフィッ
ティングでも同じである。

1）燃料
エンジンの馴らし運転中、およびエンジンの馴らし運転後も、古くなったガソリンやゴミ・砂・泥等不純物が混ったガソリ
ンの使用はさける。

2）オイル

警 告 

このエンジンにはガソリンとオイルの混合燃料を使用
しない。

3）エレクトリックフュエルポンプ
ボートにエレクトリックフュエルポンプを使用する場合は、ポンプの吐出圧力が0.028 MPa（4 psi）［0.3 kg/cm2］を
超えないように注意する。必要に応じて、プレッシャレギュレータを取付けて、吐出圧力を調整する。

推奨エンジンオイル：
　４ストロークエンジンオイル
　API: SH、SJ、SL
　SAE: 10W-30、10W-40
エンジンオイル量：
　（オイルフィルタ含む）　　：2.4L (2.5 US qt.)
　（オイルフィルタ含まない）：2.2L (2.3 US qt.)

4st OI
L
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5）フュエルシステムの充填
新しいエンジンの最初の始動時、燃料を使い果たしたエンジン、
または燃料を排出したエンジンでは、右のようにフュエルシステ
ムを充填する。

1. 堅くなるまでフュエルホースのプライマバルブを握りしめ
る。

2. キースイッチを3秒間「ON」する。これによりフュエル
フィードポンプが作動する。

3. 「OFF」位置にキースイッチを戻し、再び堅くなるまでプ
ライマバルブを握りしめる。再び3秒間キースイッチを
「ON」する。フュエルホースのプライマバルブが堅くな
るまで、この手順を継続する。

6）エンジンオイル
1. トップカウルを取外し、オイルフィラキャップ1を取外

す。

2. オイル注入口2より、エンジンオイルを給油する。
 給油の際は、オイルゲージ3にて確認しながら給油する。

3. オイルフィラキャップを締付け、トップカウルを取付ける。

4）フュエルタンクの取付
＜ポータブルフュエルタンク＞
エンジンのフュエルホースの長さを考慮してボートの適切な位置を選択し、タンクを固定する。
＜据置き型フュエルタンク＞
アース、アンチサイフォン保護、ベンチレーション等に関し、基準に従って取付ける。

2

1

3

3

4

5

3オイルレベルゲージ　4上限（MAX）　5下限（MIN）

推奨エンジンオイル：
　４ストロークエンジンオイル
　API: SH、SJ、SL
　SAE: 10W-30、10W-40
エンジンオイル量：
　（オイルフィルタ含む）　　：2.4L (2.5 US qt.)
　（オイルフィルタ含まない）：2.2L (2.3 US qt.)

4st OI
L
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4. 船外機への接続
1）ステアリングケーブル
右舷に取回したケーブル

1. ケーブル（エンド）全体にグリスを -薄く塗布する。

LIT

GREASE

LIT

2. ステアリングケーブルをチルトチューブに挿入する。

3. ナットを規定トルクで締める。

1

ナット：
48 N・m（35 lb・ft）〔4.8 kgf・m〕

ドラックリンクシールリング1を必ず取付ける。
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2）ドラックリンク
1. 図のようにドラックリンクを取付ける。

1

2

3

4

2

3

3

エンジンとステアリングケーブルを接続するステ
アリングリンクロッドは、必ずスペシャルボルト
1、ナイロンナット2、ワッシャ3、スペーサ
4を使用して取付ける。振動等でゆるみ、リン
クロッドが外れる事があるのでこれらのボルト・
ナットを普通のボルト・ナット（ノンロックタイ
プ）と交換して使用しない。

警 告 

ステアリングリンクロッドが外れると、ボートが突然
急旋回する原因となる。これにより、同乗者が船外に
投げ出され、大怪我、または死亡事故につながる。

 ワッシャ3

 カラー4

2

3

3
1

3
2

4

ボルト1：
27 N・m（20 lb・ft）〔2.7 kgf・m〕
ナイロンナット2：
突き当たるまで締付け、1/4回転緩める。
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3）  リモコンケーブル（エンジン側）の取付
1. トップカウルのフックレバーを回し、トップカウルを外す。

2. ボルト①を取外し、リモコンケーブルステーカバー②を取
外す。

6

1

5

2

3

4

エアサイレンサ③を取外すと、ボルト①が取り
外しやすい。

3． ボルト④を取外し、ケーブルクリップ⑤を取外す。

4． グロメット⑥を取外す。

b
a

c

d
e
g f

g

g
 a シフトケーブル
 b スロットルケーブル
 c メインハーネス
 d メータコードAss'y
 e トリムセンサ
 f バッテリコード
 g サービスホール

5. 図のようにコードAss'y、ホース及びコントロールケーブ
ルをコードグロメットの規定の穴に通す。
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7. リモコンボックスのコントロールバーを前進（F）側に一
度止まるまで（約32°）動かして、リモコンケーブル先
端が作動した方がシフト側ケーブルとなる。

8. リモコンボックスのコントロールレバーは中立（N）で、
フリースロットルレバーは全閉である事を確認する。

約32°

全開

全閉
フリー
スロットルレバー

6. リモコンケーブル先端にケーブルジョイント⑦を約12 
mmねじ込む。グロメットの切れ目を開き、メータコー
ドAss'y 及びリモコンボックスに取付けられているコー
ドAss'yB をロワモータカバー前部より通しておく。続い
てリモコンケーブルを2本通す。

7

ケーブルジョイントは最低12 mm (0.47 in) 以上
ⓗねじ込む。

h

9. シフトレバー⑧を中立にする。

スロットルを全閉にしないとシフト操作ができない。
無理に操作すると破損する恐れがある。

R

N

F8

N
RF

8
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N

F
RR

N

F

9

10. シフトアーム⑨を前進 (F) －中立 (N) －後進 (R) に操作し
て位置を確認後、中立 (N) にする。

11. スロットルカム⑩を全閉にする。

0

q

w

12.  ケーブルジョイント⑪の穴がスロットルアームおよびシフ
トアームのピン⑫と一致する様に、ケーブルジョイントの
ネジ込量を調整する。

ケーブルジョイントは最低12 mm (0.47 in) 以上
ねじ込む。

e

r

13.  ナット⑬を締付けてから、ピンにセットしてワッシャとR
ピン⑭で固定する。
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5. ロワユニット
1）プロペラの取付

警 告 

・ プロペラを脱着するときは必ず先にバッテリコードをバッテリから外し、ストップスイッチのロックプレート
を取外す。
・ プロペラを脱着するときは、直接手でプロペラを持たない。
・ 木片等をキャビテーションプレートとプロペラの間にはさみ、プロペラを脱着する。

1. シフトレバーを中立（N）にする。

2. スパークプラグキャップをスパークプラグから取外す。

3. プロペラシャフトにグリスを塗布する。

4. 図に従い、プロペラをプロペラシャフトに取付ける。

5. ギヤケースとプロペラの間に木片を挟込み、ナットを規定
トルクで締付ける。

GREASE

OBMOBM

OBM

35 N·m (25 lb·ft) [3.5 kgf·m]

プロペラナット：
35 N・m（25 lb・ft）〔3.5 kgf・m〕

6. スプリットピンをナットに差込み折り曲げる。

注 意 

少なくとも運転20時間毎にナットの締付トルクを確
認する。

�

�

�

14.  シフトレバーを操作し前進 (F) －中立 (N) －後進 (R) にな
るか確認する。

N
RF
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3）バッテリの取付
この船外機はバッテリなしでの使用は不可。
12V 100AH/5HR（寒冷地は12V 120AH/5HR）以上のバッ
テリを使用する。

1. バッテリは航走中、船の揺れやショック等で倒れたり、波
のかからない場所にバッテリ収納箱等に入れて、船体に確
実に固定する。

2. バッテリコードは、バッテリ（+）（赤い色）次いで（－）端
子（黒色）コードを接続する。（取外す場合は（+）コードを
先に外す）

 ターミナル付近に赤色チューブが付いているコードが（+）
コード。

6. エレクトリック
1）バッテリ容量

2）バッテリコードの接続
1. 一機掛
 1：赤色スリーブ（+ 側）
 2：黒色スリーブ（－側）
 3：始動用バッテリ

1

2

3

2. 二機掛
 各始動用バッテリのマイナス（－）ターミナル間に、必ず

共通アース4（コードのサイズはメインバッテリコード
と同じサイズ）を接続する。

4

注 意 

・ バッテリにはバッテリ使用上の警告ラベルが貼られ
ているので、使用前に良く読む。
・エンジン運転中はバッテリコードを外さない。

12V100 AH/5HR以上
CCA：850
12V120 AH/5HR以上（寒冷地）
CCA：1000

MFS4050J_CH10_140715.indd   14 14.7.15   11:40:03 AM



10

10-154st  40/50  2014

＜取付角度＞
各メータを取付ける場合は、取付角度が50～ 80°の間になる
様に取付ける。 タコメータ

トリムメータ

取付穴加工
φ86mm

取付穴加工
φ53mm

2）各メータの取付
メータは水しぶきがかからないダッシュボード1で運転者の見
やすい場所に取付ける。
ダッシュボードの厚さは2～11mmまで取付ける事ができる。
11mmを超える場合はフィッティングプレート2を適当にカッ
トして取付ける。

7. メータ・バッテリ関連
1）アクセサリ
スタートインギヤ保護装置（ニュートラルセーフティングスイッチ）
船外機に接続されたリモートコントロールには、スタートインギヤ保護装置（ニュートラルセーフティングスイッチ）が装
備されている。この装置は、ギヤが入った状態でエンジンが始動するのを防ぐ。

警 告 

エンジンを始動する場合、突然の予期しない加速による大怪我、または死亡事故は絶対に避けなければならない。
本機は、使用するリモートコントロールにスタートインギヤ保護装置（ニュートラルセーフティングスイッチ）
を装備している必要がある。

＜船外機のアクセサリの選定＞
本機には、トーハツ純正の部品とアクセサリを使用する。
トーハツ以外のアクセサリの使用は、安全性に関してお薦めしない。全てのアクセサリに関しては、取付けマニュアルと取
扱説明書をよく読んでおくことが大切である。
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1. コードAss'y B及びメータリードワイヤをコードAss'yA
と接続する。

＜タコメータ＞
メータ背面にあるセレクタスイッチを「4P」に合わせる。 4P

/G
R
/

LgR Y
R
/G

R
/

Lg

B
R

W
Lg

B
R

W

トリムメータ

トリムセンサ

ケーブルハーネス B

メータリードワイヤカラーコード
(3T5-72537-1) B ：黒

 L ：青
 Lg ：ライトグリーン
 P ：ピンク
 R ：赤
 W ：白
 Y ：黄
 Y/R ：黄 /赤
 G/R ：緑 /赤
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8. 運転
1）警報表示
 エンジンに異常が発生した場合は、ワーニングブザーが鳴

り、ワーニングランプが点灯、点滅する。
 異常が発生した場合は各項目に示す処置をする。

3. オーバーヒート警報
  運転中エンジン温度が100℃以上になると、ワーニング

ブザーが鳴り、ワーニングランプbが点滅と同時に低速
ESGが作動し2,800 r/min以下に下がる。さらにエンジ
ン温度が140℃以上になるとワーニングランプabcが
点滅し強制アイドルが作動850 r/minとなる。

・ すみやかに安全な場所に移動し、スロットルグ
リップ又はコントロールレバーを低速に戻す。
シフトレバー又はコントロールレバーを中立
（Ｎ）にして、検水口より冷却水が排出してい
るか確認の上、エンジンを停止する。ギヤケー
ス回りにゴミ、ビニール等が付いていたら取
除く。
・ 運転温度が正常な温度に戻ると回転制御は解除
されるが、2,800 r/min 以上のスロットル域
では、徐々に回転が上昇する。
・ この警報はオーバーヒートに関する検知のみで
あり、燃焼や潤滑等に関しては検知できない。

1. エンジンが始動すると、システム作動確認警報システムの
作動を確認するために、ワーニングランプが点灯し、ワー
ニングブザーが鳴る（1秒間）。

2. オーバースピード防止システム（高速ESG）
 何らかの原因で負荷が軽くなるとエンジン回転速度が異常

に上がってしまう。この場合、ワーニングブザーが鳴り、
同時に高速ESGが作動し、6,200r/min 以下に下がる。

  センサ検知レベル 制御回転速度

  オーバースピード 約 6,200 r/min

b

点滅

  センサ検知レベル 制御回転速度

  オーバーヒート 2,800 r/min
  100° C

  オーバーヒート 850 r/min
  140° C

エンジン高温

a b c

点滅

エンジン異常高温
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5. エンジントラブル警報
 エンジンの各センサに異常が発生するとワーニングランプ

abcが点滅し、ワーニングブザーが鳴り、同時に低速
ESGが作動し、2,800r/min 以下に下がる。

a b c・ 2,800r/min の回転制御とワーニングランプ点
滅とワーニングブザー吹鳴。
 1. エンジンの各センサの異常
 2. 配線類の接触不良や断線
・ 各センサが正常に戻っても、一度入った故障回
転制御はエンジンを停止をしない限り解除され
ない。

4. 油圧警報
 運転中油圧が規定値以下になると、ワーニングブザーが鳴

り、ワーニングランプaが点灯し、同時に低速 ESGが
作動し、2,800 r/min 以下に下がる。

b

・ エンジンの回転を下げ、ボートを安全な場所に
移動してメインスイッチキーを「OFF」の位置
にし、エンジン停止後、オイル量を点検し、必
要であればオイルを補充する。補充後、エンジ
ンを始動しタコメータやティラーハンドルにつ
いているワーニングランプが点灯せず、ワーニ
ングブザーが鳴らない事を確認する。
・ 油圧が正常に戻っても、一度入った油圧回転制
御はエンジンを停止をしない限り解除されない。
・ この警報はオイルプレッシャスイッチ部におけ
る油圧に関する検知のみであり、全体の油圧に
関しては検知できない。

  センサ検知レベル 制御回転速度

  油圧低下 2,800 r/min

点灯

  センサ検知レベル 制御回転速度

  エンジントラブル 2,800 r/min

点滅
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配線図
配線チャート
NO. 名称 備考 ECU リード線の色 ECU
1 オルタネータ チャージコイル － Y 黄 Y 黄 －
2 パルサコイル CPS A34 R/W 赤 /白 B 黒 A17
3 クランクケース アース － B 黒 B 黒 －
4 レクチファイア / レギュレタ － Y 黄 R 赤 －
5 メインリレー B13 Br/Y 茶 / 黄 L 青 －
6 ヒューズホルダ － R 赤 L 青 B14
7 ニュートラルスイッチ ボトムカウル － G 緑 G 緑 －

8 アイドルスピードコントロールバルブ ISC バルブ
A15 G 緑 G/R 緑 /赤 A32
A16 G/B 緑 /黒 G/L 緑 / 青 A33

9 フュエルフィードポンプ FFP B12 L/B 青 /黒 Ｌ 青 B14
10 イグニッションコイル #3 B7 B/G 黒 /緑 Ｌ 青 B14
11 イグニッションコイル #2 B8 B/Y 黒 /黄 Ｌ 青 B14
12 イグニッションコイル #1 B9 B/W 黒 /白 Ｌ 青 B14
13 フュエルインジェクタ #3 B16 Lg/L 淡緑 /青 Ｌ 青 B14
14 フュエルインジェクタ #2 B17 Lg/B 淡緑 /黒 Ｌ 青 B14
15 フュエルインジェクタ #1 B18 Lg/R 淡緑 /赤 Ｌ 青 B14
16 エレクトリックブラケット アース － B 黒 B 黒 －
17 スタータソレノイド － G 緑 R 赤 －
18 スタータモータ － R 赤 R 赤 －
19 バッテリ － R 赤 B 黒 －
20 エレクトリックブラケット アース B5 B 黒 B 黒 B10
21 オイルプレッシャスイッチ A28 Br/W 茶 /白 アース － －
22 エンジンテンプセンサ E-WTS A10 G/Y 緑 /黄 B/L 黒 / 青 A26

23 T-MAPセンサ
MAP A23 G/Or 緑 / 橙 R/W 赤 /白 A24
MAT A9 G/W 緑 /白 B/L 黒 / 青 A26

24 スロットルポジションセンサ TPS
A6 L/W 青 /白 R/W 赤 /白 A24
－ － B/L 黒 / 青 A26

25 サービスコネクタ ダイアグノシス　ポート
A18 Ｌ 青 G 緑 A3
A19 Y 黄 R 赤 A5
A20 Ｗ 白 B/L 黒 / 青 A26

26 ECU エレクトロニックコントロールユニット － － －
27 ECU コネクタ メインハーネス － － －
28 ECU コネクタ サブハーネス － － －
29 PTT ソレノイド アップ側 /PTT モデル － Sb 淡青 L 青 －
30 PTT ソレノイド ダウン側 /PTT モデル － P 桃 G 緑 －
31 PTT モータ PTT モデル － L 青 G 緑 －
32 チルトリミットスイッチ PTT モデル － Sb 淡青 Sb 淡青 －
33 PTT スイッチ ボトムカウル /PTT モデル － Sb 淡青 P 桃 －
34 トリムセンサ オプション － P 桃 B 黒 －
35 メータランプスイッチ オプション － L 青 R 赤 －
36 ボルトメータ オプション － R 赤 B 黒 －
37 アワーメータ オプション － R 赤 B 黒 －
38 スピードメータ オプション － － －
39 ウォータプレッシャメータ オプション － － －
40 トリムメータ オプション － P 桃 B 黒 －
41 タコメータ オプション A30 W 白 Y 黄 －
42 メインスイッチキー B4 R/Y 赤 /黄 L 青 A12
43 ストップスイッチ A13 Br 茶 B 黒 －
44 PTT スイッチ PTT モデル － Sb 淡青 P 桃 －
45 ワーニングブザー B6 Y 黄 R 赤 －
46 ニュートラルスイッチ リモコンモデル － G 緑 G 緑 －
47 メインスイッチ回路 － － －
48 ニュートラルスイッチ回路 リモコンモデル － － －
49 リモートコントロール リモコンモデル － － －

50 ワーニングランプ マルチティラーモデル /LED
B1 Y/R 黄 /赤 G/R 緑 /赤 B11
B2 Lg 淡緑 － －
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MFS40/50A ET（マルチティラーハンドルタイプ）　エレクトリックサーキット
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MFS40/50A ET（リモートコントロールタイプ）　エレクトリックサーキット
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MFS40/50A EG（マルチティラーハンドルタイプ）　エレクトリックサーキット
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MFS40/50A EG（リモートコントロールタイプ）　エレクトリックサーキット
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